
        
            
                
            
        

    









































ひげを剃る。そして女子高生を拾う。
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　失しつ恋れんをした。

　二つ年上の、同じ会社に勤める女性だ。名前は後ご藤とうさんといった。

　後藤さんは面めん倒どう見みが良く、研修の時から俺に良くしてくれた。笑え顔がおが淑しとやかで、気配りができて、社畜と化していた俺の心の支えだった。

「男がいるなら最初から言えやァ……」

　もう何なん杯ばいビールを飲んだか分からない。向かいの席で他人ひと事ごとのように笑う同期の橋はし本もとの輪りん郭かくもぼやけて見える。

　そう、デートに行ったのだ。後藤さんと。勤続５年目にして、ようやく彼女をデートに誘さそった。快く誘いを受け入れられて、これは行けるのでは！　と期待を膨ふくらませながらデートに行き、動物園を一いつ緒しよに歩いた。正直、動物よりも後藤さんの横顔ばかり見ていた。ときどき、乳も横目で見た。

　とにかく、このチャンスを無む駄だにしてはならないと、俺は張り切りに張り切っていた。動物園を回り終え、オシャレなフレンチの店で夕食をとった。味はもう覚えていない。

　そして、満を持して。俺は後藤さんを誘った。

「このまま、俺の家に来ませんか」

　お互たがい大人である。この言葉の意味くらいは、すぐに理解できるだろう。期待と不安の入り混じった目で後藤さんを見ると、後藤さんは困ったように笑っていた。

　そして、首を横に振ふったのだった。

「会社では秘密にしているんだけど、私、恋こい人びとがいるの」




　　　＊




「じゃあなんでデートに来たんだよッ[image: !!!]」

「ああもう吉よし田だ、それ今日六回目だから」

「一万回でも言ってやるよぉ……」

「一万回も同じ話聞きたくないんだけど」

　俺がビールを呷あおるのを、橋本は苦く笑しようしながら見ていた。

「そのへんにしときなよ」

「馬ば鹿か、こんなんで俺の怒いかりがおさまるかってんだァ」

「酒が回ってきた後の方がキレてるじゃん。埒らち明かねぇって」

　橋本は他人事だからそんなことを言えるのだ。今日は飲まないとやっていられない。

　後藤さんにフラれた直後、俺は茫ぼう然ぜん自じ失しつで小さな公園のベンチで項うな垂だれた。

　訊きくと、五年前から彼女には恋人がいたのだという。

　つまり、俺が彼女と知り合った時にはすでに男がいたということだ。

「馬鹿みてぇだ……」

　男のいる女に五年も思いを寄せてしまっていた。

「だまされた……俺の恋心を返せよ……」

　半ば責任転てん嫁かのようなセリフを吐はいて項垂れていると、悲しさよりも怒りのほうがふつふつと胸の中で大きくなってゆくのを感じた。

　それに気付いた瞬しゆん間かんに、俺は橋本に電話を入れていた。







「急に呼び出されたと思ったら失恋の愚ぐ痴ちだもんなぁ」

「いいだろ、お前の嫁よめさんのノロケ話もいつも聞いてやってるじゃねえか」

「ノロケじゃなくて愚痴だよ」

「聞いてる方には同じようにしか聞こえねえんだよ!!」

　なんだかんだと言いながら、橋本は呼び出しに応じてくれたし、こうして俺の愚痴を聞いてくれている。

「あぁ……いけると思ったんだけどなぁ」

「男がいるんじゃ無理だわな。それも五年モノでしょ」

「あの柔やわらかそうなおっぱいでシゴいてほしかったのになぁ！」

「馬鹿、声がでかい」

　隣となりの席で吞のんでいるＯＬがちらりとこちらを見て苦笑するのを視界の端はしにとらえたが、知ったことか。酒が回っているせいもあってか、明らかに人並みの羞しゆう恥ち心しんがなくなっているのを感じる。

「俺の肩かたを優やさしく叩たたいてくれた手も、『お疲つかれ様』って言ってくれたあの口も全部使用済みなのかと思うとつらすぎて死にそうだ……」

「リアルな妄もう想そうするからでしょ」

「どうせならヤッてからフッてほしかった」

「絶対そっちの方がショックでかいと思う」

　酒を飲んで喋しやべっていると、いかに自分がいやらしい目で後藤さんを見ていたかがよく分かった。だがそれも仕方のないことだと思う。この歳としになると、どう頑がん張ばっても恋れん愛あい感情と性欲は切って離はなせない関係性になってくるのだ。そういうものなのだ。

「まあ、僕は疑問が解消されてスッキリしたけどね」

「疑問って？」

「いや、あんなに美人な後藤さんに男がいないわけないって思ってたんだよね。しかももうあの人28でしょ？　そろそろ女性は結けつ婚こんを焦あせり始める歳だろうし」

「そう、だからこそ押せば行けると思ってたんだよなぁ……男がいるなんて知らなかったからよぉ……あ、お姉ちゃん！　ビールおかわり」

　俺が手を上げて居酒屋の店員に注文をすると、橋本は溜ため息をついた。

「飲みすぎだって。僕、今日は終電前には帰るからね」

「わァってるって」

「どんだけ吉田が体調悪くしても、介かい抱ほうしないからね」

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫」

　橋本の忠告も適当に聞き流し、浴びるようにビールを飲んで、俺は失恋の苦しみから一時的に解放されたような気分になっていた。
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「おぇ……ンッ……う、うェェ……」

　道路の側そつ溝こうの前で両手をついて嘔おう吐とした。

　居酒屋から出て、橋本と別れ、タクシーに乗ったところまでは良かった。タクシー車内の独特な匂においで酔よってしまい、おそらくその酔いをトリガーにして酒からくる吐き気も同時に来てしまったのだ。

　タクシーを降りてすぐに、嘔吐した。つまみで食った肉やら野菜やらが出た。

　少し歩いたところで、また嘔吐した。アルコール臭くさい液体が出た。

　そして、今、家の近くの道路でまた嘔吐している。黄色い液体が、出た。苦い。

「クソォ……後藤ォ…………」

　全部あの女が悪い。

　よろよろと立ち上がって、数歩歩くとまた吐き気が来る。しかし、もう吐くものなどないということも分かっているので、しゃがみ込むのはやめた。

　吐き気を我が慢まんしながら歩いていると、十字路の横に建っている電柱が目に入った。あの電柱のある十字路を右に曲がれば、もうすぐ俺の家だ。

　ぼんやりとする目で電柱を見つめながら歩いてゆく。すぐに、その電柱の違い和わ感かんに気が付いた。電柱自体というよりも、電柱の下だ。電柱の下に、人がうずくまっていた。

　……酔っ払ぱらいか？

　都会の駅の近くだと、地面に人が転がっていることはよく見る光景だが。自分の家の近所で人が路上でうずくまっているというのは初めてだった。

　近付いてゆくと、どうやらそれが女性であるらしいことと、しかも女子高生であるらしいことが分かった。なぜなら、その人物は『制服』を着ていたから。紺こん色いろのブレザーに、灰色のチェックスカート。スカートを穿はいたまま体育座りでうずくまっているものだから、下着が丸見えになっている。黒だ。

　……コスプレではなさそうだ。

　瞬しゆん時じに俺は判断する。都会の〝それらしい〟通りを歩いていると、女子高生の恰かつ好こうをした女が客引きをしている姿はよく見るが、そういったコスプレにしては、電柱の下の彼女の制服はあまりに〝地味〟だった。

　ちらりと腕うで時ど計けいを見ると、時刻は深夜１時を回っていた。こんな時間に女子高生がどうしたというのだろうか。

「おい、そこの。そこのＪＫ」

　気付けば、声をかけていた。

　女子高生は膝ひざと胸の間にうずめていた顔を上げて、ぼんやりと俺を見た。

「こんな時間になにしてんだ。家に帰れ、家に」

　俺が言うと、女子高生はぱちくりと瞬まばたきをして、口を開いた。

「もう電車ないし」

「朝までそこにいんのか」

「それも寒い気がする」

「じゃあどうすんだよ」

　女子高生は、うーんと唸うなって、首を傾かしげた。

　よく見ると、なかなかに可愛かわいい顔である。髪かみの毛は黒に近い茶ちや髪ぱつで、目は切れ長。鼻はラインは綺き麗れいだが、先せん端たんは丸かった。〝美人〟と〝可愛い〟の中間にいるような顔をしている。可愛いとは思うが、俺の好みではない。

　首を傾げていた女子高生は、スッと首の角度を戻もどして、俺をじっと見た。

「おじさん、泊とめてよ」

「おじ……お前なぁ」

〝おじさん〟と呼ばれたことと、その女子高生の妙みように尻しりの軽そうな感じに腹が立ち、俺は声を大きくした。

「会ったばっかりの〝おじさん〟についていく女子高生があるか！」

「でも今日帰るところないし」

「駅まで戻ればカラオケとかネカフェとかあるだろうが」

「お金もないの」

「じゃあ俺の家には無む償しようで泊めろって話か？」

　俺が訊くと、女子高生は、「あー」と声を上げて、すぐにひとり頷うなずいて言った。

「ヤらせてあげるから泊めて」

　俺は絶句した。

　最近の女子高生はみんなこんな感じなのだろうか。いや、絶対にそんなことはないはずだ。こいつが明らかにおかしいのだ。

「そういうことを冗じよう談だんでも言うんじゃねえよ」

「冗談じゃないって。いいよ？」

「こっちが願い下げだ。ガキくせぇ女を抱だけるか」

「ふぅん」

　女子高生は頷いて、今度はとびきりの笑え顔がおを作って言った。

「じゃあ、タダで泊めて」

「……」

　再び、俺は絶句した。







「お邪じや魔ましまーす」

　上げてしまった。あの場で言い合いを続けて、近所の誰だれかに見られでもしたら俺の立場が危あやうい。明日の朝になったら追い出せばいいのだ。

「いいか。お前が泊めろって言ったんだからな」

「うん？　そうだよ」

「誘ゆう拐かいじゃないからな！」

「はは、ウケる。分かってるって」

　笑っている場合ではない。このご時世、男と女でトラブルが起こると大たい抵ていの場合男が悪役に仕立て上げられてしまうのだ。お互たがいに同意して家いえ出で娘むすめを保護していたら誘拐事件として処理されていた、というのはよく聞く話である。
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「部屋汚きたないね」

「男の一人部屋が綺麗なもんか」

「綺麗な部屋もあったよ」

　女子高生の発言に、俺は慌あわてて振ふり向いた。

　彼女は、あっけらかんとした様子で俺を見て、首を傾げた。

「なに？」

「……いや」

　俺には、関係のない話だ。

　こいつが今までどんな生活を送っていようが、どういった経緯いきさつでここに来ようが、関係ない。明日の朝になったら、追い出す。俺のすべきことはそれだけだ。

　外出着のままベッドに横になる。

　いろいろなことがありすぎて、今日はもう身体からだの疲ひ労ろうが限界まできていた。酒も手伝って、すぐに意識がぼんやりとしてくる。

「あ、寝ねちゃうの」

「寝る……お前も好きにしてろ」

　ぼんやりと返すと、女子高生はベッドにそっと腰こし掛かけた。

「ヤらなくていいの？」

「何度も言わすな……ガキは好みじゃねえんだよ……」

「そうなんだ」

　眠ねむ気けが脳を支配してゆく。目を閉じて、意識を手放さんとしている最中に、またもや女子高生の声が鼓こ膜まくを揺ゆらした。

「なにか、しておいてほしいことある？」

　強しいて言うなら、大人しくしていてほしい。朝になったら俺の財さい布ふがなくなっていた、とかいう展開も勘かん弁べんしてほしい。

　しかし、それは言葉にならなかった。

　眠ねむすぎて、身体も口もまともに動かない。

　しかし、ぼんやりとする意識の中、強きよう烈れつに自分の欲望に訴うつたえかけてくるものがあった。

「味み噌そ汁しる……」

　気付いたら、それだけ口にしていた。

「女の作った味噌汁が飲みたい」

　そう言ったところで、俺の意識は途と切ぎれた。
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　ふわりと、美味おいしそうな香かおりが鼻び孔こうに侵しん入にゆうしてきた。

「ん……？」

　ぼんやりと目を開けると、窓の外が明るくなっていた。それも、朝日といった雰ふん囲い気きではなく、思い切り南向きの日が入ってきている明るさだ。

「今何時だ……」

　ぼやける目をしぱしぱとまばたいて、左ひだり腕うでにつけたままにしていた時計を見る。

「うわ、もう14時かよ……」

　眉まゆを寄せて、ベッドから身体を起こす。

　何時に帰宅したのかすら記き憶おくにないが、自分の恰好を見る限りでは帰宅後着き替がえる間もなく眠りに落ちたようだ。

　今日が休日で良かった。出勤日だったら寝ね坊ぼうどころの騒さわぎではない。

　……ところで、さっきから漂ただよってきている美味うまそうな香りはなんだ。匂においのする方向に視線をやると、視界の中に突とつ如じよとして。

　女子高生が現れた。

　突とつ然ぜんの出来事に、脳がフリーズする。

　視界のど真ん中に仁に王おう立だちする女子高生は俺の目をじっと見て、片手を上げた。

「おはよう」

「なんだお前!!」

　ベッドから飛びのいて大声を出すと、女子高生はきょとんとした様子でまばたきを数回した。

「なんだって言われても……女子高生ですとしか」

「なんでＪＫが俺ん家ちに！」

　女子高生は、苦く笑しようした。

「泊めてって言ったら泊めてくれたじゃん」

「誰が泊めてやるって言ったって？」

「おじさんが」

「俺はおじさんじゃねえ」

　今度は、失笑した。

「いやおじさんでしょ、ウケる」

「ウケねえよ。というかこの匂いはなんだ。何作ってんだお前」

　居室とキッチンの間に立っていた女子高生をどけると、コンロの上の鍋なべから湯気が出ていた。蓋ふたを開けて中身を見ると、そこには味噌汁が作られていた。

「……味噌汁」

「つくったよ」

「人ん家で勝手に味噌汁作るなよ」

　俺の言葉に、女子高生は溜ため息をついた。

「なんだよ、なんの溜め息だそれ」

「おじさんが作れって言ったんじゃん」

「おじさんじゃねえ」

　やれやれと肩かたをすくめて、女子高生は語気を強めた。

「おじさんじゃないなら、なに。なんて呼べばいいわけ」

「呼び方とかどうでもいいからとりあえず出てけよ」

　なんだってそんなに堂々と他人の家に上がりこんでいるのだ。しかも、無許可で味噌汁なんて作っていやがる。

「ほんとに覚えてないの？　昨日の夜、電柱の下で困ってたらおじさんが話しかけてきたんだよ」

「だからおじさんじゃ……電柱？　昨日の夜？」

　言われて、昨晩の記憶がぼんやりと脳内に浮うかび上がる。ゲロを吐はきながら歩いたのだ。それは覚えている。そして、家の近くの電柱の下に……。

「あ、黒パンツの」

「なにその思い出し方。サイテーなんですけど」

「体育座りしてたＪＫだろ」

「そう」

　だんだんと記憶がよみがえってくる。

　後先考えずに橋はし本もとと酒を飲んだのだ。そして、その帰りにこいつを見つけた。

　その後……その後、どうしたんだったっけか。

　女子高生を拾ってからの記憶がほとんどない。じわじわと背中に冷や汗あせが浮かんでくる。

「……俺、お前のこと襲おそったりしてないよな」

　俺の問いに、女子高生は真顔のままこちらをじっと見るだけだ。

　返事がない。どばどばと汗が分ぶん泌ぴつされるのを感じた。

　昨晩は俺の人生で最も酔よっていたと言っても過言でないほどに酔っぱらっていたし、なによりも自じ暴ぼう自じ棄きになっていた。何をしていてもおかしくない。

「……おい、なんか言えよ」

　冷や汗をだらだらとかきながら俺が言うと、女子高生はプッと吹ふき出して破顔した。

「あはは、してないしてない」

「なんだよ今の間は！　焦あせっただろうが！」

「からかいたくなっちゃって、ふふ」

　可笑おかしそうに肩を揺らして、女子高生は言葉を続けた。

「いやね、タダで泊とめてもらうのもどうかと思ったから、私はそのつもりだったんだよ？　でもおじさんが〝ガキとはヤらねえ〟の一点張りでさ」

「まじかよ」

　よくやった昨日の俺。

　流れに任せて女子高生に手をかけていたら、今いま頃ごろ昨日の俺を今日の俺がミンチにしていたところだ。酔っぱらっていてもそれなりの分別は保てていたようだ。

「だから、何かしてほしいことある？　って訊きいたら」

　女子高生はそこで言葉を切って、プッともう一度失笑した。

「〝毎日味噌汁作ってほしい〟って」

「プロポーズじゃねえか！」

　断じて言うが、そんなことはいくら酔っていても俺は言わない。

　女子高生は可笑しそうにけらけらと笑っていた。完全にからかわれている。

「おじさんさぁ」

「おじさんじゃねえ」

「なんて名前なの？」

「……吉よし田だだよ」

　女子高生はふぅんと声を上げて。

「吉田さん……うん、しっくり来るな」

「なんだそれ」

「吉田さんって感じの顔してるってこと」

　吉田さんって感じの顔、などと初めて言われた。女子高生特有の感性というものなのだろうか。正直、ついてゆける気がしない。

「私の名前は訊かないの」

「別に興味ないしな」

「えー、訊いてよ」

　完全に会話が女子高生のペースだ。

　しかし確かに、脳内で〝女子高生〟と呼び続けるのも疲つかれるし、名前くらい訊いてやってもいいかもしれない。

「で、なんていうんだよ」

　俺が訊くと、満足げに頷うなずいて女子高生は自分の名を名乗った。

「サユだよ」

「サユ」

「漢字は、『毘び沙しや門もん』の〝沙〟に『優やさしい』の〝優〟って書くの」

「漢字の喩たとえに毘沙門使うやつ初めて見たよ」

　沙さ優ゆはにへらと笑って、鍋からおたまで味噌汁をすくった。そして、どこからか勝手に取り出したお椀わんへ盛り付けた。

「おい、お前いつまでいる気だよ」

「んー」

　声をかけると、沙優は味噌汁の入ったお椀を俺にスッと差し出してきた。

「まあとりあえず味み噌そ汁しる食べなよ。話はそれから」

「なんでお前が仕切ってんだ」

　俺が答えるのとほぼ同時くらいに、俺の腹がぎゅるると鳴った。

　そういえば、昨夜食ったものはすべて吐き出してしまったのだった。そして昼過ぎまで寝ねていたとなれば、腹も減るだろう。

　俺の腹の音を聞いて、沙優はにまにまと口角を上げた。

「食べないの」

「……食う」

　俺は渋しぶ々しぶ、沙優からお椀を受け取る。

　さすがに、「俺は食うからとっとと帰れ」とは言えなかった。
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「吉よし田ださんフラれたの？　かわいそー」

　味噌汁を一口啜すすって、沙さ優ゆはどこか他人ひと事ごとのようにそう言った。いや、実際他人事なのだろうが。

　さっさと追い返すつもりが、なぜか昨日の出来事を根ね掘ほり葉掘り訊かれ、俺もなぜか素す直なおに語ってしまっていた。

「可哀かわい想そうとか絶対思ってねぇだろ」

「思ってる思ってる！　フラれるのつらいもんねぇ。フラれたことないけどさ」

「そうですか……」

　摑つかみどころのない会話をしながら、俺は沙優の作った味噌汁を啜る。

　インスタントでない味噌汁は久々に飲んだ気がするが、妙みように美味く感じた。塩味がちょうどよいというのもあるし、『誰だれかの手作り』という事実がどこか胸に染しみた。

　ああ、後ご藤とうさんの手作りの味噌汁を飲みたかった。

「味噌汁美味おいしい？」

　後藤さんに想おもいを馳はせているのを遮さえぎって、沙優が口を開いた。

「あ、あぁ……まぁ」

「どっちだし」

「美味うまいよ、それなりに」

「それなりかぁ」

　沙優はけらけらと笑って、いたずらっぽい眼まな差ざしを向けてきた。

「その、後藤さん？　の作った味噌汁が食べたいとか思ってるんでしょ」

「……思ってねぇよ」

　心を見み透すかされたようで少し居い心地ごこちが悪くなる。沙優からスッと目を逸そらすと、彼女は再び可笑しそうに笑った。

「図星かぁ。わっかりやすいんだ」

「鬱うつ陶とうしいＪＫだなほんとに」

　俺が露ろ骨こつに顔をしかめると、沙優はそれすらも面おも白しろいと言ったように、くすくすと肩を揺ゆらした。

　どうも、こいつと話していると胸の奥がムカムカとするような、くすぐったいような、よく分からない気分になる。

　会話のペースがすべて彼女に持って行かれてしまう。女に主導権を握にぎられるのは、あまり良い気分がしなかった。

「ね、吉田さん」

「おわっ」

　耳元で突とつ然ぜん囁ささやかれて、肩かたがびくりと跳はねた。いつの間にか、沙優の顔が俺の顔の真横にあった。沙優はじりりと俺の顔に自分の顔を寄せた。

「私が慰なぐさめてあげよっか」

　吐と息いき交じりで囁かれたその言葉。全身に鳥とり肌はだが立つのを感じた。

「だから、そういうのやめろって言ってんだろ」

　ぐいと沙優の身体からだを押しのけると、沙優は唇くちびるをとがらせた。

「えー、素直じゃないなぁ」

「馬ば鹿か、俺はお前みたいなちゃちい身体のＪＫに慰めてもらうほど惨みじめな男じゃねえ」

　俺が言うと、沙優は「えー」と首を傾かしげて、おもむろにブレザーのボタンをぷちぷちとはずし、それを脱ぬぎ捨てた。

「私、結構おっぱい大きいと思うんだけど」

　そう言って、ぐいと胸を張った。シャツごしに、沙優の胸が俺に思い切り主張される。さすがにそういう見せ方をされると、まじまじと見てしまう。男だから。

「ま、まあ女子高生にしてはでかいかもしれないけどな……後藤さんはもっとすごい」

「はは、もっとすごいんだ」

　沙優はくすくすと笑って、胸を張る姿勢をやめて、先ほどまでの猫ねこ背ぜ気味の姿勢に戻もどる。

「何カップくらいなの」

　なんでもない顔で、彼女はそんなことを訊いてくる。

　な、何カップ……あれは、どれくらいだろう。

「わ、わかんねぇけど多分Ｆくらいはある」

「Ｆだったら私と同じだよ」

「は!?　お前それＦもあんのか！」

「うん。これより大きく見えるならＧとかＨとかあるんじゃない？」

　Ｈカップ……Ｈカップって何カップだ？

　グラビアアイドルのようなカップ数に俺の頭は混乱する。一度でいいからそのＨカップに挟はさんでほしかった。何をとは言わない。

「でもさー」

　沙優が口を開く。

「触さわれないＨカップより、触れるＦカップの方が良くない？」

　そう言って、再び胸をぐいと張って、首を傾げる沙優。

　自然と、ため息が漏もれた。

「お前さ、そんなに俺を誘ゆう惑わくしてどうしたいんだよ。本当に襲おそったらどうするつもりだ」

「え、普ふ通つうにヤるけど。吉田さんそこそこイケメンだし、嫌いやじゃないよ」

「……俺とヤりたいのか？」

　訊くと、沙優はまばたきを数回して。

「いや、別にそういうわけじゃないけど」

「なんなんだよお前は!!」

　思わず立ち上がってしまう。さっきから言動がちぐはぐすぎて理解ができない。

「ヤりたいわけじゃないなら迫せまるなよ！　平気で襲う男だっているんだぞ」

　俺のその言葉に、沙優は眉まゆを寄せて、首を傾げた。

「逆に訊きくけどさ」

「なんだよ」
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「目の前にヤッてもいいって言ってる女子がいるのに、なんで襲わないわけ？」

「はぁ……？」

　溜ため息とも疑ぎ問もん符ふとも言えない息が喉のどから漏れる。年ねん齢れいが離はなれている、というだけでは説明のつかない考え方のズレを感じる。

　異物を見るような目で沙優を見ていると、彼女は苦く笑しようを浮うかべた。

「なんでそんな顔するの。普通じゃないのは吉田さんの方だって。今までなんにも要求しないで親切に泊とめてくれる人なんていなかったよ」

「……」

　沙優の発言を聞いて、二の句がつげなくなった。彼女の今の境きよう遇ぐうについては、高校生特有の小規模な家出か何かだと思っていたが、この口ぶりからすると数か月は自分の家に帰っていないのではないか？

　しかも、その間どうやって宿を得ていたのか、なんとなく嫌な想像がつく。

「……馬鹿かよ、お前」

　俺は、呟つぶやいて、沙優の目の前にしゃがみ込んだ。

「お前、どっから来たんだ？　学生証見せろ」

　言うと、一いつ瞬しゆん沙優の表情が曇くもった。

　が、それもつかの間。沙優はにこりと笑って、スカートのポケットから小さな折り畳たたみ財さい布ふを取り出して、中から学生証を取り出した。受け取ってそれを見る。

「あ、旭あさひ川かわ……」

　俺は口をぽかんと開けてしまう。

『旭川第六高等学校二年生』と書いてあった。

「お前、北海道から来たのか？　一人で？」

「うん」

「いつ頃ごろ北海道を出たんだよ」

「半年前くらいかな」

　半年間も家に帰っていない？

　ここは東京のど真ん中だ。高校生が一人で北海道からやってくるには遠すぎる。

「親にはちゃんと言ってきたのか」

「言ってない」

「馬鹿、それなら早く帰って……」

　そこまで言って、言葉が途と切ぎれた。

　さきほどまでへらへらとしていた沙優の表情が露骨に曇ったからだ。

　どこか遠くを見るような目で、沙優は言った。

「多分いなくなってせいせいしてるから、大だい丈じよう夫ぶ」

「そんなのはお前には分からないだろ」

「分かるよ」

　そう答える沙優の目には、寂さびしさと諦てい観かんをごちゃまぜにしたような色が浮かんでいた。

　俺は、少し胸が痛むのを感じた。

「もう私お金ないからさ。上手うまいことやって、誰かの家に住むしかないんだよ。だから」

「上手いことやるって、どういうふうにだよ」

「……」

　沙優は口ごもる。

　俺は、誰に、ということでもなく、腹が立ってきた。

「馬鹿にすんなよ」

　気付けば口走っていた。

「今までの野や郎ろうはどうだったか知らねえけどな、俺はお前の身体になんざ微み塵じんも興味がねぇ」

「じゃあ……」

「家にも帰りたくねぇ、学校にも行かねぇっていうなら、お前は何して生きるんだよ」

　俺が訊くと、沙優は困ったように眉を寄せた。

「だから、住ませてくれる人を探して……」

「俺が追い出したらどうするつもりなんだ？」

「ど、どうにかして次を探すよ」

「どうにかしてって、具体的には？」

「それは……」

　俺の言葉に、沙優は困ったように言葉を濁にごした。

　どうして、分からないんだ。

　普通の思考なら、安易に見知らぬ男性を誘惑しようという考えに至るものではないと思うのだが。いや、ここまでくるともう何が〝普通〟なのかは分からない。

　俺は怒いかりとも悲しみとも分からない気持ちを胸の中で反はん芻すうさせながら、それを振ふり払はらうようにきっぱりと言った。

「働け」

「働く？」

「そうだ。学校からドロップアウトしたガキだってな。みんな働いて金もらって生きてんだよ」

「で、でも」

　沙優はさきほどまでの余よ裕ゆうたっぷりな態度からは想像もつかないほど小さな声で言う。

「アルバイトの稼かせぎくらいじゃ家賃なんて払えないよ」

　まあ、それは確かにそうだ。そもそも、家に住めるほど稼ぐまでの数か月はどのみちどこかで過ごさなければならないわけで、数か月も野宿というわけにはいかない。

「ここに住めばいいだろ」

「え？」

「住んでいいって言ってんだよ」

　俺が言うと、沙優は信じられない、というようにまばたきを繰くり返した。

「で、でも私吉田さんに何もあげてないし」

「お前が持ってるようなもんはいらねぇんだよ。くだらねぇ」

　俺は顔をしかめて、言葉を続ける。

「お金がない！　住む場所もない！　じゃあ男を誘惑しよう！　とかいう馬ば鹿か極きわまりないお前の思考を叩たたきなおしてやる」

「さっきから馬鹿馬鹿って」

「馬鹿だね！　大馬鹿だ。物の価値も分からない甘ったれめ」

　ぐっと言葉を飲み込む沙優。

　正面から顔を見ると、やはり可愛かわいい。

　どうして。俺の中にそんな気持ちばかりがぐるぐると回る。まっとうに青春をして、まっとうに恋こいをして。そういうふうに生きられなかったのだろうか。

「住む場所ねえんだろ」

「うん」

「じゃあうちに住め」

「……うん」

「で、まずはこの家の家事を全部やれ。とりあえずはそれが仕事だ」

　そう言うと、沙優は驚おどろいたように目を丸くした。

「バイトしろってことかと思った」

「ゆくゆくはちゃんとやってもらう。けど、今は俺とお前の生活ペースを合わせる方が先だ。好き勝手やられちゃ困る」

　沙優が、口をぱくぱくとさせた。

　何か言いたげなので待ってやると、ようやく沙優は言う。

「ずっと住んでていいみたいな、言い方だけど」

「ずっとは困る。家出に飽あきたらとっとと帰れ」

「……それまではいていいの？」

　その問いに、どう答えたものかと、迷う。

　ここ数分の会話で分かったことだが、こいつは相当な甘ったれだ。

　男を安易に誘惑して宿を借りて、適当に渡わたり歩いてきたのだろう。それよりは苦労はするが、もっと健全に歩いてこられる道もあったはずだろうに。

　好きでもない男に色目を使う方が、肉体的な苦労をするよりよっぽどつらいことだと思うのだが、そういう感覚は彼女の中ではとっくに薄うすれてしまっているようだ。

「好きなだけ居ろ」などと言ってしまっては、本当に何年も住み続けるのではないかという気がしてくる。

　俺は、言葉を選びに選んで、ようやく口を開いた。

「お前の、甘ったれな根こん性じようがマシになるまでは置いといてやる」

　そういうと、沙優はどこかぽかんとしたような顔で、首を縦に振った。

「わ、わかりました……」

　俺はふぅと息を吐はいて、また床ゆかに座りなおす。

　珍めずらしく、熱くなってしまった。他人に説教をするほど出来た人間ではないというのに。

　テーブルの上に置いた味み噌そ汁しるの入ったお椀わんを手に取って、もう一口啜すする。

「冷めちまったじゃねぇか」

　しかし、沙優の作った味噌汁は、冷めてもそれなりに美味おいしかった。

「あ、そうだ」

　俺はふと顔を上げて、沙優の方をじっと見た。

「な、なに」

　沙優は俺から目を逸そらして訊き返してくる。

　さっきまでの摑つかみどころのない態度は消えてしまっている。

　俺は沙優に人差し指を向けて、言った。

「次に俺を安易に誘ゆう惑わくしたら、すぐに追い出すからな」

「も、もうしないって……」




　こうして、26歳サラリーマンと、家出女子高生の奇き妙みような二人暮らしが始まった。

　しかし、この時の俺は〝女子高生〟と生活を共にするということの大変さを、あまりにも甘く考えていた。
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「え、それはやばいでしょ」

　橋はし本もとが言った。

　まあ、予想はしていた。

「やっぱりそう思うか？」

「やばいでしょ」

　橋本は再度、そう言った。

　仕事の昼休きゆう憩けい中に、飲みから帰った後のことを橋本に訊きかれ、その流れで沙さ優ゆのことも話してしまった。

　さすがに自分一人の胸にしまっておくには大きすぎる問題だと感じたからだ。

　こう見えて橋本は口が堅かたい。そうやすやすと他人にこのことをばらしたりはしないだろう。

「捜そう索さく願いとか出てないわけ？」

　橋本の質問に、俺は首を縦に振った。

「俺もそれは気になってな。あいつが寝ねた後にこっそりネットで名前を検けん索さくしてみた」

「そしたら？」

「捜索願いの『そ』の字もねえ」

「そうか……」

　橋本は顎あごに手を当てて、うーんと首を捻ひねった。

「とはいえ、事情も分からぬ女子高生をなぁ……」

「よくよく考えるとやばいよなぁ」

「よくよく考えなくてもやばいって」

「あら、なにがやばいの？」

　驚いて椅い子すから跳はね上がった。

　二人そろってうんうんと唸うなっているところに、突とつ然ぜん後ろから声をかけられたのだ。振り向くと、にこにこと笑えみを浮うかべながら後ご藤とうさんがこちらを見ていた。

「ああ、後藤さん……」

　俺はなんとも言えない表情を浮かべていたと思う。

　数日前に俺をあっさりとフッた相手だ。しかも、それ以前とまったく変わらない笑顔を俺に向けている。

「大したことじゃないですよ」

　言葉の出てこない俺の代わりに、橋本がにこやかに答えた。

「結構高い商品をネット通つう販はんしたんですけど、間ま違ちがえて二重で注文しちゃったみたいで。キャンセルがきくかどうかわからなくて焦あせってるんですよね」

　しかもご丁てい寧ねいにそれらしい噓うそも付け加えてくれる。

　橋本は本当に器用なやつだ。

「それは大変。二人そろって悩なやんだ顔してるからどうしたのかと思っちゃった」

　くすくすと笑って、後藤さんは俺たち二人に軽く手を振ふった。

「二人も早くご飯食べに行かないとお昼休憩終わっちゃうよ」

「はは、もうすぐ行きますよ」

　橋本が笑顔で手を振り返す。

　俺も苦笑いを浮かべて、歩き去っていく後藤さんの背中を見送った。

「……さすがに一言も話さないのはないでしょ」

「いや！　フられた相手に何を話せと！」

「いや、あいさつくらいはさぁ」

　橋本は溜ため息をついて、椅子から立ち上がった。

「食堂行こうか」

「ああ……」

　俺も続いて、立ち上がる。

　ああ、なんだって当たり前のように話しかけてきたんだ、後藤さんは。

　フられた直後だというのに、やはり俺の目には後藤さんが輝かがやいて見えた。

　黒いスカートとジャケットが似合っているし、縦ラインの入った青いシャツもきちんと着こなしているのに妙みように扇せん情じよう的に見えた。少しウェーブのかかった茶色い髪かみの毛も、控ひかえめなグロスも、上品かつ色っぽく俺の目に映る。

　クソ。当分は吹ふっ切れる気がしない。

　あと、やっぱり。

「おっぱいでけぇよなぁ……」

「吉よし田だ、声に出てる」




　　　＊




　二時間も残業をしてしまった。

　最も寄より駅で電車を降りたころには、もう21時を回っていた。

「あいつ、メシ食ったかな……」

　家にいるであろう沙優のことを思い浮かべる。

　金を持っていないというのでとりあえず１０００円あれば昼食代は十分だろうとそれだけ置いて家を出たが、もしかしたら夕食を食えずに腹を減らしているかもしれない。

　コンビニに寄り、適当な弁当を二つ買った。

　早足で自宅に向かう途と中ちゆうに、昼に橋本に言われた言葉を思い返す。

『あんまり感情移入しすぎないほうがいいよ。問題になる前に、保護者のところに帰した方がいい』

　そんなことは分かっている。しかし。

『多分いなくなってせいせいしてるから、大だい丈じよう夫ぶ』

　沙優がそう言った時の、あのすべてを諦あきらめてしまったような表情が、脳のう裏りに焼き付いている。

「まだ高校生のガキが、あんな顔するもんじゃねぇ」

　小さく呟つぶやいて、俺は家へと急いだ。







　鍵かぎを開けて、家のドアを開けると。

　美味うまそうな香かおりがふわりと漂ただよってきた。

　居室へとつながる廊ろう下かの途中に備え付けられているキッチンスペースの前で、沙優がおたまを片手に突つっ立っていた。

「あ」

　沙優が俺に目をやって、口を開いた。

「おかえり、パパ？」

「やめろ、反吐へどが出る」

　少し、ほっとした。

　もしかしたら腹が減ってぶっ倒たおれているかもしれない、というところまで想定していた。軽口を叩たたける程度には元気のようだ。

「いつもこんな時間なの」

「いや、今日は残業だった」

「たまに残業があるんだ」

「いや、毎日残業はある」

「じゃあいつもじゃん」

　会話をしながら靴くつを脱ぬぎ、沙優がかき回している鍋なべの中をのぞくと、中身は味み噌そ汁しるだった。ほかほかと湯気をあげているところから見るに、今作ったばかりのようだ。

「また味噌汁か」

「だって好きでしょ」

「そんなこと言ったか？」

　俺が首を傾かしげると、沙優はけらけらと笑って答えた。

「意識失う寸前に『味噌汁が飲みたい……』って言うくらいだからねぇ。相当好きなんだろうなって思って」

「俺、本当にそんなこと言ってたのか」

　まったく記き憶おくにない。

「でもごめん、味噌汁しか作ってないや」

「弁当買ってきたからいい。お前も食うだろ」

　片手に持ったビニール袋ぶくろを持ち上げてみせると、沙優はにこりと笑って、首を縦に振った。

　居室に行くと、端はしの方に洗せん濯たく物ものが畳たたまれて置かれていた。替かえのシャツのシワもきちっと伸のびている。洗濯とアイロンがけ、やってくれたのか。頼たのんでいないのだが。

　ふと床ゆかを見ると、溜たまっていたホコリや落ちていた髪の毛もすっかりなくなっている。そのまま部屋の中に視線を這はわせて掃そう除じ機きを探す。いつも置いている場所とは違ちがう位置に掃除機があった。

　掃除機も、かけたのか。

　ちらりと沙優を横目に見ると、鼻歌を歌いながらお椀わんに味噌汁を盛り付けていた。

　家事をやれとは言ったが。正直ここまでそつなくこなすことは期待していなかった。案外器用なやつなのかもしれない。それに、それなりの責任感もあるということなのだろうか。

　俺はスーツを脱ぎ、部屋着にサッと着替える。

　そして、スーツのポケットからお気に入りの『赤マル』とジッポライターを取り出した。

「ん」

　そこで、いつも居室の机の上に置いていた灰皿がなくなっていることに気が付く。

「沙優」

「んー」

「灰皿、どうした」

　訊きくと、沙優はハッとしたように手を叩いて、食器棚だなからピカピカになった灰皿を取り出した。

「ごめん、食器洗う時に一いつ緒しよに洗っちゃった」

「そうか。ありがとう」

「あ、うん……」

　灰皿を受け取って、俺はベランダへ向かう。

「え」

　俺の背中に、沙優の声が飛んできた。

「ん？」

　振り返ると、沙優がぽかんと口を開けてこちらを見ていた。

「なんだよ」

「いや、居室で吸えばいいのにって思って」

　沙優の言葉に、俺は顔をしかめた。

「なんでだよ」

「だっていつもそこで吸ってるんでしょ」

「そうだけど」

「じゃあなんでわざわざベランダ行くの」

　質問の意図が分からない。

「だってお前がいるだろ」

　俺が答えると、沙優は驚おどろいたように目を丸くした。

　何をそんなに驚いているのだ。

　一人でいるときはところかまわず吸うが、さすがに吸わない人間が近くにいるときに無ぶ遠えん慮りよに吸ったりはしない。当たり前のことだ。

「なんだよその顔は」

「いや……」

　沙優は視線を床に落として少し何かを思い出すような顔をした。

　そして、すぐににへらと笑え顔がおを見せる。

「優やさしいんだなって思って」

「は？」

　思わず刺とげ々とげしい疑ぎ問もん符ふが口から飛び出してしまい、俺は慌あわてて口をつぐんだ。

　悪い癖くせだ。子供をあまり威い圧あつするものではない。

「何が優しいって？」

「いや、その、あはは」

　沙優はごまかすように笑って、手を後ろでもじもじと組んだ。

「今までの人はさ……私がいようがいまいが、構わず吸ってたから……」

　それを聞いて、俺は再び怒いかりとも悲しみとも言えない気持ちに胸を支配された。どうしてこいつはこうも、残念な大人ばかりに、価値観を作り込まれてしまったのだろう。

「ＪＫを食っちまうわ、未成年の前でタバコ吸うわ、とんでもねえやつらだ」

　やり場のない怒りのようなものを、吐はき捨てる。

　俺は煙草たばこの箱を持った手で、沙優を指さした。

「いいか、俺が優しいんじゃない。そいつらがクソだったんだ。勘かん違ちがいするな」

「え……」

「基準を低く持つな。正しい尺度で物を見ろ」

　畳みかけるように言って、俺は再びベランダの扉とびらに手をかける。

「俺が吸い終わったら、メシ食うぞ。ちょっと待ってろ」

「……ん、わかった」

　沙優の返事を聞いてから、ベランダに出て、扉を閉める。

　ちらりと部屋の中の沙優を見ると、困ったような笑顔を作りながら、首の後ろをぽりぽりと搔かいていた。

　煙草を一本取り出して、ジッポライターの蓋ふたを親指で押し開けた。煙草に火をつけ、ライターを閉じる。チンッ、という音が夜よ闇やみによく響ひびいた。

　煙草の煙けむりを吸って、吐き出す。

「……はぁぁぁ」

　同時に、ため息も漏もれた。

　歳としを食ったと実感した。

　どうも、女子高生を見ていると保護者のような気分になってしまう。あれに欲情できる人間の気が知れない。

　沙優の、なんとも言えない笑顔を思い浮うかべる。

　本当に、可愛かわいい顔をしていると思う。きっと、もっと素す直なおな笑い顔の方が似合うのだ。

　誰だれが、あそこまで彼女の価値観を狂くるわせてしまったのか。

　もちろん、本人の甘ったれな本質もある。いや、それが最大の原因だと思う。しかし、それを悪い方向に導いた大人たちが、環かん境きようが、絶対に存在する。そのことに、少しだけ憤いきどおりを感じた。

「クソったれだらけだ、本当に」

　呟いて、また一口、煙草の煙を吸った。

　そんなことを言っている俺だって。

　女子高生の甘えを許して、逃にげ場を作ってあげてしまっているクソったれなのだ。

　どいつもこいつも、俺自身も。

　みんな自分勝手に生きている。

　煙草の煙を吐き出すと同時に、自分がしていることの意味を、少しだけ考えた。
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　土曜日。

　居室で寝ね転ころがって新聞を読む。俺の家にはテレビがないので、時事の収集は新聞でするしかないのだ。

「女子中学生を強ごう姦かんした疑いで逮たい捕ほ、ねぇ」

　尻しりをぼりぼりと搔きながら記事に目を通していると、そんな内容が目に入ってきた。

　若い女が輝かがやいて見えるのは分からないでもないが、やはり性的な目で見ることはできない。以前まではこれが普ふ通つうの感覚なのかと思っていたが、未成年に対する性犯罪が度たび々たび報道されることを鑑かんがみるに、意外と未成年の女に欲情する男は多いのかもしれない。

「俺は年上の方がいいけどなぁ」

　呟つぶやいて、新聞をめくる。

「ちょっと失礼するよー」

　居室でごろんと寝転がっていた俺の上を、洗濯物を抱かかえた沙さ優ゆがまたいで通った。

　突とつ然ぜんだったので、通過した沙優のスカートの中をばっちり見てしまった。水色の、少し薄うすそうな生き地じ。思ったよりも大人びた下着を穿はいていたことに少しどぎまぎしている自分に気付いて、慌ててそれをごまかすように口を動かした。

「パンツ丸見えだぞお前」

「スカートなんだからしょうがないじゃん」

　ふと沙優に目をやると、彼女はいつものごとく制服を着たまま家の家事をこなしていた。

「そういや、お前ずっと制服だな」

「これしか持ってないし。洗濯はちゃんとしてるから汚きたなくないし」

「にしたって部屋の中で制服ってのも変だよなぁ」

　言ってから、俺は身体からだを起こす。

　ビジネスバッグに入れたままの財さい布ふを取り出して、中身を見る。ああ、思ったよりはまだ残ってるな。頷うなずいて、中から福ふく沢ざわ諭ゆ吉きちの印刷された紙し幣へいを取り出す。

「ほら、これでなんか買って来いよ。ウニクロとかなら全身揃そろえられるだろ」

「え、悪いよ」

「毎日パンツ見せられるのもいい気分しないんだよ」

　沙優はうーんと唸うなってから、思いついたように手を叩たたいた。

「じゃあ一緒に買いに行こうよ」

「えぇ……」

　顔をしかめる。

　俺と沙優が並んで服を買いに行く様子を想像した。

「なんか、援えん助じよ交際みたいで嫌いやだわ」

「はは、たしかに」

「一人で買って来いよ。その間に俺はお前の布ふ団とんを買ってくる」

　布団、という単語に沙優は過か剰じよう反応した。

「え、いいよ！　カーペットで十分寝ねれるし」

「起きたとき身体痛いだろ」

「そんなことない」

　どうしてそこまで遠えん慮りよするのだろうか。

　買ってやると言っているのだから素直にありがとうと言っておけばいいのだ。

「お前起きたときに毎回『いてて』って言ってるじゃねえか」

「え、言ってないよ」

「言ってるっての」

　無意識か。

「自分だけベッドで寝て、女を床ゆかで寝かせとくのもいい加減気が引けるんだよ」

「でも」

「俺が気になるから買うんだ。お前の意見は聞いてない」

「う……」

　まあそもそも、客用の布団も用意していない家というのも社会人としてどうなのかという話ではあるのだが。

　どうせ野や郎ろうと集まって夜通し飲むくらいしか、他人を泊とめるようなことはないだろうとタカを括くくっていたのだ。それに、もし恋こい人びとを泊めるようなことがあれば、同じベッドで寝ればよいだけの話で。

「というわけで、今日はお前は服を買って来い」

「わかった」

「余った分はお前の小こ遣づかいにしていい」

「え」

　そこで、再び沙優は困こん惑わくの色を見せた。

「いいよぉ」

「でもお前金ないんだろ。こんなに何もない家で毎日遊ばずに過ごすのもしんどいんじゃないのか」

「泊めてくれてるだけで十分だって」

　どうも、こいつには大人に遠慮する癖があるようだ。

　今までどういう大人の家を渡わたり歩いてきたのかは知らないが、少なくとも遠慮が必要な相手だったことは手に取るように分かる。

　自然と、ため息が出た。

「俺がいいって言ってるんだから、良いんだよ。使わないなら使わないで、貯ためりゃいいだろ？」

「でもさ……」

　沙優は納なつ得とくできないというように、床に視線を泳がせた。

「ここまで良くしてもらっちゃったら……どうやって恩返ししたらいいのか分かんない」

　その言葉はあまりに素直で、俺は一いつ瞬しゆん言葉を失ってしまった。

　沙優は、遠慮をしているわけではないのか。受けた恩を返す方法を、常に考えている。返しきれない恩は、受け取れないと思っている。そういうことなのか。

　うーん、と頭を搔く。

　どうしてこう……ガキのくせに。

「俺は」

　言葉を選ぶ。どうすれば、伝わるのだろう。

「割と忙いそがしい。だから、家事とかに時間はあんまりとれないんだ」

　ゆっくりと、たどたどしく言葉を続ける。

　沙優はじっと俺の目を見ていた。

「でも、今は沙優が全部やってくれてるだろ。ここ一週間くらい家にいる時間はだいぶ楽できてるんだ。……それだけじゃ、ダメなのか」

　俺が沙優の目を見返すと、沙優は困ったように目を逸そらした。

　そして、ぽつりと言った。

「吉よし田ださんが、それでいいなら……それでいい」

「じゃあ、それでいいだろ」

　頷いて、俺は立ち上がる。

　こんなくしゃくしゃの寝ね間ま着き姿で出かけるわけにはいかない。小さな備え付けのクローゼットを開けて、適当な服を見み繕つくろう。

「吉田さん」

　ガバッと上半身の寝間着を脱ぬいだところで、沙優に声をかけられた。

「なんだよ」

　沙優に視線だけ寄よ越こすと、沙優は口をきゅっと結んで。

　そして、すぐににへらと柔にゆう和わな笑え顔がおを見せた。

「ありがと」

「……おう」

　俺はスンと鼻を鳴らして、Ｔシャツを頭からズボッとかぶった。

　それでいいんだよ、それで。

　心の中で、一人ごちた。




　　　＊




「わー！　ふかふかだー」

　沙優が布団の上でごろごろと転がる。

　彼女は制服を脱いで、ゆったりとした灰色のスウェットを上下に着ていた。やはり、部屋の中にいる分にはこちらのほうが馴な染じんでいるし、どう見ても過ごしやすそうだった。

「馬ば鹿か、ホコリがたつだろ」

　俺が半笑いでやんわりと窘たしなめると、沙優が顔だけ持ち上げてこちらを見た。

「毎日お掃そう除じしてるからホコリないよ？」

「……そうだったな」

　俺はこくこくと適当に頷いて、手に持った缶かんビールのプルタブを上げた。プシッと気持ちの良い音がする。

「布団、あった方がいいだろ」

　一口ビールを飲んで、沙優に訊きく。

「うん。今日はよく眠ねむれそ」

「そりゃよかった」

「吉田さん」

　沙優が俺をじっと見た。

「一いつ緒しよに寝よ」

「ごふっ」

　完全に『ありがとう』と言われる心の準備をしていたので、予想外の言葉にビールを吹ふきかけた。

　口をぎゅっと閉じて、なんとか吹き出すのはこらえたが。

「げほっ」

　ビールを飲み込んで、慌あわてて咳せきをする。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ？」

「お前な……」

　俺は沙優に人差し指を立てた。

「安易に誘ゆう惑わくしたら追い出すっつったろ」

　俺が言うと、沙優は『そう言われるのは想定済み』というようににんまりと口角を上げた。

「べつに、えっちなことするなんて一言も言ってないじゃん」

「あ？　……ああ、まあ、そうか」

「吉田さん、女子高生と一緒のお布団で寝たらえっちなことするのが当たり前だと思ってたってことでしょ」

「馬鹿、俺にそういう趣しゆ味みはねぇっつの」

「えー、ほんとかなぁ」

　くすくすと楽しそうに笑って、沙優はまた無む駄だにごろごろと布団の上を転がった。

　その様子を横目に、俺は再び缶ビールに口をつけた。一人で飲むビールよりも、美味おいしく感じたのは気のせいだろうか。

「それで？　一緒に寝る？」

　ごろごろと転がっていた沙優が動きを止めてこちらに視線を送ってくる。

「嫌だね。俺はベッドで寝る」

「びびってんのかー」

「寝るときに狭せまいのは嫌なんだ」

　俺が言うと、沙優はいたずらっぽく笑って顎あごをくいと引いた。自然と、上うわ目め遣づかいになる。

「柔やわらかいよ？　抱だき枕まくらにどう」

　自分の身体からだを指さして、沙優が言った。

　俺は鼻を鳴らす。

「まじで追い出すぞ」

「冗じよう談だんだってばぁ」

　けらけらと肩かたを揺ゆらす沙優を見ながら、ぼんやりと今日の午前中の沙優を思い浮うかべる。

　大人から与あたえられる優やさしさのようなものに慣れていない、あの不安そうな表情。不安になったとたんに、小さくなる態度と、声の音量。

　思い返すと、少しむなしい気持ちになった。

「お前さ」

　ビールを一口飲んで、口を開く。

　沙優が視線だけこちらに寄越してくる。

「笑ってるほうが可愛かわいいぞ」

　言うと、沙優はきょとんとして、すぐに少し頰ほおを染めた。

「なに、口説いてんの」

「だから趣味じゃねえって」

　沙優は軽口を言って、こちらに背中を向けた。

　照れてる、照れてる。

　何度も言うが、会話のペースを女に摑つかまれるのは好かないのだ。心中でほくそ笑んで、ビールを呷あおる。

　ガキは、笑っている方がいい。

　本心でそう思っていたし、なによりも。

　不安で縮こまっている彼女よりも、余よ裕ゆうたっぷりな態度で笑っている彼女の方がよほど可愛いと思えた。

　まあ、どのみち、ガキは好みではないのだが。

　空になってしまった缶ビールを持ったまま、冷蔵庫の前に向かう。

　冷蔵庫を開けて、中からもう一本ビールを取り出した。

「まだ飲むの」

「明日も休みだからいいんだよ」

　プルタブを上げながら、沙優に返事をする。

　そして、ぼんやりと思った。

　会話する相手が家にいるというのも案外悪くないものだ、と。
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　沙さ優ゆがやってきてからというもの、自宅での生活環かん境きようが目に見えて変化した。

　まず、朝家を出る前と、仕事から帰ってきた後に、必ず飯が用意されている。これはとてつもない変化だ。以前は自じ炊すいは気まぐれ、急に何かがどうしても食べたくなった時にスマートフォンでレシピを調べながら作ってみたりする程度だった。それ以外は基本コンビニで適当に買ってきたり、朝食に至っては摂とらない日の方が多かった。

　そして、自分ではなかなか面めん倒どうで週末に嫌いや々いや行っていた洗せん濯たくを、彼女が毎日やってくれているのもかなり大きい。仕事で着るワイシャツも、平日に洗濯やアイロンがけをするのが億おつ劫くうすぎて、５枚と予備で２枚も買い揃そろえているほどだ。しかし今は洗濯はほぼ毎日行われているし、しかもアイロンがけまでしてあるときている。洗濯を自分でしなくていいということがここまで快適だとは思わなかった。

　自宅での生活が変わると、職場でのコンディションも自分で分かるほどに変化した。

　朝食を食べているおかげか、始業時間直後から妙みように頭が働くし、昼食前に強い空腹感が襲おそってくることもないため昼休み直前まで集中が持続する。そして、これは完全に気分の問題であると思うが、しっかりとシワの伸のびたシャツを身に着けていると妙に気分がしゃんとした。

　奥さんいるやつらって、毎日こういう気分で仕事してたのかな……。

　キーボードを叩たたきながら考える。

「こういう気分、ってどういう気分のことだろうな」

　隣となりの橋はし本もとが画面を見つめたまま唐とう突とつに口を開いた。

「は？　何がだよ」

　訊き返すと、橋本は失しつ笑しようしてから俺を横目で見た。

「もしかして無意識？　いま一人で『奥さんいるやつらって～』って呟つぶやいてたけど」

「あっ、え？　まじか」

　慌てて口元を押さえると橋本はくつくつと肩を揺らした。

「毎日家事をやってくれる人がいるのはありがたいよなぁ」

　見み透すかしたようにそう言って、橋本は肩をすくめた。

「正直僕はもう一人暮らしをしていた時の家事の苦労があまり思い出せないよ」

「喉のど元もと過ぎればってやつだな」

「そうかもねぇ。まあ吉よし田だの場合は自分でもある程度はやっとかないとね。いつまでもその子がいてくれるわけじゃないんだしさ」

　橋本の言うことはもっともだが、妙に上から目線な発言に少しムカッときた。

「お前だって、いつまでも奥さんがいてくれるとは限らねえだろ」

　苦し紛まぎれにそう返すと、橋本はへらへらと笑って掌てのひらを振ふった。

「いやぁ、死ぬまで一緒じゃないかなぁ多分」

「そうですか……」

　橋本がなんだかんだで愛妻家なのは知っていたが、こうも堂々と惚のろ気けられると何も返す言葉がない。

「まあでも本当に、しっかり家事とかしてくれてるんだね」

　橋本はキーボードを叩く手は止めないまま、声の音量を抑えつつそう言った。

　職場の中で、唯ゆい一いつ彼にだけは沙優がうちに来てからの経過を話している。そもそものところ、沙優を家に置いていることを話しているのが橋本だけなのだ。他ほかにこんな話をできる相手もいない。

「俺が頼たのんだ以上によくやってるよ」

「家出少女って言うと割とちゃらんぽらんなイメージあるけど、そういうところはしっかりしてるんだねぇ」

　橋本のその言葉に、俺も何度か首を縦に振った。

　正直、沙優は俺の想定の何倍以上も真ま面じ目めに家事をこなしていた。家に置き始めて数日は、張り切っていたからあれほどの出来だったのかと思っていたが、実際はそうではなかった。家事を任せた日から、毎日同じだけの仕事量を継けい続ぞくしているのだ。正直「家出少女」というイメージからは程ほど遠とおい。

　思った以上の働きに感心するのと同時に、彼女のキャラクターがさらに曖あい昧まいにぼやけていくのを感じていた。容姿も、俺の好みではないが、まあかなり良い方だ。家事もできる、愛あい想そもいい。彼女はなぜ、家出をして、はるばるこんなところまで来てしまったのだろうか。その理由は、俺の頭では想像すらつかなかった。

「眉み間けん、シワ寄ってるよ」

　橋本に声をかけられてはっとする。

「急にそういう顔するんだもんなぁ、びっくりするよ」

「いや……すまん」

　もごもごと口の中で返事をすると、橋本は鼻を鳴らして、壁かべかけの時計を顎で指した。

「メシ行く？」

　つられて時計を見ると、もう時刻は13時を回っていた。この辺りの時間になると、皆みな昼食に出かけ始める。

「そうだな……ちょうど、この行書ききったらキリのいいところだし、行くか」

　言いながら俺はキーボードを叩き、プログラムを打ち込んだ。一いつ旦たん保存し、バックアップを取り、そしてＰＣをスリープ状態にする。

　橋本の方を見ると、彼も同じ作業を終えたようで、脱ぬいでいたジャケットを羽織った。軽く頷うなずき合って、席を立つ。

「昼、行ってきまーす」

　橋本が気の抜ぬけた声でそう言うと、近くの席の社員から「いってらっしゃい」と気のない声が返ってくる。

　俺も続いて昼抜けを宣言すると、少し離はなれた席に座っていた後ご藤とうさんと目が合った。

「あっ」

　後藤さんは小さく口を開けてから、慌あわただしく席を立った。

「私も、お昼いってきまーす」

　そう言って財さい布ふを持って立ち上がる後藤さんに少し違い和わ感かんを覚えながらオフィスを出る。後藤さんはいつももう少し遅おそい時間に昼休きゆう憩けいをとる人だが、今日は特別腹が減ってしまったのだろうか。

「今日は外？　それとも食堂？」

「特に食いたい気分のものもねえしなぁ、食堂でいいかな」

　俺が答えると橋本は頷いて、わざとらしく敬礼のポーズをした。

　後ろからカツカツという足音がして、なんとなくその音を聴きいていると、俺たちに追いつかんとするように歩調を強めてくるのを感じた。何かと思い振り返ると、思った以上に近きん距きよ離りに後藤さんの顔があり、思わず飛びのいてしまう。

「うわ、後藤さん」

「うわ、ってなによ」

　俺の反応に後藤さんはくすくすと笑って、髪かみの先を揺ゆらした。

「ご飯行くんでしょ？」

「行きますけど」

「私も一いつ緒しよにいいかしら」

「え」

　俺はすぐに返事ができず、口をぱくぱくとさせながら、助けを求めるように橋本に視線を送る。橋本は失笑して、俺の背中をバシンと叩いた。

「良いに決まってるじゃないですか！　社食ですけどいいですか？」

　橋本がにこやかにそう言うと、後藤さんは嬉うれしそうに微笑ほほえんで、首を縦に振った。

「もちろん」

「じゃ、行きましょうか。……ほら吉田、ボサッとしてるんじゃないよ」

「あ、ああ……」

　急展開についていけずにポカンとしていると橋本に再び背中を叩かれる。

「……話すチャンスでしょ」

　俺にだけ聞こえるほどの小声で橋本がそう言ったのを聞いて、俺は小さく頷いた。

　確かに、後藤さんにフラれてからというもの彼女とまともな会話は一度もできていない。これは橋本が拾ってくれたチャンスだ。

　覚かく悟ごを決めて、社内食堂へと向かった。




　　　＊




「意外と、ガッツリしたもの頼むんですね……」
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　カツカレー定食をテーブルの上に置いた後藤さんに橋本が苦く笑しようしながらそう言うと、後藤さんはおどけたように首を傾かしげてみせた。

「いつもじゃないのよ？　今日はお腹なかすいてるから」

「……いつもはちんまりしたコンビニのサラダですもんね」

　俺が小さな声で口を挟はさむと、橋本があからさまににやにやした。

「ほう、吉田君、よく見てますなぁ」

「さ、サラダしか食べないのはさすがに目立つだろ。体重とか気にしてそうな女性社員だっておにぎりくらいは食ってるよ」

「ふふ、他人のご飯をよく見てるのね」

「う……」

　卑いやしい行いを指し摘てきされたような気分になって、少し顔が熱くなった。

　バツが悪くなって、習慣のように何も考えずに注文した中ちゆう華か麵めんをすすった。安っぽい味だが値段に見合った味だと思うし、詳しよう細さいに説明はしづらいが、なんともこの安っぽさが好きだ。「これは醬しよう油ゆスープです」というようなわざとらしい醬油味が口の中に広がって行くのを感じながら、ゆっくりと咀そ嚼しやくした。

「最近さぁ」

　カレーのかかったカツを嬉しそうに頰ほお張ばった後に、後藤さんが俺にちらりと視線を寄よ越こしながら口を開いた。

「吉田君、定時ぴったりに帰るよねぇ」

　口ずさむような口調でそう言った後藤さんだったが、俺は妙にドキリとしてしまった。後藤さんが俺の帰る時間を気にかけていたのが若じやつ干かん嬉しいこと、そして、俺が定時で帰っている理由に多少の後ろめたさがあること、等々様々な思考が胸の中で渦うず巻まく。

「いや、まあ最近ちょっと仕事の調子良くて……スムーズに仕事が終わるんで、早く帰れちゃうんですよね」

　俺が目を逸そらしつつそう言うと、後藤さんはくすりと笑った。

「前は自分の分の仕事が終わっても他の人の分を手伝い始めちゃって、帰るに帰れなくなるってパターン多かったのにね」

「うっ……なんでそんなことまで」

　確かに、以前はそうだった。正直、一日の自分の仕事量だけであれば毎日問題なくこなすスキルは身についていると自負している。しかしこの職場は関かかわるプロジェクトや本人の扱あつかえる技術の量によって仕事の量が個々人でかなり差が出てしまうのだ。なので、自分よりも忙いそがしそうにしている社員がいるとついヘルプに回ってしまっていた。

　しかし、最近そうしない理由は、完全に家にいる女子高生である。

　仕事中は仕方ないとはいえ、家に自分以外の、しかも未成年がいるとなると「早く帰って様子を見なければ」という妙みような使命感に駆かられてしまうのだ。そういったわけで、最近は自分の仕事を素す早ばやく終わらせて、自分が主導しているプロジェクトに関わっている社員の進しん捗ちよくを確かく認にんしたら定時で退社するようにしている。

　しかし、後藤さんが俺の退社時刻をそこまで詳細に観察していたのはいろいろな意味で驚おどろいた。まあ、彼女は俺の上司にあたる人物なわけで、俺に限らず多くの社員の労働状じよう況きように気を配っているのかもしれないが、少なからず自分に気を配ってくれていたのは少しこそばゆい気持ちになる。

「急に帰るのが早くなったから、少し気になっちゃって」

　後藤さんはそう言いながら、またカレーを頰張った。唇くちびるについたカレールーをペロリと舐なめとる様子が妙に艶なまめかしく、俺は慌てて目を逸らす。隣となりで橋本が小さく笑ったのが視界の端はしに映った。おい、なに笑ってんだ。

「やっぱり上司が残ってるのに俺だけ定時で帰るのは、周りから見ても気になりますかね」

　俺が言うと、後藤さんはきょとんとしたように何度かまばたきをしてから、破顔した。

「そういうことじゃないわよ。むしろこの会社で定時に堂々と帰れるってことは仕事ができる証しよう拠こでしょう」

　その言葉に、俺は少し舞まい上がった。上司に仕事を褒ほめられるのはいつだって嬉しいし、憧あこがれの彼女にストレートな言葉で認められるというのは妙に気持ちが良い。だからこそ、一番警けい戒かいすべき質問に、ノーガードになってしまった。

「それよりも、その理由が気になるわよねぇ。……恋こい人びとでもできた？」

　むせた。啜すすりかけの麵めんを吐はき出しそうになるのをこらえて、慌てて咀嚼する。飲み込んでから、一呼吸おいて。

「恋人なんてできるわけないじゃないですか！　だって俺……」

　あなたに告白したばかりですよ、と言いかけて、口をつぐむ。なかなかの音量で声を発していたことに気が付いたからだ。隣のテーブルに座っていた数人の社員が横目でこちらを見ているのに気が付いて、咳せきばらいをする。

「だって俺……なに？」

　後藤さんはにまにまと笑いながら首をかしげて見せる。明らかに意地悪をしにかかってきていた。

「勘かん弁べんしてくださいよ……」

　俺が言うと、隣の橋本がわざとらしく「くっくっ」と声を出して肩かたを揺らした。

　後藤さんも可笑おかしそうにくすくすと笑ったが、それでも質問をやめる気はないようだった。

「恋人ができたわけじゃないなら、早く帰りたい理由ってなに？」

　追つい及きゆうされると、言葉に詰つまる。

　どう考えても、「家に女子高生を匿かくまってるので……」と素す直なおに言うのはまずい。むしろ考えるまでもないことだ。

　ただ、独り身でこれといった趣しゆ味みもない俺が帰宅したがる理由を、本当のことを伏ふせたまま説明するのは難しい。

「……す、睡すい眠みんが」

　苦し紛まぎれに口から飛び出したのが、その言葉だった。

「最近、睡眠を多めにとるようにしてて」

「ふうん……睡眠、ね」

　後藤さんは納なつ得とくしているとも、していないともとれる頷き方をする。

「くたくたになりながら仕事すると……効率上がらないなと思ったので、改善しようとしてる、とこです」

　俺が言葉につかえながらなんとかそこまで言い切ると、隣の橋本が見かねて助け船を出してくれる。

「まあ、実際最近顔色も良いし、かなり調子よさげに仕事してるよね。効果はあったんじゃない？」

　こういうとき、橋本は本当に頼たよりになる。わざとらしくない口調で、自然と会話を誘ゆう導どうしてくれるのだ。俺には到とう底ていできない芸当の一つだと思う。

　橋本の言葉に小さく相あい槌づちを打って、後藤さんは俺をじっと見た。

「確かに、前に比べて顔色も良いし、なんというかいろいろ小こ綺ぎ麗れいになったわよね。シャツとかもシワ伸のびてるし」

「シャツまでチェックされてたんですね……ちょっと恥はずかしいな」

「大だい丈じよう夫ぶ、シャツのシワで昇しよう給きゆう見送りとかしたことはないから」

　後藤さんの冗じよう談だんめかした答えに、俺は苦笑した。

　しかし、まさかシャツまでしっかり見られていたとは驚いた。彼女が俺のことだけそこまで細かく観察しているとは考えにくいが、逆に、部下の社員一人一人の身なりにまで気を配っているとしたら相当大変なことだと思う。改めて、後藤さんの上司としてのすさまじさを実感した。

「早く寝ねて、早く起きるようになったんで、アイロンがけとかも朝にやれるようになったんですよ」

　噓うそをつくのは苦手だが、比ひ較かく的てき自然に話せたのでホッとした。実のところは自分では家事などほとんどしていないのだから、今の発言は明確な噓だった。目が必要以上に泳がないか不安だったが、そもそも今後藤さんはカレーに目を落としていたので、こちらを見ていなかった。ラッキーだ。

「なるほどね、まあそういうことなら納得かなぁ」

　後藤さんはにこりと微笑みつつ頷うなずいて、また一口、カレーを頰張った。

　安あん堵どの溜ため息を漏もらしそうになるのを必死でこらえる。やはり、隠かくし事は苦手だ。何かをごまかすために言葉を尽つくそうとすると妙に息が詰まる。

　とはいえ、さすがに誰だれもかれもに本当のことを言って回るわけにはいかない。俺だけで完結する話ではないので、こればかりは慎しん重ちようにならざるを得ない。

「まあ、５年も同じスタイルで働いてた後こう輩はいが、急に変わり始めたから驚いただけよ。特に他意があるわけでもないから気にしないでちょうだい」

　後藤さんは俺の先ほど抱いだいた疑問を見み透すかして答えるようにそう呟つぶやいて、また一口カレーを口に運ぶ。気付くと、後藤さんは半分以上カレーを食べ進めていた。逆に俺はあまり箸はしが進んでおらず、麵が伸び始めていた。慌あわてて麵に手を付け始めながら、ふと思う。

　普ふ段だんから昼食をサラダのみで済ませているような人が、少しいつもより腹が減っているからと言ってこのスピードでカツカレーを食べ進められるものだろうか。

　俺も一時期仕事に集中したいあまりに昼食を減らし昼休み中も仕事をしていた時期があったが、空腹につらさを感じたのは最初の数日のみで、胃が縮んだのか分からないが、慣れてしまえばそれが普ふ通つうになった。むしろ急にたくさん食べようとすると気分が悪くなるようになったのを覚えている。

　まあその後、橋本にたしなめられて少しずつ食べる量を増やしていったので、今は以前と同じだけの量の昼食をとるようになったのだが。

　そこから考えると、どうも後藤さんの食べっぷりには疑問が残った。

　いつものサラダだけの昼食は、むしろかなり無理してそうしているということなのかもしれない。

　麵を啜りながらそんなことを考えていると、正面から視線を感じて、顔を上げる。直後、後藤さんとばっちり目が合った。

　俺はぎょっとして、慌てて目を逸らしてしまう。

「な、なんすか……」

　中ちゆう華か麵めんに目を落としながらなんとも情けない言葉を放つと、後藤さんは鼻から抜ぬけるような吐と息いきを漏らして、笑った。

「いや、他人のこと心配してるときの顔してるなぁ、と思って」

　その言葉に、俺は視線を上げてしまう。再び後藤さんと目が合って、後藤さんは小首を傾かしげてからいたずらっぽい微笑ほほえみを浮うかべた。

「図星？」

「あ、いや……」

　顔の温度が上がっていくのを感じた。

　この人はなぜこうも、見ていなくて良いところばかり見ていて、こちらをこそばゆい気持ちにさせてくるのだろうか。

「吉田君やっぱりさ、好きな人できたんじゃない？」

「え？」

　後藤さんの口から出てきた唐とう突とつな言葉に、間ま抜ぬけな声を上げてしまう。

「今真ま面じ目めな顔で考えてた人のこと、すごーく大事なんでしょ？」

「いや、その……」

　今考えていたのはあなたのことです、とは言えずに、口ごもっていると、後藤さんは自分の腕うで時ど計けいにちらりを目をやってから、びくっと身体からだを跳はねさせた。

「いけない！　今日は昼休み繰くり上げで会議する予定なんだった！」

　そう言って後藤さんは慌てて残りの数口のカレーを頰ほお張ばって、立ち上がってから俺たちに手を振ふった。

「ごめんなさいバタバタして。またお話しましょうね」

「あ、はい」

「お疲つかれ様でーす」

　慌ただしく食堂を出ていく後藤さんを見送って、俺は小さく息を吐いた。

　なんだかものすごく、疲れた気がする。

「結局なんだったんだ……」

　呟くと、隣の橋本が失しつ笑しようして、俺の肩を小こ突づいた。

「吉田とおしゃべりしたかったんじゃないの」

「馬ば鹿か言え。何が楽しくて振ったばかりの男とおしゃべりしに来るんだよ」

「気にしてるの吉田だけじゃないの？」

　橋本は他人ひと事ごとのように笑って、トレーの上に箸を置いた。

「後藤さん、かなり楽しそうだったし、吉田とばっかり話してたじゃん」

　言われて思い返すと、確かに後藤さんは俺とばかり話していたような気がする。橋本は相槌を打ったり茶々を入れたりしていただけだ。

「案外脈アリなんじゃないかなぁと思うけどな、僕は」

「馬鹿、んなわけあるか」

　変な期待はしないように生きているのだ。ましてや振られた相手に対して希望を持つなんてどうかしていると思う。

　俺が橋本の言葉を突つっぱねると、橋本はにまにまと笑って続けた。

「僕、今の奥さんに五回振られてるんだぜ？」

「そりゃ知ってるけど……お前は特別だろ」

「そんなこと言うなら吉田が特別じゃない保証もないだろ」

「……」

　言葉に詰まる。

　これ以上は不毛だと思った。

「吉田」

　橋本がもう一度俺の肩を小突く。

「振られてからが本番だって」

「うるせえなほんと……」

　こいつに失しつ恋れん話をするべきではなかったと若じやつ干かん後こう悔かいする。ただ、あの時は誰かに話を聞いてもらわないとやっていられなかった上に、こんな話をできる相手は橋本以外にいない。そう考えると仕方がなかったとも思う。

「さて、煙草たばこ吸って戻もどるかねぇ」

　橋本がそう言うので、俺はぎょっとする。

「お前吸うのやめたんじゃなかったのかよ」

「やめたよ？　まあ今日は吉田がたじたじで可哀かわい想そうだったから、付き合ってやるよ」

　そう言って橋本がスーツのポケットから取り出したのは、駄だ菓が子しのシガレットだった。思わず噴ふき出してしまう。

「お前な……」

「一人で煙草吸うよりいいんじゃない？」

「……それじゃ、付き合ってくれよ」

　二人で席を立って、同じ階にある喫きつ煙えん室を目指す。

　橋本にいじられるのはどうも好かないが、なんだかんだで、こいつに救われてばかりだなぁと、悔くやしながらに思った。
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「吉よし田ださん、髭」

　朝食に箸をつけたところで、唐突に沙さ優ゆが俺の顎あごを指さした。

「あ？」

「髭、剃そらなくていいの」

　沙優の作った目玉焼きの黄身を箸で割りながら、俺は答える。

「今日はいい。面めん倒どうだしな」

「あ、そう」

　沙優は味み噌そ汁しるをずずと啜すする。

「吉田さん、髭剃って行く日とそうじゃない日があるけど、なんか特別な意味あるの」

「ねえよ。伸のびてきたら剃るだけ」

「今日のそれはまだ『伸びてない』なんだ」

　くすりと笑って、沙優は焼いたウィンナーを箸はしでつついた。

　言われて少し気になって、俺は自分の顎を指でこする。ジョリ、と音がして、指には堅かたいとも鋭するどいとも言い難がたい、なんともいえない感かん触しよくが残る。

「ううん、やっぱり剃るかな」

「どっちだし」

　崩くずれた黄身を白身に絡からめて、口に放ほうり込んだ。

「なんというか。オッサンになったって感じがするよ」

　俺が言うと、沙優は首を傾げた。

「なんで？」

「いや、髭」

「髭が生えたから？」

「や、そうじゃなくて」

　俺は白米をかきこみながら、ううん、と唸うなった。よく咀そ嚼しやくして、白米を飲み込む。

「二十歳はたちになったばっかの頃ころは、髭がちょっとでも伸びてきたら気になって剃ってたんだよ。剃り残しがないかめちゃくちゃ気にしてな」

　それが今では、これである。

　汚きたならしく見えない程度であれば、髭が伸びてきてもあまり気にはならない。

「『髭』自体がオッサンの符ふ号ごうみたいな風潮あるけどな、なんとなく違ちがう気がする」

　味噌汁を啜る。相変わらず、沙優の作る味噌汁は美味うまい。

「『髭を剃るのが面倒になる』のがオッサンなんだな」

「はは、でも若くても剃るの面めん倒どう臭くさいって思ってる人はいるんじゃない」

「それでも、剃るんだよ。面倒だと言いながら、剃る。歳としを重ねて面つらの皮が厚くなってくると、剃らなくなるんだ」

「そういうものかなぁ」

　俺が喋しやべりながらだらだらと食べている間に、沙優はすっかり朝食を食べ終えてしまった。

　両手を合わせて、ごちそうさま、と呟つぶやく姿は妙みように様になっていた。

「ちゃっちゃか食べないと遅ち刻こくするんじゃない」

「そうだなぁ」

　頷うなずいて、残りの目玉焼きを箸でつまんで、口に放り込んだ。半熟の黄身のまろやかな旨うま味みと醬しよう油ゆが絡んで、口の中が幸せだ。

　沙優が来てからというもの、すっかり朝食を摂とるのが楽しみになっていた。

　おかずも白米も平らげて、少しだけ残った味噌汁をずず、と啜る。

「ごちそうさま」

「お粗そ末まつさま」

　向かいで俺が食べ終わるのを待っていた沙優は、にへらと締しまらない笑え顔がおを見せた。

「お皿洗っとく。吉田さんは歯は磨みがいたら」

「おう。ありがとう」

　言われたとおりに、洗面所に向かおうとしたところで。

「あ、そうそう」

　背中に沙優が声をかけてきた。

「ん？」

「吉田さんさ」

　彼女はテーブルの上の皿を重ねながら、視線だけこちらに寄よ越こした。

「髭、あんまり似合ってないよ。剃ったほうがいいと思う」

「余計なお世話だ」

「ふへ」

　沙優は可笑おかしそうに肩かたを揺ゆらす。

　俺はぼりぼりと背中を搔かきながら、洗面所へと向かった。

　鏡に映る自分の顔は、妙にくたびれたような顔をしていた。

　この家に越こしてきたばかりの頃は鏡の自分に「今日も頑がん張ばろうか」みたいなことを語りかけていたよなぁ、と思い出す。髭を剃って、顔を洗って。洗面所で毎朝気合いを入れていた。

「ううん」

　唸りながら、電動髭剃り機を手に取った。

「やっぱオッサンだわ、もう」

　呟いて、髭剃りのスイッチを入れた。




　　　＊




「三み島しまァ……またお前か。何回目だよまじで」

「あ！　吉田センパイ、おはようございます」

「おはようございますじゃねえんだよ。まずすみませんだろ」

「あ！　すみません、すみませんでした」

　午前中から額の血管が浮うき出そうな気持ちだ。

「お前は指示書が読めねぇのか？　うん？」

「いや、ちゃんと読みましたけど……」

「ちゃんと読んでねぇから間ま違ちがえるんだろうが！」

　大声を上げると、遠くの席に座っていた後ご藤とうさんがちらりとこちらに視線をやったのが見えた。

　ぎくりとして、俺は咳せきばらいをする。

「いやー、ほんとすみません」

　へらへらとした様子で自席で俺に頭を下げているのは、部下の三島柚ゆず葉はだ。今年入社した女性社員で、俺の直属の部下として面倒をみることになったのだが、いかんせん物覚えが悪い。物覚えの悪い社員は他ほかにもごまんといるが、その中でも群を抜ぬいて覚えが悪い。

　そして最も腹が立つのは、この態度だ。いくら叱しかっても、へらへらとしていて、申し訳なさそうな顔ひとつしない。新人だから間違えて当然、というような余よ裕ゆうさえ感じられるほどだ。

「あのー……」

　おずおずと、三島が俺を上うわ目め遣づかい気味に見つめる。

「何がまずかったんですかね？」

　溜ため息が出る。

　そこからか。

「そもそも使ってる言語が違う」

「でも、私この言語しか使えないです」

「使えねぇなら覚えろ！　参考書渡わたしただろ！」

「なかなか時間取れなくて、へへ」

　この顔だ。ごまかすような笑顔。

　これが、一番頭にくるのだ。

「もういい。その案件は俺がやる。別の仕事渡すから、そっちをやれ」

　これ以上ごたごたと長引かせても無む駄だだ。

　自分でやってしまった方が早い。

「すみません、ほんと」

「悪いと思ってるなら少しは勉強しろ」

「へへ、頑張ります」

　頷いて、へらりと笑う三島。

　小さく舌打ちをして、踵きびすを返そうとすると。

「あ、吉田センパイ」

「あ？」

　振ふり返ると、三島が怒おこられたこともすっかり忘れたように屈くつ託たくのない笑みを浮かべて、言った。

「髭剃ってるほうが、かっこいいですね」

　一いつ瞬しゆん、思考がフリーズした。

　自分の顎に手を当てる。今日髭を剃っただけあり、つるつるとしていた。

　すぐに、馬ば鹿からしくなる。

「俺の髭より仕事のミスを気にしろ！」

「へへ、すみません」

　つかつかと自席に戻もどり、椅い子すにどすんと腰こし掛かけた。

「朝から大変だねぇ」

　隣となりの席の橋はし本もとが苦く笑しようした。

「ほんと、やべえよあいつ。お前にあげたい」

「いらない、いらない」

　橋本はくつくつと笑って、キーボードをカタカタと鳴らす。

　俺も朝から新人に時間をとられてしまったが、自分の分の仕事と、三島から引き継ついだ仕事を両方こなさなければならない。

　ＰＣの電源ボタンを押す。

　まだ黒い画面に、自分の顔がぼんやりと映った。

「……そんなに髭ひげ似合わねぇかな」

　小さく独りごとを言うと、橋本が吹ふき出した。

「なんだよ……」

「いや」

　橋本はＰＣ画面から視線を動かして、俺をじっと見た。

「今いま更さらかよ、って思ってさ」

「てめぇ」

　どうやら、本当に俺は髭の似合わない顔をしているらしい。

　明日からは毎日剃そろう。オッサンは決意した。
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　休日。

　ぼさぼさと暴れる寝ねぐせを放置したまま、ノートＰＣを開きメールチェックをしていると、ふとネットページの広告に目が留まった。

『メイクにこだわるＪＫに朗報！　化粧品最大70％オフ！』

　随ずい分ぶんざっくりとした広告だと思ったが、同時に、ふと疑問が浮かぶ。

「え、女子高生って化粧すんのか……？」

「え？」

　テーブルを拭ふいていた沙さ優ゆが、俺の方を向く。どうやら口に出てしまっていたらしい。

「あ、いや、すまん。広告でな、『メイクにこだわるＪＫ』とか書いてあったもんだから」

「ああ……うーん、女子高生でもメイクする子は多いと思う」

「まじか……そうなのか……」

　思い返せば、俺の通っていた高校は化粧が禁止されていた。それでもいわゆる『ギャル系』のファッションを強行していた生徒はたびたび化粧をしてきては生徒指導の教師に注意されていたのを思い出す。しかし、化粧をしてくるのはそのあたりの少人数だけだったので、女子高生がメイクをするのが「当たり前」という感覚はあまりなかった。時代が変わったのか、単純に俺の高校が厳しかったのか、これに関してはなんとも言えないところだが、どのみち、俺にはなんとも違い和わ感かんを覚える記事だった。

「お前は？」

「へ？」

「お前は化粧とかしてたのか？　俺の家来てからはしてるの見たことねえけど」

　訊きくと、沙優はううん、と唸うなってから、困ったように首を傾かしげた。

「してなかったわけでもないけど、気分だったかなぁ」

「してたのか」

「うすーくね」

　まあ、そうだろうなと思う。厚化粧が似合うような顔ではない……と、いうより、元がかなり整っているので、少し化粧をするだけで十分なように見えた。むしろ男の俺から見れば「そのままでいいんじゃない？」と思うくらいだ。

「……そういうのは全部置いて来たのか？」

　ふと訊たずねると、沙優はまたもや首を傾げる。

「そういうのって？」

「化粧用品だよ。こっちじゃしてないだろ」

「ああ……そういうのは置いて来ちゃったかな」

「不便してないか？」

「不便って……基本的に家にいるだけなのに化粧なんて必要ないじゃん」

「まあ、そうかもしれねぇけど……」

　もともとそれなりに習慣的にしていたことをしなくなるというのは、ストレスだったりするのではないかと思った。

　広告のページに飛んで、適当に内容を眺ながめていると、ある一部に目が留まった。

「化粧水……」

「なに？」

「化粧水とかは、使ってなかったのか？」

　ページに大きく書かれた『お肌はだのケアはメイク以前の問題！』という文字。正直、この手のジャンルにはまったく疎うといのだが、化粧水というと、橋はし本もとも「乾かん燥そうしやすい肌だから、毎晩塗ぬってから寝てるよ」と言っていたのを思い出す。男ですら気にする人は気にするわけで、そう考えると華はなの女子高生ともなればそのあたりは重要視していてもおかしくはないのではないか。

　予想は的中したようで、沙優は露ろ骨こつに視線を泳がせた。

「どうなんだ？」

「ま、まあ……使ってたけど」

「頻ひん繁ぱんに？」

「……寝る前にはね」

「そうか」

　俺は頭をぼりぼりと搔かいてから、広告ページを閉じて、そのままノートＰＣも閉じる。

「じゃあ、出かけるか」

「え、どこに？」

　ぽかんとする沙優を横目に俺は寝ぐせを手で触さわりながら洗面所へ向かった。

　鏡の前に立って、ひどい寝ぐせに櫛くしを通していきながら、投げるように言う。

「買いに行くんだよ、化粧水」

「へ？」




　　　＊




　駅前デパートの１階にある化粧品売り場を背筋を丸めて歩く。おそらくだが、化粧品売り場に入ったのは生まれて初めてだ。

「いつもは『援えん交こうみたいで嫌いやだ』とか言うくせに」

　沙優は未いまだに無理やり連れ出されたことが納なつ得とくいかないようで唇くちびるを尖とがらせている。

「ほら、化粧水、あの辺だってよ」

　天てん井じようから吊つり下がる案内看板を指さすと、沙優は何か言いたげな視線をこちらに寄よ越こしたが、すぐに小さく息を吐はいて化粧水売り場へと向かった。

　その少し後ろをゆっくりと歩きながら、売り場内に視線を彷徨さまよわせる。

　いろいろな形、そしてサイズの煌きらびやかな瓶びん。壁かべには有名女優の写った広告ポスター。目に映るほとんどのものが俺にとっては縁えん遠どおいもので、まさか自分がこの売り場にやってくる日が来ようとはゆめにも思わなかった。

「吉よし田ださん」

　沙優が小さく手招きをするので、追いついて沙優の横に並ぶと、沙優がこちらにちらちらと視線を送ってくる。

「なんだよ」

「いや……この辺が化粧水なんだけど……」

「知ってるよ。好きなの選べよ」

「別にいいよ化粧水なんてさぁ……使わなきゃ死ぬわけでもないし」

「ここまで来て何言ってんだよ。これ買うために来たんだぞ」

「だって有う無むを言わさずに連れていく、って感じだったじゃん……」

　確かに、今日は半ば強ごう引いんに連れ出してしまったのは否いなめない。

「まあまあ、好きなの選べよ。買ってやるって言ってるんだから甘えとけって」

　沙優の抗こう議ぎの視線を適当にかわしながらそう言うと、むくれた様子で沙優は商品棚だなに視線を移した。

　その横顔を見ながら、ぼんやりと考える。

　別に沙優は俺の子供でも、親しん戚せきでもない。面めん倒どうを見なければいけない義務もないはずなのだ。だから、こんなことを考えるのはお門かど違ちがいで、おこがましいことなのかもしれない。それでもどうしても気になってしまうのだ。

　おそらくだが、今の沙優には余よ暇かの時間はあっても、その時間にすることが一いつ切さいない状態になっているのではないかと思う。日中、家で家事をしていると言っても、それだけで夜まで時間を潰つぶせるわけではない。

　家にテレビでもあれば良かったが、小さいころからあまりテレビを見る習慣がなかったので一人暮らしを始めてもテレビは購こう入にゆうしなかったのだ。

　化粧用品については、たまたまネット広告を見たのがきっかけだが、とにかく、以前していたことは不自由なくできるくらいの環かん境きようは用意してやりたいと思ったのだ。

　それに、布ふ団とんと部屋着を買い与あたえた時から思っていたことだが、こいつは俺に何かを買わせることにものすごく抵てい抗こうがあるようだ。俺が良いと言っているのだから素す直なおに甘えておけばいいものを、なかなかそうしない。

　金だけ渡わたして「買って来い」と言っても、「いいのがなかった」だのなんだのと理由をつけて何も買ってこなかったり、安い物を選んだりするのが目に見えていたので、今日は俺も身を削けずって一いつ緒しよに家を出てきたのだ。

「吉田さんはさ……」

　ぽつりと、沙優が、商品棚に目線を落としたまま呟つぶやいた。髪かみの毛で目元が隠かくれていて、こちらからはあまり表情が見えない。

「なんだよ」

　声をかけた割には、不自然なほど次の言葉がないので訊き返すと、沙優はぴくりと肩かたを跳はねさせて視線を上げた。

「いや……」

　小さく呟いてから、沙優はパッとこちらに顔を向けて、にこりと笑った。

「吉田さんはどういう匂においが好き？」

「は？　匂い？」

　沙優の不自然なほどに明るい笑え顔がおと、唐とう突とつな話題に戸と惑まどう。そんなことを訊くために呼びかけたような声のトーンではなかったような気がする。

「匂いっつってもなぁ……気にしたことがねえ」

「じゃあ逆に嫌きらいな匂いとかは？」

「なんでそんなこと訊くんだよ」

　俺が訊き返すと、沙優は「だって」と小さく言ってから、視線を俺からはずしてぼそぼそと答えた。

「吉田さんの家で使うのに、吉田さんが嫌いな匂いさせたら嫌でしょ。もっと言ったら、吉田さんが好きな匂いした方がさ……いいじゃん」

「はぁ……」

　思わずため息が出た。

「気にしすぎだろうがよ」

「気にするよ!!　こんなの買ってもらってさ！　さらに嫌な思いなんてさせたくないもん」

「別に嫌いな匂いなんてねぇよ、気にせず選べよ」

「いんや、絶対あるから！　苦手な匂いがない人なんて絶対いないから！」

　何をそこまで断定するのかと思いながらも、こう強く言われると考えるふりくらいはしておかねばと思ってしまう。

「うーん……嫌いな匂い……」

　パッと思い浮うかぶのは。

「生ごみとか？」

　沙優が噴ふき出した。

「生ごみのにおいつきの化け粧しよう水なんてあるわけないじゃん」

「それと、自分の腋わき汗あせのにおいとかな」

「あはは、やめてやめて」

　沙優は可笑おかしそうに笑ってから、首を横に振ふる。

「そうじゃなくて、こう……香かおり系のさ」

「香り系とか言われても分からないって」

「そう、電車！　電車だよ」

「電車？」

　訊きき返すと、沙優は何度も頷うなずいて、人差し指を立てた。

「満員電車とかでさ、ぎゅうぎゅうになってるときに誰だれかから香こう水すい系の匂いしてきて、ウッてなることない？」

「……ああ」

　かなり限定的にシーンを指定されたおかげで、通勤中にときどきつらく感じる匂いがあったことを思い出した。

「オッサンのコロンの匂いだな。ああいうのはきつい」

「あー……分かる。分かるけど……コロン並みに匂いがする化粧水は多分そんなにないんじゃないかな」

　言いながら棚たなに並ぶ瓶を手に取って裏の成分表示に目を通す沙優。「これは……」とか「あんまり匂わないやつ……」とか小声でつぶやきながら瓶を裏返していく沙優は明らかにこういったことにこなれている様子で、やはり、と小さなため息が漏もれた。

　地元にいた頃ころも、それなりにこだわってこういうものは選んでいたのだろう。それを、数か月も我が慢まんしてきたのだ。確かに彼女の言うように「なくても死にはしない」ものなのだろうが、食べることに困っていない今くらいは、そういった『娯ご楽らく』に近いものを楽しんでもいいと思う。

　そして、沙優について、何を考えていても結局。

　思考は一つの疑問点にぶち当たるのだ。

　こんなごく普ふ通つうな女子高生が、今までの生活を捨ててまで、生きる以外のすべてを犠ぎ牲せいにするかもしれない選せん択たくをしてまで、家を飛び出してきてしまった理由とは、一体なんなのだろうか。

　そんなことを考えていると、唐突に沙優が俺の方を向いた。

「吉田さん、好きな果物は？」

「え、ああ……」

　ごちゃごちゃと考えていたこともあり、突とつ然ぜん質問を投げかけられて妙みようにびくりとしてしまった。沙優は俺の様子を見て小首を傾かしげる。

「どしたの？」

「いや、なんでもない。果物か……そういや最近はほとんど食べてねぇな」

「えー……じゃあ子供の頃に好きだった果物とかないの？」

「子供の頃ねぇ……」

　ぼんやりと思い返す。そもそも親もあまり果物を食べる方ではなかった気がする。少なくとも、日常的に果物がおやつやデザートに並ぶような家庭ではなかったのは確かだ。

　しかし、唐突に思い出したことがあった。

『こたつを出すと、絶対食べたくなるわよねぇ……』

　冬になると、毎年母親がそう言っていた。

「みかん……は結構好きだったな」

「なるほど、みかんね」

　沙優は何度か頷いてから、くすりと笑った。

「家にこたつあった？」

「あった」

　半笑いで答えると、沙優は可笑しそうにくすくすと笑った。

「じゃあ柑かん橘きつ系かなぁ……」

　口ずさむように言って、沙優は少し小さめの瓶びんを手に取った。

「オレンジの香りだってさ」

「へぇ……」

「へぇじゃないよ」

　明らかに沙優がむくれた顔をする。

「いや、だからお前が好きなやつ選べばいいだろって」

「私は吉田さんが好きな匂いのやつにしたいの」

「コロン系じゃなきゃいいっつの」

　俺の答えが不服のようで、沙優は露ろ骨こつにしかめ面つらをした。そして、何かを思いついたようにぴたりと動きを止めて、俺を少し上うわ目め遣づかい気味に見つめてくる。

「なん……うおっ」

　なんだよ、と言おうとするのを遮さえぎるように、沙優が思い切り俺の懐ふところに潜もぐり込むように自分の身体からだを押し付けてきた。

「な、なにやってんだお前」

「吉田さん」

　沙優は俺の目を見たまま、いたずらっぽく微笑ほほえんだ。

「私からオレンジの匂いしたらドキドキする……？」

「し」

　咄とつ嗟さに言葉らしい言葉が出なかった。

　華きや奢しやな身体。その割に、ずっしりと主張してくる、女子高生にしては大きい胸。全身の感覚が鋭えい敏びんになったような錯さつ覚かくを覚えて、沙優の身体は異常に柔やわらかいもののように感じられた。

　ぞわりと鳥とり肌はだが立って、慌あわてて沙優と距きよ離りをとる。

「しねぇよ……」

「あはは、そっかぁ」

　沙優は今のは冗じよう談だんでした、と言わんばかりにおどけて笑って見せた。

「吉田さん、オトナなのにそういうとこウブだよね」

「うるせえよ」

　からかわれたのが癪しやくに障さわりしかめ面を作ると、沙優は可笑しそうにけらけらと笑った。

　そして、スッとその笑顔が引っ込み、俺の胸のあたりを肘ひじで小こ突づいた。

「吉田さん」

「ん？」

「……ありがと」

　沙優は小さくそう言って、俺にさきほど手に取った化粧水を渡わたしてきた。

「おう。これだけでいいのか？」

「うん、他ほかはいいかな。そんなにいっぺんにたくさん使うものでもないし」

「そうなのか。化粧品とかは？」

　俺が訊くと、沙優は苦く笑しようした後におちょくるように唇くちびるを尖とがらせて俺を見た。

「そんなに私が化粧したところが見たいのかな～？」

「べつにそういうわけじゃねえよ」

「じゃあいらない」

　あっけらかんと答えて、沙優はにこりと笑った。

「見み栄え張る必要ない人の前で、化粧なんてする必要ないもんね」

「……そういうもんなのか」

　俺は沙優から化粧水を受け取って、レジへ向かう。

「１５７８円になります」

　店員ににこやかに言われて、少しぎょっとした。

　結構するものなんだな……。驚おどろきながら財さい布ふから札を２枚取り出してレジに置く。

「やっぱ女子高生って大変なんだな」

　小声で沙優に言うと、沙優はくすくすと笑った後に、「ほんとだよねー」と言った。

　その言葉はどこか他人ひと事ごとで、まるで自分はもう女子高生ではないと思っているような口ぶりだ。学校に行ってないからって女子高生をやめたことになるわけじゃねえぞ、と、そんなことを口走りそうになって、やめた。

「せっかく出てきたし、他にも何か買っていくか」

　会計が済んで、ビニール袋ぶくろに入れられた化粧水を沙優に押し付けながら言うと、沙優は怪け訝げんそうな顔をした。

「何かって？」

　まだ自分に何かを買い与あたえるつもりなのか、というようなニュアンスが思い切り滲にじみ出た質問に苦笑しながら、俺は肩かたをすくめる。

「何か、だよ」

　投げ捨てるように言って、上の階へ上がるためのエスカレーターを探して歩き始める。

「おいてくぞ」

「ちょ、まってよ」

　沙優も慌ててついてくる。

　とりあえず、家の中で暇ひまをつぶせそうなものでも探すか。

　そんなことを考えながら歩いていると、なんだか一人でする買い物より楽しく感じた。

　沙優の方をちらりと見やると、彼女も俺の視線に気付いたのか、首を傾げる。

「なに？」

「いや……別に」

　勝手な話ではあるが、沙優が家に来てから、いつも一人でしていたことが若じやつ干かん楽しく感じるようになった気がする。

　俺は、趣しゆ味みのあまりない人間だ。休日は寝ねているか適当にネットサーフィンをするか、身体を動かしたくなったらなんとなくで契けい約やくしたスポーツジムに足を運ぶ程度のことしかしない。なので、普ふ段だんの買い物は食料品や最低限の衣類くらいしかしないのだ。そういうわけで最も寄より駅の前にデパートがあるというのに普段はまったく足を運ばないし、もし来ることがあっても機械的に必要なものを買って終しゆう了りようだ。

　こんなに、ゆっくりと買い物をしてみようかと思ったのは久々のことだと思う。

　それもこれも、沙優がいるからだ。

　そして、一番の変化は帰宅途と中ちゆうの心境だと思う。

　前までは、その日の仕事内容を思い出して、翌日には何を進めるべきかとか、そういうことばかり考えていた気がする。家に帰っても風ふ呂ろに入って寝るだけだ。特に急いで帰ろうとも思わなかった。

　しかし最近は、俺が仕事をしている間に家で沙優が何か困ったりしていないだろうか、勝手にいなくなったりしていないだろうか、と沙優のことばかり考えて帰宅している。そうすると必然的に、仕事は定時で切り上げるし、電車もなるべく早いものに乗れるようにするし、最寄り駅からは若干早足で帰ることになる。

　それほどには、今の俺にとって沙優の存在は大きかった。

　たまたま俺の家に転がり込んだだけの赤の他人のはずなのに、どうも放ほうっておけない。

　それは、こいつが女子高生だからなのか、俺から見て『可哀かわい想そうに見えるから』なのか、もしくは、その他の理由なのか。自分でもよく分からない。ただ……。

「吉田さん？」

　突然声をかけられて、肩が跳はねる。

「お、おう……どうした？」

「どうしたはこっちの台詞せりふ。眉み間けんに皺しわ寄ってたよ」

「え？　ああ……」

　どうも、俺には考え事をしていると眉間に皺が寄る癖くせがあるようだ。

「すまん、ちょっと考え事してた」

「考え事って？」

「気にすんなって」

　俺がへたな笑え顔がおを作っておどけて見せると、沙優もぎこちない笑みを浮うかべて頷うなずいた。

　そう、その顔だ。

　沙優は、かなりころころと表情を変化させる女子だ。ただ、その表情の大半が、『急ごしらえ』したような、妙みような違い和わ感かんを覚えるものだった。

　沙優が笑顔を見せるたびに、こいつはいま本当に、心から笑っているのだろうかと、余計なことを考えてしまう。

「沙優」

「ん？」

　２階へと続くエスカレーターに足をかけたところで、沙優の方を見る。続いてエスカレーターに乗った沙優は、くりくりとした瞳ひとみで俺の目を見つめ返してくる。

「……もうちょっと、その」

　上手うまく言葉が、出なかった。

　もうちょっと、俺を頼たよってもいいぞ。

　きっと、そう言いたかった。

　ただ、その言葉にどれだけの意味があるか考えて、馬ば鹿からしくなった。

「いや、なんでもない……」

「え？」

「何言おうとしたか忘れた」

「えー、なにそれ」

　頼られないということは、頼られるほど心も許されていなければ、俺に頼りがいも感じていないということだろう。

　そんな状態で何を言ったところで、うわべだけだ。きっと、沙優を困らせる。

　あまり焦あせるものじゃない。ゆっくりとコミュニケーションをとって、少しずつ、向こうからほぐれていくのを待つことにしようと思った。

「吉田さん、あのさ」

　エスカレーターが上じよう昇しようし、２階にたどりついた頃ころに、沙優が口を開いた。

「ん？」

「いや……その」

　沙優の方を見ると、沙優は俺からすぐに目を逸そらして何か言いづらそうに口ごもった。

「なんだよ」

　もう一度訊きくと、沙優は少し顔を赤くしながら、言った。

「お、おなか……空すいたん、ですけど」

　俺は虚きよをつかれて、一いつ瞬しゆん思考が停止する。しかしすぐに可笑おかしくなって噴ふき出した。

「なんで敬語だよ」

「いや、わかんないけど……」

「そうか腹減ったか、じゃあなんか食うか」

　笑いをこらえながら俺はまたエスカレーターへと足をかける。

「上の方の階に飯屋けっこうあったと思うぜ」

「う、うん……」

　沙優は少しほっとしたような表情で、俺の後をついてきた。

　可笑しさは徐じよ々じよに収まって、すぐに鼻から息が漏もれた。

　沙優は、俺が言おうとしてやめたことをしっかり察していたのだ。その上で、最大限の譲じよう歩ほを、してくれた。

「いつもは作ってもらってるからな。外でくらい、好きなもん食わせてやるよ」

　俺がそう言うと、沙優ははにかんだように笑って、何度か首を縦に振ふった。

「うん……たまにはいいよね」

　それは自分を納なつ得とくさせる儀ぎ式しきのようにも見えて、少し可愛かわいげがあった。

　やはりこうして見ると、こいつの笑顔は良い。もっと見ていたいと、もっと笑って欲しいと、素す直なおに思う。

「何食う？」

「家じゃ食べられないやつがいいかも……オムライスとか？」

「オムライスは家でも食えるだろ」

「卵がトロットロのやつはお店じゃないと食べられないの!!」

「そ、そうか……」

　他愛たわいのない会話をしながら飲食店に向かう間、俺は沙優に対して感じていた漠ばく然ぜんとした不安が拭ぬぐわれたような気持ちになっていた。

　それと同時に、これだけ年下の少女に気を遣つかわれてしまう自分の不ふ甲が斐いなさが、少し悔くやしかった。
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「重いいぃぃ……」

「ほら、もう着くから」

　汗あせだくになりながら玄げん関かんのカギを開けて、両手にビニール袋を持った沙優を先に部屋に入れる。

「はぁぁぁ、重かった……し、死ぬかと思った」

「そんなんで死なないでくれ……というか早く部屋の中入れよ、俺だって重いんだよ」

「自じ業ごう自じ得とくじゃんそれはさ……よいしょっと」

　文句を垂れながらも、自分の持っていたビニール袋をもう一度持ち上げて居室の方へと入っていく沙優に続いて、俺も靴くつを脱ぬいで部屋に入る。

　肩には、デパートで大量に買った漫まん画が本ぼんやら文庫本やらの入った紙かみ袋ぶくろが引っかかっている。紙袋の持ち手は妙に面積が狭せまいので、肩に食い込んでものすごく痛い。

　本屋で紙袋をもらうほど買い込んだのは生まれて初めてだと思う。

「そんなに買ってさ、読む時間あるの？　平日はご飯とお風呂したらすぐ寝ちゃうのに」

「休日にでもゆっくり読むさ」

　少しお高いオムライス屋で飯を食べた後、デパートの中をぶらついていると本屋が目に留まったので二人で入ったのが、この爆買いのきっかけだ。

　一時期、通勤時間に漫まん画がでも読もうと、週刊少年誌を買って通勤していた時期があった。しかし、混こむ電車の中で漫画雑誌を読むのはなかなか難しいことにすぐに気が付き、１か月ほどは粘ねばってみたもののすぐにやめてしまったのだ。その時になかなか面おも白しろいと思いながら読んでいた漫画がどうやらまだ続いていたようで、せっかく来たのだからとすべて買い物かごに入れた。

　と、いうのは、表向きの理由だ。もちろん、自分で読みたいというのもあるが、沙優が家で暇になったときに、なんとなく手に取れるものがあった方が良いのではないかと思ったのだ。そういったわけで、漫画の他ほかにも「若者の間で人気沸ふつ騰とう！」などとポップのついていた文庫本や、少しわざとらしいかと思ったが『私が家出をした理由』というタイトルの、学生時代に長期間家出をした女性のエッセイを買ってみたりもした。

　沙優に「買ってやる」と言っても遠えん慮りよするだろうし、自分が欲しいという名目で買ってしまって、家に置いておいた方がいいだろう。そう思って買ってきたが、本というものは重なるとかなりの重量になるらしい。思った以上の重さに、汗だくになってしまった。

「これさ……今思ったんだけど」

　そして、沙優が持っていたビニール袋には、大量の食料品が入っていた。

『家でもちょっと贅ぜい沢たくなもの食えた方が良くないか？』

　という俺の軽はずみな提案が発ほつ端たんだったが、沙優に食いたいものを聞いてもやはり適当に濁にごすので、逆に俺が食べたいものを羅ら列れつしていったのだ。

　それを作るために必要な食材を片っ端ぱしから買って行ったら、この量だ。

「あのサイズの冷蔵庫に全部入るかな……」

「……あ」

　そこまでは考えていなかった。

　自じ炊すいをする気のない一人暮らしの男の家にある冷蔵庫など、サイズは知れている。そもそも家の間取り自体がそこまでゆったりとしたものではないので、自炊をするしないに拘かかわらず、必然的に家電のサイズは小さい物になる。

　慌あわてて冷蔵庫を開けてみる。そして沙優の横に置かれているビニール袋と見比べる。

「……まあ、押し込めば、いけるな」

「あはは、じゃあ押し込もっか」

　沙優はけらけらと笑って、ビニール袋を冷蔵庫の隣となりまで持ってきた。

「で、作り置きできるものは今日作っちゃおうかな。ほら、ゴーヤーチャンプルーとかさ。そしたらタッパにまとめられてスペース空くし」

　沙優は言いながら、てきぱきと袋の中身を冷蔵庫に入れていく。彼女の手て際ぎわを見ていると、俺が中ちゆう途と半はん端ぱに手を出す方がむしろ邪じや魔まになりそうだったので、俺はさっさと居室の方へ引っ込むことにした。

　居室に置いた紙袋から漫画本やら文庫本やらを取り出して、ベッドの横に平積みにした。普ふ段だんから本を読むわけではないので、この家には本ほん棚だながない。

「漫画とか本とか」

　ちょっと大きめの声で言うと、沙優が冷蔵庫の扉とびらを一いつ旦たん閉めて、こちらを見た。

「ん？」

「昼に暇ひまになったら、勝手に読んでいいからな」

　そう言うと、沙優の瞳が揺ゆれたのが、遠目にも見えた。沙優は少しだけ視線を落としてから、思い出したように、笑えみを浮かべた。

「うん、暇になったら、読ませてもらうね」

「おう。あ、でも俺が読んでないところのネタバレはやめてくれよ」

「しないって」

　沙優はくすくすと笑ってから、ビニール袋に再び手を入れた。そのまま冷蔵庫にしまっていく作業を再開するのかと思ったが、ビニール袋に手を入れたまま動かなくなった。

「ん、どうした？」

　完全に停止した沙優に声をかける。ビニール袋は廊ろう下か側に置かれていたので、そちらを向いている沙優の表情は見えない。

「吉田さんってさ……なんでそんなに」

　そこまで言って、沙優は言葉を止めた。

「そんなに？」

　続きが気になって訊たずねると、沙優は顔をこちらに向けて、にへらと笑った。

「やっぱりなんでもない」

「おいおい、なんだよ。気になるだろ」

「ううん、なんでもない。気にしないで」

「お前な……」

　俺が食い下がろうとすると、沙優は「あはは」と声を上げて笑って、再び冷蔵庫を開けた。そしてビニール袋の中身を移し始める。

　なんだか、無む性しように腹が立った。

　話をうやむやにされたことに対してではない。いや、それも少しはあるが、一番気になるのはあの『笑顔』だ。

　何も面白くなどない癖くせに、あいつは笑うのだ。何かしらの目的を持って、笑顔を使っている。

　大人になれば、そういう人間はいくらでも見る。笑顔はビジネスにおいても、人付き合いにおいてもとても重要な要素だ。それを使いこなすことに何も問題はないし、逆に笑顔を上手うまく使いこなせない俺のような大人は、苦労をすることも多いと思う。

　ただ、そんな小こ賢ざかしいことをまだ高校生の女子がしているのが、妙みように気に食わなかった。

　子供は無む邪じや気きに笑えばいい。笑いたくない時に笑う必要なんて微み塵じんもないではないか。

「無理に笑うのやめろよ」

　深く吟ぎん味みするよりも先に、言葉が出ていた。

　沙優の動きが、ピクリと止まった。

「笑いたいときだけ笑えよ。俺はお前に常にニコニコしててほしいなんて思ってねぇ」

　俺が言葉を続けると、沙優はゆっくりと顔をこちらに向けた。顔には、驚おどろいているとも、困こん惑わくしているとも分からない表情が浮うかんでいた。困らせているかもしれない、と思いながらも、言葉は止まらない。

「いい加減、変に気を遣うのはやめろよ。ここはお前の家ではないかもしれねぇが……」

　どのみち、彼女の中で何かの整理がつくまでは、元の居場所に戻もどることはないのだ。そして、俺が彼女を追い出すことも、きっとない。

「少なくとも、お前がいていい場所なんだよ。俺との約束さえ守ってくれれば、好きに過ごしていいんだ。だから……その、ごまかすみたいな笑い方はやめろ」

　最後まで言うと、沙優は視線を少し泳がせてから、困ったように、気の抜ぬけた息を吐はいた。そして、何度か、小さく首を縦に振る。

「うん……うん。ごめんなさい」

　沙優はそう言って、俺をじっと見た。

「吉田さん」

「なんだ」

「さっきね、私……『なんでそんなに優やさしいの？』って言おうとしたの」

　沙優はそう言って、少しだけ口角を上げた。そして、すぐにため息をつく。

「でも、そんな質問意味ないなって思って、やめたの」

「意味ないって？」

「吉田さん、もし今の質問されて、答えられる？」

　質問を質問で返されて、言葉に詰つまる。

「いや……そもそも自分が優しいと思ったこともないしな」

「でしょ。だからね」

　沙優はそこで言葉を区切って、それから、にへらと笑った。

　その笑顔は、彼女の雰ふん囲い気きにしっかりと馴な染じんでいた。きっと本来、沙優はああいうふうに、笑うのだろう。

「きっと、吉田さんは理由もなく優やさしいんだと思った。訊きいてもしょうがないって」

「いやいや、そんなことは」

「あるんだって。吉田さんは、今まで会ったことのないくらい優しい人」

　沙優はきっぱりとそう言い切って、すたすたと俺のそばまで歩いてきた。そして、隣に腰こし掛かける。

「だから、吉田さんが嫌いやだって言うなら、やめる」

「……やめるって？」

　俺が訊き返すと、沙優はむっとした表情で俺の脇わき腹ばらを小こ突づいた。

「吉田さんが言ったんでしょ。『変に気を遣つかうな』っていうのと、『ごまかすみたいな笑い方はやめろ』って」

「ああ……」

「気を遣いすぎるのも極力やめるし、ごまかし笑いも、やめる。それでいい……？」

　沙優はそう言って、俺の目をじっと見た。身長差から、少し上うわ目め遣づかい気味に見つめられて、ドキリとする。

「ああ、そうしてくれ」

　目を逸そらしながらそう答えると、沙優は隣でぎこちなく頷うなずいた。

「でも……ごまかし笑いは、多分……クセになってるからさ。すぐには……」

「いいよ。分かってる」

　俺が頷くと、俺の横顔に沙優の視線がぶつかるのを感じた。あれだけ瞬しゆん時じに表情を貼はり付けるのだ。一朝一いつ夕せきでああなったわけではないのは考えなくても分かる。

　きっと、それが必要だったから、そうしてきたのだろう。彼女を取り巻いていたそういう状じよう況きよう自体に、ふつふつと怒いかりが湧わく。

「クセはそう簡単に矯きよう正せいできないだろ。ゆっくりでいいよ」

「……やっぱり、優しいんだ」

「あのな、この前も言ったけど、基準を低く持つなって……」

「違ちがうよ。これに関しては自信あるよ」

　沙優が、俺の言葉を遮さえぎった。そして、俺の手に、自分の手を重ねてきた。

「人を許すのって、そんなに簡単なことじゃないよ。私、今まで、他人にこんなに許されたことってないと思う。吉田さんは……優しいよ」

　沙優のその言葉は妙に重みを感じるもので、俺は自分が優しいと言われる違い和わ感かんを覚えながらも、何も言えなかった。

「うんと……上手く言えないけど」

　沙優は、俺と手を重ねたまま、言葉を続ける。

「私、ずっと『吉田さんに迷めい惑わくかけないように』って思ってた。でも、ここに泊とめてもらってる時点でもう大迷惑だよね」

「はは、違いねえや」

　俺が鼻から息を漏もらすと、沙優もつられたようにくすりと笑った。

「だから、その考え方もやめる。これからは……」

　沙優はそこまで言って、俺の手をぎゅっと握にぎった。

「こいつが来てよかったな、って思ってもらえるのを……目指そっかな」

　その言葉に、俺は思わず噴ふき出してしまった。沙優が隣でぎょっとするのが視界の端はしに映る。

「な、なんか私変なこと言った？」

「いや、変っつーか」

　こいつもなかなかにブレないなぁ、と思ったのだ。

　もっと、自分本位に、わがままでいればいいものを。なぜか、相手に何かを還かん元げんしないと気が済まないようだ。

「お前も大たい概がい、優しいよなって」

「え、ど、どこが……」

「教えねぇ」

「な、なにそれぇ」

　俺の返事に、沙優は大げさにむくれてみせる。その様子もなんだか子供じみていて可愛かわいらしい。自然と笑いが漏れて、沙優の肩かたをぽんと叩たたいた。

「じゃ、今後も一層、家事に励はげむように。美味うまい飯を期待してる」

　俺が言うと、沙優は一いつ瞬しゆんぽかんとした後に、はにかんだように笑った。

「うん、期待しといて」

　そう言って、にへらと笑う沙優は、歳とし相応な柔やわらかい雰囲気で、とても自然だった。

　ずっと、そういう表情でいてほしい。そんなふうに思うのは、きっと俺のエゴなのだろう。

　だが、そう思わずにはいられない。

　それほどに、自然に笑っている沙優の表情は、魅み力りよく的だったのだ。
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「三み島しまァ!!」

　怒ど鳴なり声を上げると、隣となりの橋はし本もとがびくりと肩を震ふるわせ、オフィスが一瞬シンと静まり返り、数人の社員が俺をちらりと見た。

　名前を呼ばれた当の本人は、ゆっくりとこちらを振ふり返って、首を傾かしげた。

「なんですかー？」

「なんですかじゃねえんだよお前!!」

　俺が立ち上がって三島の方へ歩き始めると、こちらを見ていた社員も「なんだ、いつものやつか」というような顔をして、自分の仕事に戻り始める。

　きょとんとする三島にかみつく勢いで俺は声を上げた。

「なんべんも言っただろうが、提出前にちゃんと確かく認にんしろって」

「確認しましたよ？」

「確認して、きちんとシステムが機能していて初めて納品できるんだからな？」

「そうですね」

「そうですねじゃねえ!!　お前の書いたコードが思い切りミスってて、こんなんじゃ商品になんねえんだよ！」

　俺がはっきりとそこまで口にすると、三島はようやく自分がミスをして俺に詰め寄られているということに気付いたらしい。

　驚いたように口を開けて、言う。

「え、ほんとですか。やばいじゃないですか」

「他人ひと事ごとじゃねえんだ他人事じゃ!!」

「どうしましょう」

「直せ。今日中に」

「今日中は無理ですよぉ」

　頭の血管が切れそうになる。

　なんだって人事部はこんなとんでもねぇやつを採用してしまったのだ。スキルもない、責任感もない。正直、話にならない。

「納期は明日なんだから今日やるしかねえだろ。お前のケツ持つのは俺なんだぞ」

　俺がそう言うと、ぴくりと三島の眉まゆが動いた。

「……今日中に終わらないと、吉よし田だセンパイがクビになっちゃったりします？」

「あ？　さすがにクビにはなんねぇよ。ただ……」

　俺は顎あごに手を当てる。

「このプロジェクトからははずされるかもな。同時に、お前の教育係も変へん更こうになるんじゃないか？」

　三島の教育を他ほかの社員に押し付けることができるのは万ばん々ばん歳ざいなのだが、このプロジェクトは多くの社員を俺が巻き込んで始めた案件だ。途と中ちゆうで下ろされるわけにはいかない。

「え、私の教育係吉田センパイじゃなくなっちゃうんですか」

「お前が今日中に修正できなかったら、そういうこともあるかもしれないな」

　俺の言葉を聞いた途と端たん、いつもしまらない半笑い顔を崩くずさない三島が、真顔になった。

「じゃあ、すぐ直します」

「あ、おい……」

　三島は踵きびすを返して、自席に戻もどって行った。

　いつものんびりとオフィス内を移動する三島が、早歩きで自席に戻ったのだ。

「なんだあいつ……」

　普ふ段だんから俺は三島に対してガミガミ言っているから、むしろ教育係は俺でない方が都合が良いのではないかと思っていたのだが。

　教育係が変わるかもしれないと伝えた途端のあの焦あせりようはなんだ。

　まあ、真ま面じ目めに仕事をしてくれるのなら、それに越こしたことはない。小首を傾げながら、俺も自席に戻った。

「またトラブル？」

「俺が基本を作ってやったシステムが、まったくの別物に化けてた」

「やるねぇ、三島ちゃん」

　橋本は他人事のように茶々を入れて来る。

　かく言う橋本も、俺が振った仕事と自分が元から抱かかえていた仕事が積まれているようで、こちらに話しかけながらも視線はＰＣ画面を見つめたままである。

「でも、なんか三島ちゃん急に真面目に仕事し始めたじゃん」

「お前、よく仕事しながらそんなに周り見えるな」

「ＰＣ見ながら、オフィスをぼんやり視界に捉とらえるんだよ。嫌きらいな上司が入ってきたら、素す早ばやくトイレに行ける」

「抜ぬかりがなさすぎる」

　俺が上司に捕つかまってるときに限ってこいつがいないのは、そういうことだったのか。俺も練習しよう。ぼんやりとオフィスの状況を視界に捉える練習。

　プログラムツールを立ち上げながら、再び三島を見る。

　普段ならすぐに首をぐりぐりと回したり、伸のびをしたり、どうも集中していない様子で仕事に取り組んでいる三島だが、今日はやけに真しん剣けんな様子だった。

「……まじでどうしたんだ、あいつは」

　呟つぶやいて、俺も自分の仕事にとりかかる。

　真面目にやってくれるのは良いことだが、あいつにはそもそものスキルがない。

　提出してきたものが使い物にならないであろうことはある程度想定して、俺の仕事も済ませておかないといけない。

　小さくため息をついて、俺はキーボードに指をトンと置いた。




　　　＊




「へへ、おつでーす」

「おう……」

　わいわいと賑にぎわう料金均一居酒屋の中。三島がこつんと、俺のグラスに自分の持つグラスをぶつけてきた。

　仕事終わりに、なぜか俺は三島と二人で吞のみに来ていた。

　三島はカシスオレンジの入ったグラスを傾かたむけて、こくりと一口飲んだ。俺も、生ビールを喉のどに通す。喉がぎゅっとしまり、爽そう快かい感かんが脳へと抜けてゆくような感覚を覚える。

「いやー、良かったですねぇ納品できて」

「そうだな」

　俺は苦く笑しようして、ぐいともう一口、ビールを呷あおった。




　数時間前。

　驚おどろくことに、三島はまったく修正箇か所しよのないデータを俺に提出してきた。

　どうせ修正作業は夜までかかって、しかもまともなデータではないのだろうとまったく期待せずに待っていたので、俺は目を丸くしてそのデータを見たのだった。

　三島が素早く修正データを提出してきたおかげで俺も自分の仕事に専念でき、今日はあっさりと退勤することができてしまった。

　そして、三島が突とつ然ぜん言い出したのだ。

「吉田センパイ、お酒とかどうですか」

　まさか、ふだん散々怒鳴りつけている後こう輩はいから飲みに誘さそわれるとは思っていなかった。

　一瞬沙さ優ゆの夕飯の心配をしたが、おそらくあいつは自分で何かしら作って食べるだろう。非常用の金も家に置いてきてはある。

　まあ、たまには良いか、と。俺は後輩の誘いに、首を縦に振った。




「それにしても、お前、集中すりゃあんだけできるなら普段からやってくれよ」

「ふぇ」

　三島に言うと、三島は焼き鳥を口いっぱいに頰ほお張ばっているところだった。

「ふぁんはらはんはっへはら」

「あー、あー、飲み込んでから喋しやべれよ」

　三島は慌あわてて口の中の鶏とり肉にくをもぐついた。

　アルコールが少しずつ体内に回っているようなぼんやりとした感覚に気持ちよさを覚えながら三島が必死に咀そ嚼しやくしている様子を眺ながめる。

　肩かたにつくか、つかないかくらいの栗くり色いろの髪かみの毛。毛先は内側にくるりとカールしている。目はぱっちりと丸く、鼻も口もちょこんと小さい。いわゆる、『可愛かわいい系』というやつだ。

　上司との飲み会で何度も名前が出る程度には、彼女の容姿は〝オッサン達〟には評価されていた。きっとこの会社に入社できたのも、この可愛らしい容姿が手伝ってのことなのだろうと思う。

　案外、同じくらいのスキルを持った新卒が何人もいた場合、容姿で採用しちまうことも多いらしい。会社のオッサン達も、目の保養を求めているということなのだろう。

「な、なんですか」

　ぼーっと三島を眺めていると、いつの間にか三島は口の中身を処理し終えたようで、困ったように視線をきょろきょろと動かしながら髪の毛をいじった。

「ああ、すまんすまん」

　よくよく考えれば、食っているところをまじまじ見られたら落ち着かなかっただろう。

「いや、お前、もっと仕事できればモテるんだろうなと思って」

「えー、そうですかぁ？」

　三島は少し舌足らずな声で言った。

「仕事できない方が可愛がられますよね、あの会社」

「は？」

　俺が顔をしかめると、三島はけらけらと笑った。

「ほんとですよ、ほんとほんと。私のこと本気で叱しかるのなんて吉田センパイだけなんですから！」

「まじか。他のオッサンは？　なんも言わねぇの？」

　俺が訊きくと、三島はキリッとした表情と、妙みように野太い声を出す。

「『しょうがねえな、俺に任せとけよ』って。キメ顔で」

「うっわ、誰だれだよそれ。オッサンが気持ち悪ぃな。誰だよ、言ってみ？」

「……小お野の坂ざか部長です」

「うっは！　最高！」

　俺はバンバンと机を叩たたいて、肩を震ふるわせた。

　小野坂部長と言えば、同期の間では『むっつり二次元バーコード』と呼ばれている〝人気者〟である。以前彼の仕事用ＰＣがフリーズし、橋本がそれを直してやったところ、そのフリーズの原因が『絶対に抜ける！　厳選アニメまとめ』にアクセスした際にもらったウィルスだったと判明したことと、彼の毛もう髪はつ事情が絡からみ合いその呼び名が定着してしまったのだ。

　何度か新入社員にちょっかいをかけているという話は聞いたことがあったが、三島も被ひ害がい者しやの一人だったようだ。

「なるほど、バーコードがなぁ……」

「ちょ、バーコード言ったら可哀かわい想そうですよ」

　そう言いつつも、三島もくすくすと笑っている。

「それでつまり？　それは、上司に気に入られるためにテキトーやってるってカミングアウトだと受け取っていいわけか」

　俺が急に真顔になってそう言ってやると、三島はきょとんとして首を横に振ふった。

「まさか。どうでもいいですよ、そんなの」

「じゃあ、なんだよ。やりゃできるなら、やってくれよ」

「そうそう、さっき言おうと思ったんですけどね」

　三島はまたグラスを傾けて、鼻から息をスッと吐はいた。

「普段から頑がん張ばってる人って、さらに頑張らなきゃいけない時、どうするんですかね」

「……うん？」

　三島の言っている意味がよく分からない。

「さらに、頑張るんじゃねえの」

「それよりも頑張らなきゃいけなくなったら？」

「それよりも頑張るんだろ」

「あはは、死んじゃいますってそんなのぉ」

　三島は手をひらひらと振って、焼き鳥のネギだけを口に放ほうり込んだ。

「ふはんひはらほふいへふはらほほ」

「だぁから飲み込んでから話せっつの！」

　俺が半笑いで指し摘てきすると、三島はまたあわててネギを嚙かんだ。

　ごくりと飲み込んで、ふう、と息を吐く。

「普段力を抜いてるからこそ、必要な時に本気出せるんじゃないですか？」

「うちの会社のスケジュールは常にケツに火がついてんだよ。仕事してりゃ分かるだろ？　必要な時とか言うけどな、そんなん毎日だろ」

「えー、そんなことないですって」

　鼻を鳴らして、三島は人差し指を立てた。

「だって、私いなくたって仕事は回るでしょ？」

「そりゃ、新人だしな」

「んー、多分ですけど」

　俺の言葉に、三島は目を細めて、いたずらっぽい笑えみを浮うかべた。

「もし吉田センパイがいなくても、仕事って回っちゃうと思いますよ？」

「な……」

　すぐに反論しようとしたが、俺は言葉に詰つまってしまう。

　自分がいなくても、仕事は回るのだろうか。考えたこともなかった。

　正直、俺は職場ではかなり頼たよられている方だと思う。５年間でかなり多くの業績を残したし、ここ数年で俺の携たずさわったプロジェクトは大たい抵てい黒字を出していた。

　自分がいなくては仕事は回らない！　と、勝手に思い込んでいたが、その逆を想像したことは一度もない。

「へへ、まあ、吉田センパイいなかったらヤバイとは思いますけどね」

「……ああ」

「でも、多分ヤバイだけで、なんとかすることはできると思うんですよ」

　三島が、一人でうんうん、と頷うなずいて言葉を続ける。

「だから、そういった意味では、普ふ段だんから頑張ってる人がへばっちゃったときのためにスタンバイしてる人が必要かなぁって思うんですよ」

「……それが、お前だと？」

「そうで～す」

　三島は右手でブイサインを作って、にこにこと笑った。

　そのまったく悪気のない笑顔に、俺は溜ため息をつく。

「上司としては、できるならしっかりやってくれよって思うけどな……」

「今日はしっかりやったでしょ？」

「まあ、そうだけど」

　俺は苦笑して、グラスを空にした。

　酒の場で説教する気はない。やればできるやつだというのが分かっただけでも、上々だ。

「でも、吉田センパイって本当に優やさしいですよね」

「は？」

　三島の言葉に、顔をしかめる。

「俺が？」

「そうですよ。だって私のことちゃんと叱ってくれるでしょ」

　三島は言って、俺をじっと見た。

「言っても出来ない人を叱るのって疲つかれるでしょ」

「分かってんなら叱らせんな」

「普ふ通つうね、数回言ってダメだったら『ああこいつはダメだ』ってすぐ見限るものなんですよ。私に優しい上司だって、それは私に好かれるっていう『メリット』を求めるからそうしてくるだけであって」

　そう続ける三島は、いつものへらへらした雰ふん囲い気きとは異なった雰囲気をまとっていた。

　達観しているような、冷めているような。こういう顔も、するんだな。

「でも、吉田センパイは、いつも全力で怒おこってくれます」

「お前がほんっとうに学習しないやつだからな」

「へへ、照れる」

「褒ほめてねぇ」

　三島はくすくすと笑って、自分のグラスを空にした。

「あ、店員さぁん。同じのください」

　勝手に俺のグラスも回収して、三島は酒を追加注文した。

「まだ飲むのか」

「飲まないんですか？」

「飲むなら付き合う」

「へへ、付き合ってください」

　こいつ、案外飲めるクチだな。

　カクテルを注文するあたりあまり強くないのかと思ったが、このペースで二杯はい目を注文するということはそれなりに自信はあるということなのだろう。

「あー、話の続きなんですけど」

　三島が、髪の毛をいじりながら、言った。

「えっと……その、そういうわけなので」

　妙に、もじもじとしている。急にどうした。催もよおしたか？

　俺が訝いぶかし気に見つめていると、三島は斜ななめ下に視線をやりながら頰ほおを赤く染めた。

「私の教育係は、吉田センパイじゃないと、嫌いやなので」

「あ、そう……」

　なぜそこで照れる。そう照れた様子で言われるとなぜかこちらも恥はずかしくなってくるのでやめてほしい。

「なので！　本当にやばそうな時だけは頑張ります！」

「いや、だから普段から頑張ってくれよ！」

　俺が声を上げると、三島は可笑おかしそうにくすくすと笑った。

　今後もこいつがあまり仕事に本気を出さないであろうことは想像がつく。

　が、まあ、それにしても。

　店員が持ってきたおかわりの酒に口をつける三島をちらりと見やる。

　何も知らずにイラついているよりは、こいつのことを多少は知ることができたのは良かったかもしれない。

　俺は一人、口元を緩ゆるめて、まだ泡あわの残った真新しいビールをぐいと呷あおった。

「あ、そういえば」

　三島が口を開く。

「吉田センパイ、最近毎日髭ひげ剃そってますよね」

「あ？　それがなんだよ」

「いや、彼女でもできたのかなって」

「はぁ……？」

　俺が眉まゆ根ねを寄せると、三島は手をぶんぶんと横に振って付け加えた。

「いやいや、だって今までは三日にいっぺんくらいだったでしょ？　それが最近突とつ然ぜん毎日剃り始めたから。彼女ができて、そういうの気にするようになったのかなとか思って」

「お前、そんなに俺の髭見てたのか」

　訊きくと、三島はボッ、と急速に顔を赤くした。

「み、見てないですよ！　ひとを髭フェチみたいに!!」

「いや別にフェチとまでは言ってねぇだろ」

「いつも怒られるからつい口元ばっかり見ちゃうだけなんです！　変な気持ちは一いつ切さいないですから！」

「なんだよ髭に対して変な気持ちって」

　やっぱり髭フェチなんじゃねえのかこいつ。

　鼻を鳴らして、俺は答える。

「彼女なんかいねぇよ。フられたばっかりだしな」

　すると、三島はきょとんとして、口を半開きにした。

　なんだその顔は。

「え、フられたって？　誰だれに？」

「後ご藤とうさんだよ、後藤さん」

「後藤さんですか!?」

　三島がやけに大声を出した。

　隣となりの席のサラリーマン二人がちらりと三島を見る。彼女もその視線に気付いて、こほんと咳せき払ばらいをした。

「……ああいうのが、好きなんですか」

「悪いかよ」

「あの、ドカーン！　キュッ！　ズドーン！　みたいなのがいいんですか」

「そうだよ」

「へぇ……」

　三島は目を細めて、渋しぶい顔をした。お前に俺の好みは関係ないだろうに。

「でも、フられちゃったんですね。ドンマイです」

「うるせーよ。安い同情すんな」

「いやいや、同情なんてしてないですよ」

　三島は渋い顔から一転、にこりと笑った。

「むしろラッキー！　って思ってます」

「は？」

　俺が訊き返すと、三島はごまかすようにカクテルをぐいと呷って、グラスを空にした。

「店員さぁん」

「いや、早いだろお前」

「まだまだ飲みますよ」

「あ、そう……」

　付き合うと言ってしまったからには、ここで俺だけ飲まないわけにもいかない。

　やれやれ、財さい布ふに金入ってたよな。溜め息をついて、俺もペースを早めてビールグラスを傾かたむけた。




　三島に〝彼女〟と言われた時。少し、脳内に沙優の顔が思い浮かんだ。

　髭を剃るようになったのは、あいつに言われたからだったなぁ。

　ぼんやりとそんなことを思ったが、ビールを呷ったらすぐに忘れた。




　　　＊




「遅ぉいぃぃぃぃぃ……」

　布ふ団とんに転がった沙優が、呻うめくようにそう言った。

「いや、悪かったって」

「夕飯作っちゃったんですけどぉぉぉ」

「すまんって」

　平謝りである。

　家に帰ると、沙優がものすごく機き嫌げんを悪くしていた。




　三島は、酒しゆ豪ごうであった。

　結局三島が満足ゆくまで店にいたら、同じペースで二時間以上も飲み続けやがった。

　最終的に三島のペースにはついてゆけずに、途と中ちゆうから俺は三島の残すつまみを処理するのに徹てつしていた。

　そして、仕事は定時で上がったはずであるが、家に着いた頃ころには22時を回っていた。




　沙優が顔だけぐいと上げて、正座している俺を見た。

「……女か」

「……まあ、一応、女ではあった」

　付け加えると、仕事をしない後こう輩はいである。

　沙優は自分で訊いたくせに、俺の答えを聞くと一いつ瞬しゆんぽかんとして、その後にスンと鼻から勢いよく息を吐はいた。

「けっ、私の夕飯より女の子と食べる外食ってわけね」

「悪かったってほんとに」

「女の子との飲みは楽しかったですか！」

　めんどくせぇぞこいつ！

　しかし、これを口にしてはいけない。夕飯を作らせてしまったのは事実である。

　俺が困ったように黙だまっていると、沙優の身体からだが小刻みに震ふるえていた。

　何かと思い覗のぞき込むと、沙優が口元を押さえている。

「ふっ……ふふっ……」

　どうやらからかわれたようである。

　沙優は可笑しそうに笑いをこらえていた。

「あはは、あー、面おも白しろい。別に怒ってないって」

「なんだよ……からかうんじゃねえ」

「いや吉田さん、〝悪かったって〟〝すまんって〟しか言わなくて、ふふっ、面白くって」

　沙優はけらけらと笑いながら身体を起こす。

「でも、ちゃんと明日の朝食べてね」

「ああ、そうする」

　彼女はにへらと笑って、再び布団にごろりと転がった。

「でも、今日はあんまり酔よっぱらってないね、吉田さん」

「明日も仕事なのにそんな酔っぱらうほど飲まねえよ」

「でも私と会った日はベロベロだったじゃん」

「あれは……失しつ恋れん後だったし、次の日も有給だったからだよ」

　俺が苦い顔をしながら言うと、沙優はくすくすと笑った。

「そんなに好きだったんだ」

「……まあな」

　俺が頷うなずくと、沙優はにやにやとしながら問うてくる。

「どんなとこが好きだったの」

　どんなところ……。

　思い浮うかべて、真っ先に出てきたのは。

「胸かな」

「正直なやつだ！」

　沙優は再び、けらけらと笑った。

　何を笑っていやがるこいつは。俺はいたって真しん剣けんだぞ。

　沙優といい三島といい。会話のペースをつかませてくれない女はどうも、苦手だ。
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「おい」

　俺が冷ややかな目線を向ける先には、三み島しま。

「あ、吉よし田だセンパイ。お昼一いつ緒しよに食べます？」

「ちげぇよ馬ば鹿か。お前は一日に一度何かやらかさないと気が済まねぇのか？」

　俺が訊くと、三島は首を傾かしげた。

　はて？　という明らかにとぼけている態度が頭に来る。お前が技術はしっかりあるくせに手を抜ぬいてるやつだというのはもう知っているんだぞ。

「今すぐ直せ」

「ど、どこをですか」

「言わなくても分かってんだろ？　え？」

　俺が青筋を浮かべながら詰つめ寄ると、三島は慌あわてたようにあたりを見回した。そして、こそりと俺の耳に口を近づけて、小さな声で話す。

「昨日も言ったじゃないですか。私は適度に力を抜いてですね……」

　甘っちょろいことを言っているので、俺は三島の肩かたに腕うでを回して、ぐいと顔を近づけた。

　こうすれば、こちらの声も周りにはあまり聞こえなくなる。

「いいか。昨日は飲みの場だから何も口を出さなかっただけで、お前のそのやり方を俺が肯こう定ていしたわけじゃねぇ。勘かん違ちがいすんな」

「そんな！　じゃあ私、キリキリ働かされちゃうんですか」

「当たり前だろ、お前以外はみんなキリキリ働いてんだよ」

「げぇ……」

　三島は露ろ骨こつにげんなりとした表情を見せる。

　ふと視線を上げると、遠くのデスクの後ご藤とうさんと目が合った。ばっちり、目が合った。

　俺は、慌てて三島と組んでいた肩をほどいて、咳払いをする。

「とにかく、昼休きゆう憩けい前に直せ」

「えっ、昼休憩まであと一時間もないじゃないですか」

　口答えする三島に、俺はにこりと微笑ほほえんでやる。

「やれ」

「うえぇ……」

　やれることは分かっているのだ。だとしたらやらせる。本人がつぶれてしまわない程度には働いてもらわないとこちらも困るのだ。

　渋しぶ々しぶ仕事にとりかかる三島を横目に、俺も自分の席に戻もどろうとする。

　が。

「吉田君！　ちょっといい？」

　遠くのデスクから声がかかった。

　ぎょっとして振ふり返ると、声の主は、後藤さんである。

「はい？」

　自分を指さして首を傾げると、後藤さんは首をこくこくと縦に振って、手招きをした。

　え、なんですか。俺、なんかやらかしたか？

　冷や汗あせがにじみ出てくる。

　後藤さんには最近フられたという精神的な気まずさもあるが、単純に彼女は俺の上司である。

　最近は人事も掛かけ持ちしている後藤さんはあまり俺の仕事に口出しはしてこなくなったが、上司に突とつ然ぜん呼び出されるというのは冷や汗ものだった。

　嫌いやな汗をかきながら後藤さんの席まで行くと、後藤さんはにこりと微笑んで、自分のＰＣのキーボードをカタカタと鳴らした。

　そして、ＰＣ画面を指さして、再び微笑んだ。画面を見ろ、ということか？

　彼女のその仕草をそう解かい釈しやくして、俺がおそるおそる画面をのぞき込むと。

『明日、退社した後、時間ある？』

　起動されたＷｏｒｄ文書に、そう書いてあった。

「え、明日ですか」

　俺が口に出してそう訊きくと、後藤さんは「シッ」と人差し指を口の前で立てて見せた。

「後で連れん絡らくちょうだい」

　それだけ小さな声で言って、後藤さんは何事もなかったかのように自分のＰＣに向き直った。

　なんだ。どういう意味だ。ちょっと飲みにでも行くか！　という空気ではない。

　デート？　いや、フられた相手に突然デートに誘さそわれるのは意味が分からない。

　俺が棒立ちで思考を巡めぐらせていると、後藤さんがちらりと横目で俺を見た。

「もう、行って良いよ」

「あ、はい。失礼します！」

　さっさと戻れ、と言外に言われてしまった。俺は踵きびすを返して自席を目指す。

　どうあれ、明日の仕事終わりには後藤さんとどこかに行かねばならないようだ。

　嬉うれしいような、そうでないような、微び妙みような気分になる。

　自席に戻る途と中ちゆう、ふと視線を感じてオフィスを見回すと、三島と目が合った。

　彼女は慌てて目を逸そらして、わざとらしくキーボードをカタカタと鳴らした。

　お前は野次馬してないで働け。心中で毒づきながらも、すぐに後藤さんに思考を支配される。

　本当に、なんの呼び出しなのだろう。気が気ではなかった。




　　　＊




「へぇ、後藤さんにご飯誘われたんだ」

　自作の肉じゃがをつつきながら、沙さ優ゆが目をぱちくりとさせた。

　仕事が終わった後、電車に揺ゆられながら後藤さんに確かく認にんのメールを送ると。

『さっきはごめんね。明日、仕事終わりに夕飯でも一緒に食べませんか』

　と、返って来たのだ。

「良かったじゃん？」

「良くねぇよ……何だこれ、何メシだよ」

「普ふ通つうに、ご飯いこ？　って誘いじゃないの」

「違ちがう違う！　絶対なんかあるに決まってる」

　俺が言うと、沙優は「えー」と半笑いで受け流してきた。

　子供には分からないかもしれないが、社会人の『夕飯』や『飲み』には様々な意味合いが込められているのだ。

　たとえば、昇しよう進しん内定をサラッと告げられたり、もしくはその逆とか。

　入社したばかりの時は、上司に飲み屋で「あれはまずかったねぇ」とやんわりたしなめられたりしたこともあった。

　上司に飯を誘われるというのは、相当気の置けない仲になった上司でない限りは、どうあっても緊きん張ちようしてしまうものだ。

「まあまあ、肉じゃが食べなよ。冷めちゃうし」

「おう……いただきます」

　沙優に言われるままに、まだ湯気の上がっているできたての肉じゃがに箸はしをつけた。ほくほくの小麦色に染まったジャガイモを箸でひとつつまみ、口に入れる。

「あ、美味うまい」

「ほんと？　やった」

　沙優は満足げに頷うなずいて、自分も一つジャガイモを口に放ほうり込んだ。

「んー、おいひー」

「お前結構料理上手うまいよな」

　俺が言うと、沙優はふにゃりと照れたように笑った。

「もっと褒ほめてもいいよ」

「よっ、日本一」

「適当なやつだ！」

　沙優はけらけらと笑って、肉と一緒に白米を口に入れた。

　それにしても沙優の料理は本当に美味い。家にいたときも、料理をしていたのだろうということが窺うかがえる。

　……料理は、親から教えてもらったのだろうか。そこまで考えて、俺は頭を横にぶんぶんと振った。考えても仕方ないことを考えるのはやめよう。

「どしたの」

「いや、なんでも」

　沙優が首を傾げるが、俺は何事もなかったように白米を口に詰め込む。

　彼女も大して気にせずに、ぱくぱくと食事を進めていった。

「それで？　行くの」

「ん？」

「後藤さんと、ごはん」

　沙優は箸を止めて俺をじっと見た。

　俺は首を縦に振る。

「そりゃ、断れねぇよこんなの」

「なんで？　好きだから？」

「上司だからだ」

　俺の言葉に、沙優は納なつ得とくできないというように口をへの字に曲げた。

「ほんとは好きだからでしょ」

「違うっつの」

「じゃあ好きじゃないわけ」

「それは……それとこれは別だよ」

　ごまかすと、沙優は鼻をスンと鳴らした。

「なんだかんだ言ってまだ好きなんだねぇ」

「……そう簡単に吹ふっ切れるもんじゃねえだろ。５年間も恋こいしてたんだぞ、俺は」

　少し胸が苦しくなりながらそう言うと、沙優は「しまった」という表情をして、俺から目を逸らした。

「ごめん」

「いや、気にすんな。惨みじめなオッサンだと思っといていい」

「んーん」

　沙優は首を横に振った。

「吉田さん、かっこいいよ。後藤さんに彼氏がいなかったらきっとＯＫされてたと思う」

「はは、慰なぐさめてくれちゃって、まあ」

「ほんとだってば」

　沙優がフォローしてくれればくれるほど、どんどん惨めになってきた。

　乾かわいた笑いが出る。

「まあ、とにかく明日は行くよ。上司の、ましてや後藤さんの誘いとあっちゃぁ俺には断れん」

「分かった。じゃあ夕飯はいらないよね」

　沙優が頷いて、俺に訊たずねた。

　そうか、昨日は三島との飲みで夕飯を作らせ損させてしまったのだ。夕飯がいるかいらないか、という確認も兼かねて明日後藤さんの誘いを受けるのかどうかを訊いていたんだな。

　納得して、俺は頷く。

「ああ、いらない」

「分かった」

　そこまで話して、俺はふと思い立った。

「そういや、お前携けい帯たいって持ってないのか？」

「あ、携帯ね……」

　沙優は苦く笑しようして、首を横に振った。

「持ってない」

　さすがに、驚おどろいた。

　小学生でもスマートフォンを持っている時代である。まさか華はなのＪＫが持ち歩いていないとは思いもよらなかった。

「実家に置いて来たのか？」

　俺が訊くと、またもや沙優は首を横に振った。

「千葉あたりにいたときに、友達……っていうか、北海道にいたときのクラスメイトからあんまりにもしつこく電話がかかってくるもんだから」

　沙優はごまかすようにへへ、と笑いを漏もらす。

「海にぶち込んじゃった」

「おい、海にゴミを捨てんな」

　なんて奴やつだ。行動も思い切りすぎているし、海に捨てたというのは感心しない。

「それ以降ずっと携帯持たずにいたのか？」

「うん」

「まじか……」

「案外、困らないもんだよ」

　まあ、確かに。昔の人間関係を清算してしまうのであれば、彼女にとってはもう必要のないものなのかもしれないが。

「なんで？」

　なぜそんなことを訊くのか、と沙優が首をかしげた。

「いや、だって突とつ発ぱつ的に帰れないことが決まったときとかに、お前に連絡つかなかったらまた無む駄だにメシ作らせちゃうかもしれないだろ」

「あ、そっか……」

　沙優はハッとしたように頷いて、そしてすぐに、少し照れたように視線をうろうろとさせた。

「なんだよ」

「いや、その」

　沙優はもごもごと、小さな声で言った。

「なんか、会話が新しん婚こんさんみたいだなって」

「はぁ……？」

「じょ、冗じよう談だんだから！　そんな怖こわい顔しないでよ」

　俺が思い切りしかめ面つらをすると、沙優は慌あわてたように手を身体からだの前でぶんぶんと振ふった。

「まあでも、もし作っちゃっても朝とかに食べてくれればいいしさ」

「いや、でも携帯あった方が何かと便利なんじゃないのか」

　俺の言葉に、沙優は首を激しく横に振った。

「いらない、いらない！　ほんとにいらない！」

「遠えん慮りよするなって」

「いや、いらないっていうのもあるし、そもそも私一人じゃ多分契けい約やくできないよ」

　言われてみれば、そうだった。

　高校生は親と一いつ緒しよでなければ携帯の契約はできない、というような決まりがあったような気がする。もっとも、俺は高校生の時に携帯など持っていなかったのでそのあたりは詳くわしくないが。

「まあでも、何かしら連れん絡らく手段は欲しいよなぁ」

　俺は呟つぶやいたが、沙優は頑かたくなに、首を縦に振らない。

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫！」

　また遠えん慮りよ癖ぐせが出ているな。

　沙優を横目に見て、苦笑する。

　困るのは沙優だけでなく、俺もなのだ。

　家に女子高生を置いているという状じよう況きようで、外から一いつ切さい連絡がつかないというのは正直不安だった。何かあったときに連絡できる手段は欲しいところだ。

　携帯電話か。

　どうにかして、手に入れられないものだろうか。

　ぼんやりと考えながら、その日は眠ねむりについた。




　　　＊




「え、それなら普ふ通つうに吉田が二つ目の携帯を契約して、沙優ちゃんに渡わたしとけばいいじゃん」

「あ、そうか」

　次の日の始業前、橋はし本もとに相談すると、あっさりと解決法が得られた。

　そうか、俺の名前で契約すればいいのか。まったくの盲もう点てんだった。

「じゃあ、次の休日にでも、買いに行くかなぁ」

　呟いて、仕事用のＰＣをつける。

　まあ、携帯のことについてはおいおい考えるとして。

　まずは、今日の夜を乗り越こえるのが先だ。

　まだ出勤していない後藤さんのデスクをじっと睨にらみつけて、俺は背中にじとりと汗あせをかいた。
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「え、後ご藤とうさんとご飯ですか」

「ああ……」

　頷うなずくと、三み島しまは箸はしで摑つかんでいた焼き鮭じやけをぽろりと皿の上に落とした。

「あ」

　ぼてっ、という音で我に返ったようで、再び三島が焼き鮭をつまむ。

　三島が食べているのは、さきほど「これ、好きなんですよねぇ」とか言いながら社食で注文した鮭定食だ。焼き鮭に野菜炒いため、汁しる物ものと小さなお新しん香こ、そして白米というシンプルながらに定番を押さえたメニューである。

　対して俺は、「中ちゆう華か麵めん」を注文して食べた。席まで運んで、一口啜すすった時点ですでに少し麵が伸のびていた。あまり美味うまくない。

「え、え、それって、吉よし田だセンパイから誘さそったんですか」

　箸をちょいちょいと振って、三島が訊きいてくる。

「いや、後藤さんの方から」

「えぇぇ……意味わかんな！」

　三島は鮭を一口、齧かじってから。

「意味わかんな!!」

　もう一度言った。

　俺は鼻を鳴らして、首を横に振ってみせる。

「俺だって、意味が分からん」

「意味わかんないのに行くんですか！」

「上司にメシ誘われて断るやつがあるか」

「私、普通に断りますよ」

　俺は麵をずず、と啜って。

「そりゃお前だから許されるんだよ」

「どういうことですかそれ」

　三島が唇くちびるを尖とがらせるが、俺は返事もせずに、もう一口中華麵を啜った。

　見た目が良くて上司からも気に入られている女性社員だからそういうことが許されるのだ、とわざわざ言ってやる必要もないだろう。

　眉まゆを寄せながら、三島は最後のひとかけらの焼き鮭を口の中に放ほうり込んだ。

「ほへ、へっはいははへふほ」

「食いながら喋しやべんな、まじで」

　若い女性がそういうことをするんじゃない。

　数日前の飲みでも思ったが、こいつは物を嚙かみながら喋ることをこの歳としまで誰だれかに注意されてこなかったようだ。普通、親が注意したりするもんなんじゃないのか。親でなくとも、仲の良い友達とか、そのあたりが教えてくれたりするものだと思うのだが。

　最近の若い奴らはそういうことは気にしないのだろうか。わからん。

　ごくりと口の中の食べ物を飲み込んで、三島が言った。

「それ、絶対罠わなですよ」

「なんだよ罠って」

「吉田センパイ騙だまされてるんです、行かない方がいいですって」

「俺を騙してどうすんだ」

　俺の言葉に、三島は「う」と声を出して、上手うまい返し文句を探すように視線を泳がせた。

　適当に言ってやがるな、こいつ。

「と、とにかく」

　三島は、ピッ、と俺に箸を向けて、もう一度言った。

「絶対行かない方がいいですって」

「箸を他人ひとに向けんな」

　彼女は、食事においては全体的に、行ぎよう儀ぎが悪い。




　　　＊




「吉田君、焼いて焼いて」

「あ、はい」

「小お野の坂ざか部長が、『吉田は焼き肉奉ぶ行ぎようだ～』って言ってたよ」

「はは……」

　あのオッサン、都合の良いことを言いやがって。

　あれは小野坂部長が新人の女の子と喋ってばかりで肉を焼かないから、俺が一人で焼き続ける羽目になっただけだ。苦く笑しようしながら、白い皿に盛りつけられた『ネギ塩カルビ』を網あみの上に置いていく。

　向かいの席には、後藤さんが座っていた。

「あー、良い匂におい良い匂い！」

「そっすね……」

　どうも、上手く会話ができない。

　彼女がなぜ、今日俺を夕飯に誘ったのか。そればかりが気になってしまう。

「それ、もう食べられますよ」

「あ、ほんと？　じゃ、もらっちゃおうかなぁ」

　にこにこしながら、後藤さんは肉を取り皿に移した。

　そして、ぱくりとカルビにかじりつく。細長いカルビを一口で食べることはできず、後藤さんはもぐもぐとカルビを半分くらいのところでかみ切るように咀そ嚼しやくした。前歯を使ってかみ切ろうとしているだけに、唇はすぼまる形になり、妙みように色っぽい。

　……いかんいかん、他人が食べているところをまじまじと見るものではない。

　俺は後藤さんから慌てて視線を逸そらして、良い具合に焼けたカルビを自分の取り皿に移した。タレをつけて、一口で肉を頰ほお張ばる。奥歯でぐっと肉を嚙むと、じゅわりと肉にく汁じゆうが口の中にあふれた。

「……んん」

　気まずい食事だというのに、肉は何の変わりもなく美味かった。

　そういえば、沙さ優ゆはあまりガッツリとした肉料理を作らない。鶏とり肉にくは先日三島と居酒屋で飽あきるほど食べたが、豚ぶた肉にくは久しぶりだったな。妙に美味く感じる豚肉をゆっくりと咀嚼する。

　ふと目線を上げると、こちらをじっと見つめる後藤さんと目が合った。どきりとする。

「一口で、食べちゃうんだ」

「え、なんかまずいっすか」

「ううん？　男の人だなぁ、って思って」

　そう言って、後藤さんがくすりと笑った。

　……あぁ。いちいち色っぽいんだよなぁ。勘かん弁べんしてくれ。

「いや、普通に、男っすよ」

　明らかに返事として成り立っていない言葉を吐はいて、俺は恥はずかしさをごまかすように肉をもう１枚頰張った。

「男っすよ」ってなんだよ。見りゃ分かるわそれくらい。

　炭火の熱に当てられているせいもあるかもしれないが、自分の顔の温度が上がっているのを感じた。

「なんか、緊きん張ちようしてる？」

　俺の顔を覗のぞき込むように少し頭を下げて、上うわ目め遣づかい気味に後藤さんが視線を送ってきた。

　俺は苦笑して、答える。

「そりゃ、しますよ」

「どうして？」

「そりゃ……フられた相手に突とつ然ぜんメシに誘われたら、何事かと思うじゃないですか」

「あはは、そういうもの？」

　後藤さんは可笑おかしそうに肩かたを震ふるわせて、カルビにぱくりとかぶりついた。

　俺はまた、彼女からスッと目を逸らす。あれを見てはいけない。

　下手をすれば愚ぐ息そくが立ち上がる。

「じゃあ、緊張ほぐしに、質問のし合いっこなんてどう？」

　カルビを飲み込んで、後藤さんが言った。

「質問のし合いっこ？」

「そう、お互たがいに、三つ質問をするの。訊かれたら、絶対に答える。どう？」

「……何を訊いてもいいんですか」

　俺がそう訊くと、後藤さんはふふ、と鼻を鳴らした。

「何を訊くつもり？」

　ずるいと思う。この人は俺が彼女に訊たずねたいことなどお見通しなのだ。だが、自分からは言わない。あくまで、俺に『訊かせる』つもりだ。

　彼女のそういうところが、すごく苦手で、同時に、すごく魅み力りよく的に俺の目には映った。

　俺が答えに困っていると、後藤さんはくすくすと笑って、箸を軽く振ふった。

「何を訊いてもいいわよ。……多少、エッチなことでも」

「いや、そういうのは、別に」

　俺は首を横に振る。

　噓うそである。めっちゃ訊きたい。それ、何カップなんですか。

「じゃあ、まず一個目！　どうぞ！」

　後藤さんが楽しそうに言って、俺の目をじっと見つめた。

　俺は少し、悩なやんだ。

　正直、「なぜ俺を夕飯に誘ったのか」ということが今一番訊きたい。今すぐにでも、訊きたい。しかし、そう思うのと同じくらい、答えを聞くのが怖こわかった。

　最初から核かく心しんに迫せまる勇気は、俺にはない。

「……なんで、焼き肉なんですか？」

「えー、なにそれ。三つしか質問できないんだよ？」

「いいから、答えてくださいよ」

　焼き肉に行こう、と言い出したのは後藤さんだった。

　正直、驚おどろいたのだ。彼女が男を夕飯に誘って「焼き肉を食べたい」などと言い出すタイプとは到とう底てい思えなかった。

　焼き肉に誘ったこと自体が、何か意味のあることなのでは、と勘かんぐってしまう。

「だって、吉田君だもの」

　あっけらかんと、後藤さんはそう答えた。

　俺は一いつ瞬しゆんぽかんとして、すぐに訊き返す。

「俺だから？」

「そ、吉田君だから」

「どういうことっすか」

「あ、店員さん。ハツお願いします」

　俺の質問を遮さえぎって、後藤さんは通りかかった店員に肉を注文した。

「吉田君は？」

「あ、じゃあタン塩で」

「ハツと、タン塩。あ、あとビール二つおかわりください」

　後藤さんがにこりとして店員に言うと、店員は「かしこまりました」と言いながらハンディ注文機を操作しつつ、ちらりと彼女の胸を見た。分かるぞ。見ちゃうよな。

「それで、なんだっけ」

「ああ……『俺だから』って」

「そうそう！　吉田君だから」

　後藤さんはうんうん、と頷うなずいて自分の目の前のビールグラスを手にもって、まだ半分ほど残っている中身をぐいと呷あおった。

　俺はその様子をきょとんとしながら眺ながめていた。良い飲みっぷりだ。

　数秒で、後藤さんはビールを飲みほして、「ぷは」と息を吐いた。その様子も、なんだか背徳的に見えて、俺は慌あわてて目を逸らす。

「どう？」

「え？」

「半分も一気に飲んじゃった」

「良い飲みっぷりですね？」

　俺が首を傾かたむけながらそう言うと、後藤さんはけらけらと声を出して笑った。

「そういうところ、そういうところがいいの」

「……えっと？」

　何が言いたいのか分からず苦笑を漏もらすと、後藤さんは手をひらひらと振って言った。

「同期とか、上司の前じゃあ、焼き肉食べたりとかビール飲んだりとか、率そつ先せんしてできないの。みんな、私に『お淑しとやかさ』みたいなのを求めてるんだもの」

「ああ……そういう」

　なるほど、そういうことかと合が点てんがいった。

　確かに彼女は見た目も大人っぽく、上司の間でも──当然ながら──非常に人気が高い。はっきり言って、エロい目で見られている。

　そんな彼女が自分から『焼き肉』だの『ビール』だの、オッサンが言い出しそうなことを言い出せる空気ではないというのは、なんとなく分からないでもない。

「それで、どうして俺の前ではＯＫなんですか」

「だって、吉田君はそれで引いちゃったりしないでしょ」

「まあ、焼き肉もビールも美味うまいっすもんね」

「ふふ。カツカレー食べてもなんにも気にしないし」

　後藤さんは少し目を細めて、肩を揺ゆらした。

　そして、頰ほお杖づえをついて、俺を見た。

「だから、吉田君とだけだよ。焼き肉になんて行くの」

「はは、それ喜んでいいんすかね」

「んー、どうだろ。微び妙みようかもね、ふふ」

　後藤さんの鼻からスッと吐き出すような、鼻の奥に少しかかった笑い。

　それが、妙に俺の心をくすぐった。この笑えみに、俺は５年前から、ずっと勝てずにいる。

「じゃあ、次は？　二つ目」

　頰杖をついたまま、後藤さんが催さい促そくしてくる。試ためすような、上目遣い気味の目線。まだ、訊きかないの？　と、挑ちよう発はつしてくるようだった。

　俺は、小さく息を吐く。

「今日は何で俺のこと、誘さそったんですか」

　はっきりと、訊ねた。

「何か、用事があるんですよね」

　彼女の目を見返してそう訊くと、後藤さんはゆっくりと口角を持ち上げた。

　その問いを待っていた、と言わんばかりの余よ裕ゆうだ。

　本当に、こういうところが。俺はぎりりと奥歯を嚙かみ締しめる。

　俺はこの女性が苦手だと思う。だというのに、こんなにも心こころ惹ひかれている。今だって、俺の鼓こ動どうは早はや鐘がねのようにどくどくと高鳴っていた。

　早く、答えが欲しい。

「それはね」

　後藤さんが、ゆっくりと口を開いた。

　俺を人差し指で指して。

　にこりと微笑ほほえみながら。




「吉田君、やっぱり恋こい人びといるでしょう」




　そう言った。

　やけに断定的な物言いに、一瞬ぽかんとしてしまう。

　やっとのことで俺は首を横にブンブンと振って、否定の意を示した。

「いや、ほんとにいませんって」

「噓。信じられない」

「なんでですか！」

　俺が訊き返すと、後藤さんは珍めずらしく言葉に詰つまったように目を泳がせた。

　そして、若じやつ干かん小さな声で言った。

「だ、だっておかしいもの」

「おかしいって？」

　後藤さんは箸はしを置いて、何故なぜか少し背中を丸めて言葉を続ける。

「私、あなたのこと５年も見てたのよ。それで５年間ず──っと、残業も気にせず仕事熱心だったあなたが、突然、突然よ？　定時ぴったりに帰ろうとするようになったわけ」

「だからそれは……」

「いっぱい寝ねたいから？　そんなの信じられるわけないでしょ。そんな理由で定時に帰る人ならずっと前からそうしてるわよ」

　言葉が詰まる。

　以前後藤さんに問い詰められた際に『睡すい眠みん時間を確保したい』と言ったのは、沙優のことをごまかすための急ごしらえの言葉だった。確かにそう言われると、ぐうの音も出ない。

「それで……最近妙みように三島さんと親しげじゃない？」

「……はい？」

「三島さんもほぼ毎日しっかり定時で帰る子だし、あの子吉田君にはものすごく懐なついてるの見てたら分かるし、この前なんて一いつ緒しよに退社してたじゃない？　だからもしかして」

「ちょ、ちょっと待ってください」

　明らかにおかしな方向に話が転がり出しているのを感じて、強ごう引いんに彼女の言葉を止める。

「も、もしかしてですけど」

「なに？」

「俺と三島が付き合ってる……とか思ってないですよね？」

「違ちがうの!?」

「違いますよ!?」

　むしろ、なぜそう思ったのか本当に分からない。いや、理由については先ほどめちゃくちゃ早口で言っていたが、どうもどれもしっくり来ないのだ。

　三島が俺に懐いている？　いや、そんなことはない。

　それに一緒に退社したというのはこの前のサシ飲みの時のことだろうが、本当にあの時一回きりのことだ。一回でそんなことを邪じや推すいされるほど俺と三島が親密な関係に見えるだろうか。

「いいのよ、ごまかさなくても。他ほかの人には言わないし」

「いやいや、本当にないですって」

「……ほ、本当に？」

　後藤さんはおそるおそる、といった様子で訊き返してくる。

「本当ですって。……俺、後藤さんに告白したばっかりなの忘れました？」

　俺がそう言うと、後藤さんは少し顔を赤くして、咳せきばらいをした。

「忘れるわけないでしょ……でも、こう……一応、お断りしてしまったわけだし。その後誰だれとどうなっても、おかしくはないわけで……」

　今日の後藤さんは本当におかしい。妙に挙動不ふ審しんだし、先ほどまでの余裕のある態度とは打って変わって、今は年下を相手しているような気分になる。

「あの」

　俺はビールを一口飲んでから、少し強めの声を発した。

「な、なに？」

　後藤さんがびくっとしたように俺を見る。

　誤解をされたままでは嫌いやなので、はっきりと言っておこうと思った。

「俺……５年間、あなたのこと想おもってたんですよ」

「え？」

「入社してから、今までずっと、あなたに恋こいしてたんです。本気で告白したんです。それでフラれたからって『ハイ次！』ってなると思われてるんなら、少し心外です」

　俺が後藤さんの目をじっと見たままそう言うと、後藤さんはみるみる顔を赤くして、首を横にぶんぶんと振ふった。

「いや、違うの！　吉田君がそんなに不誠実な人だって思ってるわけじゃなくて、ただ」

　後藤さんはそこで言葉を区切って、少しまるまっていた背筋をさらに丸めて、小さな声で呟つぶやいた。

「私なんかより、若い子の方がいいんじゃないかなって……」

「はぁ……」

　思わずため息が漏れた。

「……俺は、今でも後藤さんが好きですよ」

　埒らちが明かないので、はっきりと言ってしまうことにした。一度振られているからか、あまり羞しゆう恥ち心しんのようなものはなかった。

「正直、他の女なんて眼中にないです。……それくらい、俺にとって後藤さんは特別なんです」

　さすがに恥はずかしくなって、少しうつむき気味にそう言った。

　５年だ。

　５年も思い続けた相手を、一度振られたからと言ってそう簡単に諦あきらめられるはずがない。

　数秒経たっても、後藤さんが何も言わないので、視線を上げると、パッと見ただけでもわかるほどに顔を赤くした後藤さんがいた。

「どうしました？」

「あ、いや、何も……」

　後藤さんはハッとしたように首を横に振って、その場をごまかすようにビールを飲んだ。

「じゃ、じゃあ、本当に三島さんとは何もないのね？」

「ないですって」

　と、いうよりも。

　突とつ拍ぴよう子しのない質問に戸と惑まどって、肝かん心じんなところに疑問を抱いだいていなかったが、冷静になるとむくむくと湧わき上がってくる疑問があった。

「なんでそんなこと気にするんです？」

「へ？」

　後藤さんの動きがぴたりと止まった。

「だって振った相手でしょ。言い方悪いですけど、好きでもない男がその後誰と付き合おうが知ったこっちゃないと思うんですけど」

「いや、それは……」

　後藤さんは一いつ瞬しゆん戸惑ったような表情を見せたが、思い出したように目の前の肉を箸でつまんで、頰ほお張ばった。

　反射的に、俺は目を逸そらす。

　後藤さんが咀そ嚼しやくを終えた頃ころに、彼女に視線を戻もどすと、彼女はスンと鼻を鳴らした後に、言った。

「自分を好きって言ってくれた男の子がすぐに他の若い子に盗とられるのはちょっと癪しやくじゃない」

「そ、そういうものですかね……」

「そういうものなの」

　後藤さんは言い切って、ビールをぐいと呷あおった。

　やはり、どうも今日の後藤さんには疑問が残る。しかし、彼女は自分の話したくないことは話さないタチだ。５年も関かかわっていれば嫌でもわかる。

「まあ、とにかく、三島とは何もないし、俺に彼女はいませんよ」

　これ以上このことについて言葉を交かわしても無む駄だだと思ったので、もう一度、きっぱりとそう言う。

　好きな女性の前で「彼女はいない」などと言うのは妙に屈くつ辱じよく的で、誰にというわけでもなく、少し腹が立った。

「そう……それなら、良かったけれど」

　後藤さんは一度咳ばらいをした後、ようやくいつもの落ち着きを取り戻したようにそう言って、頷うなずいた。

「え」

「え？」

「それだけですか？」

「それだけって？」

　俺の質問に、後藤さんは首を傾かしげた。首を傾げたいのはこっちの方だ。

「今日俺を夕食に誘さそったのって、これが訊ききたかったからですか？」

　俺がもう一度訊きなおすと、後藤さんはあっけらかんと首を縦に振った。

「そうだけど……」

「……まじっすか」

　俺は力が抜ぬけたように息を吐はいて、椅い子すにもたれかかった。

「俺はてっきり、もっとこう……重要な用件かと」

「これだって重要じゃない！」

　語気強く言われたのでぎょっとする。

「なんでこんなことが重要なんですか」

　訊くと、後藤さんは一いつ瞬しゆんぎょっとしたような表情をしたが、すぐに咳せき払ばらい一つ、開き直ったように言い放った。

「それは、秘密よ」

「はあ……秘密ですか」

　まったく腑ふに落ちないが、完全に開き直っている相手に何を訊いたところで無駄だろう。

　俺は諦めて、皿に残っている肉を七輪の上に置いていく。

「それで」

　後藤さんは、ようやく自分のペースに戻ったようで、いつもの口調で首を傾げた。

「まだ質問権一回残ってるけど、何か訊く？　それとももうやめる？」

　グラスをテーブルに置いてそう言う後藤さん。

　言外に、「もう聞きたいことは聞けたでしょ」という意味が隠かくしもせずに置いてあった。それに、今までの会話の流れをぶった切ろうとする魂こん胆たんも感じられて、それが妙に腹立たしい。

「……じゃあ」

　もう、酔よった勢いである。いろいろと腑に落ちないもやもや感をぶつけたい、という気持ちもあったかもしれない。

　俺は思い切って訊いてみることにした。

「それ、何カップなんですか」

　後藤さんは、声を出して笑った。

　そして掌てのひらを口の横に添そえて内ない緒しよ話ばなしをするようなポーズをとる。小さな声で、言った。




「……Ｉカップだよ」




　Ｉカップって、何カップだ？

　俺は指折り、数える。

　それを見て、後藤さんがまた、くすくすと笑った。
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　電車に揺ゆられながら、ぼーっと窓の外を眺ながめている。

　怒ど濤とうの焼き肉だった。

　あの後は後藤さんの質問タイムとなり、散々、三島について訊かれた。付き合っていないにしても気になったりはしていないのか、好きになってしまうのではないのか、などなど。

　どうも、食い下がって訊くと三島と急に距きよ離りが近づいたのを感じて、焦あせって俺を食事に誘ったということらしかった。

　その経緯いきさつだけを聞くと、後藤さんも妙みように可愛かわいらしいところがあるのだなぁと思う。

　俺は、三島はただの後こう輩はいだ、と何度も言った。数えきれないほど、言った。

　酔いがほどほどに回っていたせいもあってか、後藤さんはやたらと三島について食い下がってきた。本当は若い子のほうがいいんじゃないの、だとか。三島ちゃんもスタイルいいよね、ああいうのが好きなんじゃないの、だとか。とにかく、うるさかった。

　三島については「真ま面じ目めに働いてくれ」という感想しか持っていない。

　そんな勘かん違ちがいをされるとは微み塵じんも思っていなかった。

　しかし。

　俺はふうと息を吐く。やはり、腑に落ちない。

　後藤さんは俺を振ふったのだ。本気の告白をつい最近、断られたのだ。

　だというのに、何故なぜか後藤さんは俺が三島とどうにかなることを気にしている。

　いや、確かに彼女の言った通り、つい最近自分に告白してきたはずの男性が自分よりも若い女性に流れるのは癪に障さわるのかもしれない。しかし、今日の後藤さんの様子からは、どうもそれだけとは思えない必死さが漂ただよっていたように思う。

　ふと、以前橋はし本もとに言われた言葉を思い出す。

『案外脈アリなんじゃないかなぁと思うけどな、僕は』

『振られてからが本番だって』

　もしかして、もしかするのだろうか。

　先ほどの後藤さんの様子も、俺に気があるのだとするといろいろと納なつ得とくがいく。

　しかし、相手はあの後藤さんだ。俺に告白されて、なかった脈が急に出現するような簡単なタイプにも思えない。

　舞まい上がりかけた心が一気に消しよう沈ちんしていく。

　電車に乗っている間中、ああでもないこうでもないと考え続けて、どんどんと疲ひ弊へいした。

　家に帰るころには、後藤さんのことをぐるぐると考えながらももう彼女のことは考えたくないような気分になっていた。

「ただいま」

「お！」

　鍵かぎを開けて、家に入ると、居室にいた沙優がぴょこんと飛び跳はねるように立ち上がって、こちらへ歩いてきた。

「おかえり……どしたのその顔」

「え」

「楽しくなかったの」

　沙優が俺の顔を覗のぞき込んだ。

「いや、楽しかったけど」

「えー、そういう顔してない。なんか嫌いやなこと言われた？」

「別に」

　俺はスーツのジャケットを脱ぬぎながら、沙優の横を通って、居室にずんずんと入って行った。

　なぜ、こう、こいつは人の顔色に敏びん感かんなのだろうか。

「ねえ、吉田さん」

「なんだよ」

　振り返ると、沙優が両りよう腕うでをこちらにぐいと伸のばして立っていた。

「ハグしてあげよっか」

「は？」

　俺が顔をしかめると、沙優がポーズを変えずにずいと身体からだを近づけてくる。

「なんかよく分かんないけど、ＪＫをハグすればいい気分になるんじゃないかな」

「ならねえよ、馬ば鹿かか」

「えい」

　俺の反論もよそに、沙優はひしと俺に抱だきついてきた。

　ぐいぐいと、頭を押し付けてくる。

　何がしたいんだ、こいつは。と、苦く笑しようしながらも。

　なんとなく、励はげまそうとしてくれているのは分かった。

「もういいから」

　沙優の肩かたをぽんぽんと叩たたくと、沙優が顔を上げた。

「元気出た？」

「出た出た」

「まじか！　単純だなー、吉田さん」

「うるせぇな」

　にへらと笑う沙優を引きはがして、寝ね間ま着きを取り出す。

「ちょいちょい！」

　シャツのボタンをはずそうとしたところで、沙優が声をかけてくる。

「タバコ臭くさすぎてやばいから、そのままお風ふ呂ろ！」

「え、汲くんであんのか」

「なんとなくそろそろ帰ってくる気がしてたから汲んどいた！」

「なんだお前、すげえな」

　沙優はしたり顔でブイサインを作ってから、風呂場の方を指さした。

「身体洗って、浴よく槽そう浸つかってさ。つまんないことは忘れちゃいなよ」

　その言葉に、俺は少し胸が温かくなった。

　押し付けてこない、投げっぱなしの優やさしさ。そういったものが、その言葉には含ふくまれていた。

「おう、そうするわ」

　俺が頷うなずくと、沙優は満足したように居室に戻もどって来て、ぺたりと床ゆかに座った。

　そして、早く行けと言わんばかりに顎あごをくいと居室の外に向ける。

「へいへい」

　替かえの下着と寝間着を持って、脱だつ衣い所へ向かう。

　服を脱ぎながら、小さく息を吐はいた。

　今日ばかりは、沙優がいて良かったと思う。一人で帰宅したなら、寝るまでひたすらに後藤さんのことがぐるぐると脳内を回って、苦しかったかもしれない。

「はぁ……なっさけねぇ」

　呟つぶやいて、苦笑した。

　俺はたびたび、沙優に精神を支えられているのだと再び思い知ってしまった。

「大の大人がよぉ……」

　シャワーで身体の汗あせを流してから、浴槽に浸かった。

　そういえば、あいつは先に風呂に入ったのだろうか。

　なんとなく、そんなことを考えて、浴槽のお湯を見る。

「いや、どうでもいいだろそんなの」

　一人つぶやいて、肩まで湯に入る。

　気付けば、さっきまでの後藤さんについてぐるぐる回る思考は、止まっていた。

　そして、若じやつ干かん、もやもやとした気持ちが胸に浮うかんでくる。

　俺は憧あこがれの後藤さんと飯を食い、まあ腑ふに落ちないことが多かったとはいえ、それなりに楽しんで帰ってきた。

　だが沙優は、おそらく俺のことを心配してくれていた。風呂の準備をして、俺を励ます言葉や仕草まで、もしかしたら事前に用意していたのかもしれない。

　俺はあいつの保護者のはずだというのに、今日はむしろあいつにまるっきり世話になってしまったのではないか。

　これではまるで……。

「……いやいや、何考えてんだ、俺」

　まるで。

　妻がいるのに他ほかの女と遊んできた男のような気分だ、と少しだけ考えて、すぐに頭を振った。

　酒が回って、思考がおかしくなっている。あいつはどうあっても高校生だし、俺の奥さんでもなんでもない。変な罪悪感を覚える必要もない。

　ただ、もう少ししっかりしないといけないのは事実だと思った。

「高校生に気き遣づかわれてるようじゃ……保護者ヅラもできねぇな」

　浴槽の湯を手ですくって、ばしゃりと顔を洗った。
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「ケースとかって、可愛かわいいやつの方がいいのかね」

「いや、僕に訊きかれても」

　休日。

　橋はし本もとを捕つかまえて携けい帯たいショップに来ていた。

　俺の名義を使ってもう一台スマートフォンを買い、インターネットなども十分にできるようなプランで契けい約やくをした。

　今は、携帯にとりつける『ケース』で悩なやんでいた。

「キラキラしたやつとか、好きな感じ？」

「いや、そういうものを身に着けてる様子は……というかあいつ服も制服しか持ってなかったしな。趣しゆ味みがいまいちわからん」

　俺の答えに橋本は苦笑した。

「同居人のこと、あんまり知らないんだね」

「いや、ファッションの趣味とかまでわざわざ訊かねえだろ」

「そういうもの？」

　家にいるときは常に灰色のスウェット姿だしなぁ。

　前に使っていた携帯というのも千葉の海に沈しずんでいるということで役に立たない。

「というか、そんなに悩むなら最初から聞いてくればよかったじゃん」

「いや、だってあいつ携帯買うとか言ったら絶対遠えん慮りよするからなぁ」

　こちらで買ってしまって、突とつ然ぜん渡わたした方が良いと思った。買ってしまったものに対して、遠慮も何もない。お金は払はらってしまっているのだから、使った方が良いに決まっているのだ。

　橋本は横目で俺を見て、失しつ笑しようした。

「なんだよ」

「いや、吉よし田だ、結構沙さ優ゆちゃんのこと気に入ってるんだなって思って」

「はぁ……？」

　俺が顔をしかめると、橋本は壁かべに吊つり下がっている携帯ケースに目をやりながら続ける。

「だって、連れん絡らく用に携帯買ってやるだけなら、デザインとかどうでもいいでしょ」

「いやいや、女子高生だぞ。デザインとか気にするんじゃねえの」

「だからさ。それってつまり」

　橋本はふっと笑って、ゆっくりと言った。

「沙優ちゃんのこと、喜ばせたいって気持ちがあるってことでしょ」

　言葉に詰つまった。

　いや、そんなつもりは微み塵じんもない。ないのだが、なぜかその言葉に対して返す言葉が見当たらなかった。

　心の奥底には、そういうふうに思っている自分がいるのかもしれない。

「まあ、無難なところなら、白とか、黒とかだよね」

「はずれない選せん択たくって感じだな」

「はずれないのって大事だと思うよ」

　言われて、白いケースをじっと見る。

　沙優が持っているところを想像すると、確かに白は違い和わ感かんがなかった。

「白にするか」

　呟いて、俺は白のケースをレジへと持って行った。

　会計を済ませて、レジから少し離はなれたところで待っていた橋本と目が合う。

「吉田さ」

　俺の目をじっと見て、橋本が口を開いた。

「本当に、沙優ちゃんとの付き合い方、考えたほうがいいと思うよ」

　その口調には、俺に対する気遣いのようなあたたかなものと、釘くぎをさすような冷たさが同居していた。

「懐なつかれたり、さらに言えば、惚ほれられたりしたら、困るでしょ」

「……まあ、それは、そうだな」

　俺も頷いて、二人並んで店を出る。

「それに、吉田が沙優ちゃんに惚れちゃう可能性だってあるわけで」

「ねぇな。俺は巨きよ乳にゆうのお姉さん以外は無理だ」

「それは性的嗜し好こうの話だろ」

　橋本はにこりと笑って言った。

「僕は嫁よめさんを愛してるけど、嫁さんじゃシコれないよ」

「なんだそれ」

　俺が苦笑すると、橋本はあっけらかんと続けた。

「つまり、惚れるのと自分の好みは別物って話。気を付けたほうがいい」

「いや、マジで俺はお姉さん以外に興味ねえから」

「それならいいんだけどさ」

　橋本はけらけらと笑って、少し歩くペースを早めた。

　俺も隣となりに並んで、ペースを合わせて歩く。

「付き合わせて悪かったな。なんかメシ奢おごるよ」

「それならラーメンが食べたいな。家にいると体にいいご飯ばっかり出てくるからさ」

「さりげなく惚のろ気けんなよ。ＯＫ、ラーメンな」

　俺が苦く笑しようしつつ首を縦に振ふると、橋本は「愚ぐ痴ちなんだけどなぁ」とつぶやいて、にやりと笑った。
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「ほら、やるよ」

　紙かみ袋ぶくろをぶんと投げて寄よ越こすと、沙優は慌あわててそれをキャッチした。

「うわっ……な、なにこれ」

「開けてみ」

　おそるおそる中身をごそごそとやって、出てきた箱を見て沙優は目を丸くした。

「えっ、これ」

「携帯」

「どうしたのこれ！」

「買った」

　沙優は携帯の箱と俺を交こう互ごに見て、首を傾かしげた。

「吉田さんが使うやつ？」

「馬ば鹿かか、お前のに決まってんだろ」

「なんで!?」

「連絡つかないと困るんだよ！」

　沙優はなんとも言えない表情で紙袋を見た。

「……高くなかった？」

「大だい丈じよう夫ぶだ。俺、結構稼かせいでるんだぞ」

「……ほんとにもらっていいの？」

「そのために買って来たんだぞ」

　俺が言うと、沙優はこくりと頷うなずいて、少しだけ口角を上げた。

「びっくりした。なんか、吉田さんが休日に『買い物行く』とか言い出すの珍めずらしいから、ちょっと変だなとは思ってたけど」

　ぽりぽりと頭を搔かいて、沙優は視線を泳がせる。

「そっかぁ、私のためだったかぁ……」

　沙優はそう言って、今度はいつもの『にへら』とした笑みを浮うかべた。

「もしかして吉田さんって結構私のこと好きなのでは」

「調子乗んな。連絡用だ、連絡用」

「まあ、それはそうだよねぇ」

　かりかりと箱の蓋ふたについたシールをはがしながら、沙優は頷いた。

　そして、蓋をあけ、中を取り出す。

「うわ、最新のやつだ」

「そうなのか？　なんかすごそうだったから買ってきた」

「なにそれ、ウケる」

　沙優はけらけらと笑ってから、俺をじっと見た。

「吉田さん、ありがと」

「おう」

　俺は少し照れくさくなり、彼女から目を逸そらす。買ったものを喜んでもらえるのは、素す直なおに嬉うれしいと思った。

「あ、ケースまで入ってる」

　紙袋の中のもう一つの箱に気付いて、沙優はそれを取り出した。

「白だ！」

「それで良かったか？」

　俺が訊たずねると、沙優はぶんぶんと首を縦に振った。

「私、白好き」

「そうか、なら良かった」

「吉田さんいいセンスしてんじゃん」

　謎なぞの上から目線でそう言って、沙優はにこにことしながらケースを取り出した。そして、新品のスマートフォンにかぽりとはめる。

「じゃん！」

「良かったな」

「ほんとありがとね」

　沙優は無む邪じや気きに笑って、携けい帯たいの電源ボタンをぽちと押した。

　そうだ。子供が大人に遠慮などするものではない。与あたえられるものに対して遠慮などせずに、「ありがとう」と一言返してくれれば、それだけでこちらは満足なのだ。

　そこまで考えて、俺は独りで失笑する。

　まるで保護者だ。いや、実際この立場は保護者とまったく変わりないのだろうが、素す性じようの知れない女子高生に対して親のような感情を持ってしまっているのはどうかと思う。

　しかし。

　昼間の橋本の言葉を思い返す。

『それに、吉田が沙優ちゃんに惚れちゃう可能性だってあるわけで』

　思い返して、馬ば鹿か馬鹿しくなった。

　絶対に、そんな感情が芽生えるはずがない。俺から見たらこいつは『女』である以前に『子供』だった。

「あ、吉田さん」

「なんだよ」

「連絡先交こう換かんしよ」

　つつ、と近寄ってきた沙優が携帯の画面を俺に見せてくる。

　起動してすぐに流行しているメッセージアプリをダウンロードしたようで、すでに見慣れたアプリ画面が表示されていた。

「お前、よくそんなすぐに何がどこにあるのか分かるな」

「へへ、ＪＫですから」

　やはり若者の方が順応力は高いということか。俺は携帯を買い替かえるたびに、どの機能がどこにあるのか把は握あくできずに四苦八苦してしまうのだが。

　俺も同じメッセージアプリを起動して、自分のＩＤを沙優に見せた。

　最近は仕事の上司ですらこういったアプリを使って連絡を寄越してくることがある。たびたび、重要なメッセージもこれで送られてくることがあるので、「大事なことはメールで寄越せ」と上司に対して苦言を呈ていしていたりして。

　しかし、確かにこのツールは便利だ。リアルタイムでメッセージを確かく認にんできるし、通話も、通話料金とは別べつ枠わくでできてしまうというのだから、流行するのも頷ける。

「はい、登録した！」

　沙優がにこりと笑った。

　自分の画面を見ると、『友だち』の欄らんに〝さゆです〟というアカウント名が表示されていた。

「お前、もうちょっと捻ひねれよ」

「吉田さんだって〝yoshida-man〟じゃん。なに、マンって」

「うるせえな、適当につけたんだよ」

　橋本に『メールで連れん絡らくとるのが面めん倒どうだから』と無理やり始めさせられて、適当につけた名前がそれだったのだ。

　沙優はけらけらと笑って、すぐに自分の携帯をぎゅっと抱だきしめるように胸に当てた。

「へへ」

　沙優はにへらと笑ってこちらを見た。

「なんだよ、気持ち悪ぃ」

「ほら」

　沙優はもう一度画面をこちらにぐいと見せてきた。

『友だち』の欄には、〝yoshida-man〟とだけ表示されている。

「私の友達、吉田さんだけだってさ」

「いや、そりゃアプリの中の話だろ」

　くすくすと笑って、沙優は目を細めるようにして言った。

「吉田さん専用だね」

　その声は俺の鼓こ膜まくを粘ねん着ちやく質しつに揺ゆらした。

　彼女の顔に浮かぶ笑えみが、妙みように艶あでやかに見える。ぞくりと背筋に鳥とり肌はだが立つような感覚に、俺は彼女から慌てて目を逸らした。

「ば、バイトとか始めたら、その時にはもっと増えるだろ……」

「ああ、そうかも」

　沙優は普ふ段だんのあっけらかんとした様子に戻もどって、にこりと笑った。

「まあとりあえずこれで連絡はいつでもとれるようになったね」

「そうだな」

「帰り遅おそくなる時と、ごはんいらないときは言ってね」

「わかった」

　沙優は嬉しそうに鼻歌を歌いながら、居室に戻ってゆく。すとんと床ゆかに座り込んで、携帯をぽちぽちといじり始めた。

　俺は小さくため息をついて、洗面所へ向かう。手を石せつ鹼けんで洗って、ついでに顔も洗った。

　なんだったのだろう、さっきのは。

　妙に色っぽく見える笑顔、そして、こちらの思考を鈍にぶらせるようなねっとりとした声こわ色いろ。

　相手は子供だというのに、心臓をぎゅっと摑つかまれるような、妙な迫はく力りよくにじとりと汗あせをかいた。

　沙優の『にへら』とした締しまらない笑顔は見慣れたものだった。むしろ、ああいう笑顔が可愛かわいいとさえ、少しだけ思っていたのだ。

　しかし今日の彼女の笑顔は今までに見たこともないような、何かの『意図』を感じるものだった。

　もう一度、ばしゃりと顔を水で濡ぬらして、ふぅと息を吐はく。

「やっぱ女子高生分かんねぇわ……」

　そう呟つぶやく俺の頭の中では、今でも、先刻彼女が見せた妖よう艶えんな笑顔がぐるぐると回想され続けていた。
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「じゃ、行ってくるわ」

「うん、行ってらっしゃい」

　軽く手を挙げて、吉よし田ださんが玄げん関かんから出ていくのを見送った。

　彼が家を出て扉とびらが閉まると、急に部屋が静かになったような気がする。

「……よし」

　小さく呟いて、玄関から居室へと戻り、私はまずテーブルの上に置かれた、朝食を食べるのに使った食器を重ねてシンクへと持って行く。

　朝食後の皿洗い。

　吉田さんが出社して最初の仕事は、いつもこれだ。

　水が手に触ふれるとだんだんと思考がクリアになっていく感じがするし、お皿がカチャカチャとなる音は、一人の寂さびしさを紛まぎらわせてくれる。

　手早く皿を洗って、乾かん燥そうスペースはないので、すぐに水すい滴てきを拭ふきとっていく。

　そうこうしているうちに、10分ほど経過している。

　ここから最も寄より駅までは10分とちょっと歩くくらいの距きよ離りだ。吉田さんはもう、電車に乗っただろうか。

　そんなことを考えて、すぐに可笑おかしくなった。

「電車に乗ってたらなんだっていうんだろね」

　どれだけ独り言を言っても、聞いている人はいないし、返事をする人はいない。吉田さんがいない間は、私の独り言はかなり増える。

　そして、独り言を言うたびに、寂しさが増すのだ。

　そういえば、吉田さんもよく独り言を言う。しかも、あれはきっと無自覚だ。ときどき、心で思っていることがそのまま口に出ていることがあって、見ていて面おも白しろい。

「あ」

　拭いた皿を食器棚だなに戻しながら、私は小さく声を上げてしまう。

　まただ。

「また吉田さんのこと考えてたな」

　小さく呟いて、鼻から息が漏もれた。

　今まで、いろいろな男性の家を渡わたり歩いて来た。当然だけれど、十人出会えば十人みんな違ちがう特とく徴ちようを持っているわけで、まったく同じような人間なんていない。それでも、今まで間借りさせてもらっていた男性たちには共通した点があった。

　それは、「自分のために」私を家に置いてくれた、というところだ。それは至し極ごく普ふ通つうのことだと思う。自分にメリットがないのに他人に無条件で優やさしくする人など、きっといない。

　今までの男性は、皆みな、私に〝触れた〟。

　当然だ。それを交換材料として、家に泊とめてくれるように交こう渉しようしていたのだから。

　彼らは私という社会的爆ばく弾だんを家に招き入れる代わりに、〝女子高生〟という私のステータスを十分に満まん喫きつしたのだ。

　本当に、それはごくごく、普通のことだったと思う。

　むしろ、不思議なのは、吉田さんだ。

　彼は本当に、不思議な人だと思う。

　吉田さんに「ガキに興味はない」と言われた時、正直に言って、「そんなこと言っても数日後にはどうにかなるんでしょ」と思っていた。

　しかし、そんなことはまったくなかった。

　むしろ、本気の説教を私に食くらわせた上に、家事をやってくれなどというあまりにも適当な条件で、私のことを家に置いてくれている。

　分からなかった。

　私をここに置くことで、彼になんのメリットがあるというのだろうか。

　家事なんて、特別私がやる必要などないと思う。いや、「私でないとできないわけではない」という方が正しいか。

　現に、今まで彼は一人で暮らしてきて、まあ見たところ自じ炊すいは全然していなかったようだけれど、それでもそれなりに上手うまくやりくりしてきていたのだろう。

　突とつ然ぜんやってきた『女子高生』にやらせたいことが『家事だけ』というのは納なつ得とくがいかなかった。

　私は年ねん齢れい的にはピチピチの女子高生なのだ。それに、自分で言うのもどうかと思うけれど、容姿はかなり良い方だと思う。自画自賛とかではなくて、客観的に見て、そう思う。

　いくら年下には興味がないと言っても、少しくらいは。

「少しくらいは……そういう気分になるものなんじゃないの……？」

　口に出すと、妙にもやもやとした気分になった。

　吉田さんは優しい。

　そんなことは、数日一いつ緒しよに生活しただけで嫌いやでも分かった。私はものすごく幸運だったのだ。それは紛まぎれもない事実だ。

　でも、それだけではやはり納得ができない。

　今まで必ず『求められた』ことを、吉田さんは一いつ切さい要求してこない。

　そのことが、妙に不安に感じるのだ。

「なんでだろ」

　分からなかった。

　今まで感じたこともない不安だった。

　吉田さんがいない昼間に寂しさを感じるのも、変だった。

　今まで渡り歩いてきた家では、家主がいない時間の方が安心できる時間だった。期待に応こたえなくてもいい、自由に過ごせる時間だった。

　ただ、今は違う。

　吉田さんがいない時間はものすごく長く感じた。家事などすぐに終わってしまう。

　吉田さんが買ってくれた漫まん画がや本も、随ずい分ぶんゆっくりと読んだけれど、それでも数日で読破してしまった。本を読んでいる間、内容よりも、私のために吉田さんが買ってくれた本だということが嬉うれしくて上じよう機き嫌げんになった。今までだって、誰だれかから何かをもらったことは何度もある。ネックレスだとか、下着だとか、漫画や本とは比べ物にならないほど高い物をもらったこともある。でも、そのどれよりも吉田さんからもらったこれらの方が嬉しかった。

　自分でも何が起こっているのか分からない。

　吉田さんと過ごす時間は、本当に安心できるのだ。

　そして、安心できすぎて、こわくなるのだ。

　なぜ私はこんなに幸せな環かん境きように置いてもらえているのだろうか。私は、吉田さんにどんなメリットを提供しているのだろうか。まったく分からない。

　この得体のしれない不安感に取りつかれながら、毎日生きている。

　いっそのこと、手を出してくれた方が楽だと思った。

　分かりやすい形で私を必要としてくれたほうが、よっぽどいい。それに、吉田さんになら触れられてもいいと思っている自分もいた。なぜそう思うのかは分からない。

　ただ、それは無理だ。

　吉田さんは、私をそういった対象として見ていない。やせ我が慢まんなどではないのだ。本当に、微み塵じんも私に何かをする気はないのだ。

「はぁ……」

　何もかもが、初めてだった。ここに来てから、戸と惑まどってばかりだ。

　安心するのに、不安になって。不安になるのに、心が温かくて。

　自分の感情がどこか他人ひと事ごとのように感じられて、ずっと地に足がついていない気がする。

　絞しぼった台だい布ぶ巾きんでテーブルの上を拭きながら、ため息が漏れた。

「私はいつまでここにいられるのかな」

　呟いて、私は居室にぺたりと座った。

　今までの男性たちのように、吉田さんも、都合が悪くなれば私を追い出すのだろうか。

　そう、たとえば……。

　恋こい人びとが、できるとか。

　そう考えた途と端たんに、心臓がぎゅっと摑まれるような感覚に苛さいなまれた。

「あんなに優しいんだもんね」

　むしろなぜいま彼に恋人がいないのか、女性目線から見ても不思議で仕方がない。

　後ご藤とうさんとやらに振ふられて彼はそれを引きずっているようだけれど、それでもこの前は女性社員と飲みに行って帰ってきたし、周りに女性はいるのだろう。

　そう考えたら、彼の傷心に付け込んで言い寄ってきたとしてもおかしくはない。

　そしてもし、吉田さんが誰かと男女交際をするようになったとしたら、確実に私に居場所はなくなる。

　高校生のカップルですら、相手の家に遊びに行くというようなことはよくしている印象があった。大人同士のカップルで、しかも男性側が一人暮らしともなれば、当然、家に招く流れになるだろう。

　そうなれば、私を置いておくスペースなどあるはずがない。恋人と別居なのに、見知らぬ女子高生とは常に一つ屋根の下、などという状じよう況きようは普通の交際としては破は綻たんしている。

「はは、恋人できたら、さすがに出てくしかないよね」

　乾かわいた笑いが漏れる。

　そして、マイナス思考は連れん鎖さして、余計なことを考えてしまった。

「もし……」

　もし、吉田さんに恋人ができたら。

　吉田さんは、その女性のことを……抱だくのだろうか。

　考えた瞬しゆん間かんに、全身に鳥とり肌はだが立った。

「……洗せん濯たく物もの、回さないと」

　立ち上がって、洗濯機の方へと向かう。しかし、すぐに数秒前の妄もう想そうが頭にちらついて、内臓がぎゅっと縮まるような気分になる。

　吉田さんが、知らない女性を抱いている。

　その光景を想像したら、なぜだか、ものすごく嫌な気持ちになるのだ。

　別に、私には関係ないはずだ。

　吉田さんのような優しくて、かつ人間も出来ている男性に恋人ができるのはごく普通のことだし、恋人になればそういうことがあるのも普通だ。

　だというのに、想像すれば想像するほど、とても不快だった。

「ああ……」

　私は洗濯機にたどり着く前に、廊ろう下かでへたり込んだ。

「なんなのこれ……」

　吉田さんの家で、一人でいる時間は、本当につらい。

　今まで味わったことのない、孤こ独どくと、マイナス思考の渦うずに吞のまれそうになる。

「吉田さん……早く帰って来て」

　まだ出ていったばかりのその人の名前を、すがるように口ずさんだ。
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「お前、またわざとか？　いい加減ぶっ飛ばすぞ」

「いや……違うんですよ、今回は普通にミスっちゃって……」

「余計タチ悪いんだよ」

「いや……違うんですよ、一昨日おとといの夜にＤＶＤ借りすぎちゃって、朝まで見てて、それでそのまま出社したので……」

　机をバンと叩たたくと、三み島しまの肩かたが揺ゆれた。隣となりの橋はし本もとも茶化すように「おうおう」と声を上げる。

「言い訳はいいんだよ、今日中に直せんのか？」

「直します、直しますから」

「じゃあさっさと作業に……」

　三島を睨にらみつけてやろうと視線を上げたのと同時に、三島の背後から近づいてくる上司の存在に気付いてしまった。

　小お田だ切ぎり課長だ。

　一気に、嫌な予感がしてきた。

　小田切課長が俺たちの部署にやってくるときは、大たい抵てい面めん倒どうごとを持ってくる時だ。しかも、小田切課長の視線はなぜか俺に向いていた。

「ちょっと、いいかい」

　嫌な予感は的中し、小田切課長は俺のデスクまでやってきて、俺に声をかけた。

「はい、なんでしょう」

　俺も背筋を伸のばして小田切課長に向かい合う。

「急で悪いんだけどさ」

　小田切課長は顎あごの髭ひげをじょりじょりと搔かいた後に、言った。

「２週間くらい、出張に行ってほしいんだよね。僕と一緒に」

「へ？　出張ですか。場所は？」

「岐阜にある支社に行くんだけど」

「ぎ、岐阜っすか……」

　正直に言って、今は家を離はなれたくない。沙さ優ゆがいるからだ。

　２週間も保護者不在はどう考えてもまずい。

　俺は精せい一いつ杯ぱいの『申し訳なさそうな顔』を作った。

「ちょっと……きついかもしれないっす……」

　俺の返答に、小田切課長は目を丸くした。

「あれ、珍めずらしいね。吉よし田だ君が出張断るなんて。いつも二つ返事じゃないか」

「いや、まあ……はは……」

　家に女子高生を匿かくまっているから無理です、とは言えない。渇かわいた笑いが漏もれる。

　そうだ、ここは橋本に代わりに行ってもらえば……。思い立って隣の席を見ると、ついさっきまでいた橋本の姿が忽こつ然ぜんと消えていた。

　あいつ……トイレ行きやがったな……。

　逃にげ足の速さは会社一だった。

　まあしかし、橋本だって奥さんが家にいるわけで、何週間も家はあけたくないよなぁ。

「あ、三島は？　三島はどうですかね」

「ほえ？」

　急に俺が三島を指さしたので、三島は間ま抜ぬけな声を上げる。彼女はやればできる社員だし、彼氏もいないという話だったから、好都合なのではないか。

　小田切課長の方を見るが、彼は首を横に振った。

「今回行く支社には社宅がなくてね。宿をとらないといけないんだよ。でも出張ごときで２部屋もとれないでしょ。女性と一いつ緒しよじゃ１部屋ってわけにもいかないし」

「え、１部屋じゃダメなんですか？　小田切課長奥さんいるし、変なことも起こらないでしょ」

　俺が言うと、小田切課長は複雑な表情をして、「まあ、そうだけども」と口ごもった。

「な、お前もいいよな？」

　三島の顔を覗のぞき込んで、ぎょっとした。

「え、嫌いやですよ……」

　ものすごい顔をしていた。

　いや、嫌なのは分からないでもないけど、もうちょっと……こう、あるだろ。その顔はやべえよ。

　小田切課長もその顔をちらりと見て、首を横に何度も振った。

「やっぱり三島君はダメだよ。男性じゃないと。な、頼たのむよ吉田君。君しか頼たよるアテがないんだ。君、独身だしさ」

　余計な一言が胸に刺ささった。まあ、妻子持ちを出張に行かせるのは顰ひん蹙しゆくを買いかねないというのはよく分かる。

「何か、行けない理由でもあるのかい。理由次し第だいでは諦あきらめるけどさ」

　一番、きつい質問が来てしまった。

　どう答えたものか必死で考える。今回ばかりは、正直に事情を説明することはできない。

　俺が必死で言葉を選んでいる時に、救世主は現れた。

「小田切さァん……本人嫌がってるじゃないっすかァ～……」

　小田切課長の後ろからふらふらと歩いてきた男性社員がふざけた口調で彼の隣に並んだ。少し離れたところのデスクで作業をしている遠えん藤どうだった。

「出張だったら俺が行くって。俺も独身だし、超ちよう暇ひまだし。な？　それでいいだろ」

「上司にタメ口を利きくんじゃない」

「俺と行くのは嫌っすか？　課長ともあろう方が仕事に私情を挟はさむのはどうかと思いますけどねェ……」

　ねちっこい口調で遠藤がまくし立てる。小田切課長は露ろ骨こつに嫌そうな顔をしながら遠藤を一いち瞥べつした。

「２週間ちゃんと仕事できるのかい」

「仕事はちゃんとしますよ。仕事以外の時間は好きにさせてもらいますけどね」

　遠藤が眉まゆを上げてそう答えると、小田切課長は溜ため息一つ、首を縦に振ふった。

「分かった。じゃあ遠藤に頼むとするよ」

「じゃ、そういうことで」

　遠藤はへらへらと笑って、立ち去る小田切課長の背中を見送った。そして、俺に視線を移して、にやりと笑った。

「吉田ァ、お前、後ご藤とう専務一筋じゃなかったのかよ」

「何の話だよ」

　遠藤はわざとらしく俺に肩を寄せて、小声で言った。

「女だろ？」

「は？」

「女ができたから、出張行きたくないんだろ。違ちがうか？」

　遠藤の言葉に、愕がく然ぜんとした。そういうふうに解かい釈しやくされていたのか。

　しかし、完全に「違う」とも言い切れないところが歯がゆかった。別に恋こい人びとができたわけではないが、家に『要保護者』の女の子が居座っているわけなのだから、「女」が理由だと言われても間違いではないのかもしれない。

「吉田センパイ……」

　一部始終を隣で見ていた三島が、じとりとした視線を送ってくる。

「彼女いたんですか……」

「いや、いないって」

「噓うそつくなって、今までホイホイ出張行ってたやつが渋しぶりだしたっつったら女以外ねえだろ」

「んなことないだろ。他ほかにも出張行けない理由くらい……」

　言おうとして、言葉に詰つまった。

　俺が出張を断るそれらしい理由が、まったく見当たらない。

　俺の表情を見て遠藤がにんまりと笑って、肩にぽんと手を置いてくる。

「ま、ここで喋しやべってるとキレられるからな。食堂行こうぜ」

　遠藤はそう言って、壁かべにかかった時計を指さした。見ると、13時を回っている。昼休きゆう憩けいをとるにはちょうどいい時間だった。

「……昼、行ってきます」

　溜め息をついて、少し大きめの声で宣言すると、近くの席の同どう僚りようが気のない声で「行ってらっしゃい」と言った。

　横目で橋本の席を見るが、まだ彼は戻もどってきていない。

　一人だけ課長からとんずらした罰ばつだ。今日は一人で飯を食え。




　　　＊




「この麵めん、もうちょいなんとかなんねえのかな。糸こんにゃくのほうがまだコシがある」

　遠藤はうんざりとした表情を浮うかべながら、食堂の中ちゆう華か麵めんを啜すすった。

「だんだん、家か畜ちくの餌えさ食ってるみたいな気分になってくるんだよな。どうせならメニュー名も変えてほしいくらいだぜ。『家畜の餌セット』つってな。そしたら、名前が面おも白しれぇってんで頼む気にもなるだろ」

「そんなこと言って、お前はいつもそれしか食わないだろうが」

　遠藤が強ごう引いんに連れてきた同僚の小こ池いけが、彼の隣で炒チヤー飯ハンを食べている。遠藤と小池は仲がいい。客観的に見て、性格のタイプは真逆にも見える二人だが、それが逆に二人の関係性のバランスを保っているようだった。

「で？」

　小池と小言を言い合っていた遠藤が急に、俺の方に向き直った。

「付き合ってんのか？　もしかして、後藤専務と上手うまく行ったとかそういうことじゃねえだろうな」

「だから、違うっての」

　俺が両手をひらひらと振ると、遠藤は疑わしげな視線を向けてくる。

　じっとりとした視線を感じて隣となりを見ると、にらみつけるように三島が俺を見ていた。

「冷やし中華、伸びるぞ」

「今は冷やし中華よりも吉田センパイの話です」

　三島は自分の目の前の冷やし中華にほとんど手をつけずに、こっちを見ていた。

　俺は、小さく息を吐ついてから、料理を注文している間に必死で考えた言い訳を口にした。

「荷物が、届くんだよ。この２週間の間に」

「荷物だぁ？」

　遠藤が眉を寄せた。

「なんの荷物だよ。別にあとでもいいだろそんなの」

「いや、どうしてもすぐ受け取りたい荷物なんだよ」

「だから、そりゃなんだって訊きいてんだって」

　たっぷりと間を持たせて、あからさまに「言いたくない」という顔をしてみせると、遠藤はにやりと笑って、頷うなずいた。

「なるほどな。そうだよな、吉田もいろいろあるよな、そりゃあな」

　遠藤は理解したようににやにやと笑って、なぜか小池の肩かたを小こ突づいた。

「なんだ」

「お前も去年くらいに買ってたよな、ＤＶＤ」

　小池は一いつ瞬しゆん眉まゆをひそめたが、何度か首を縦に振った。

「そんなこともあった。あの時は、本気でハマッてたんだ。成なる瀬せ心愛ここあにな」

「ごふっ」

　俺は食べていたあんかけ焼きそばを噴ふき出しそうになった。

　隣の三島が、俺を訝いぶかしげに見つめてくる。

「なんですか、その成瀬……なんとかっていうのは」

「ああ、なんだっけ、なんかのアニメのキャラだよ、確か」

　本当は、アダルトビデオの女優だ。

　俺のごまかし文句を聞いて、遠藤は大笑いして、小池は呆あきれたように息を吐いてから炒チヤー飯ハンをまた頰ほお張ばった。三島は未いまだにクエスチョンマークを頭の上に浮かべたままだ。

「まあ、そこまで隠かくしたいってんなら聞かないでおいてやるよ」

　遠藤は可笑おかしそうに笑って、中華麵を啜った。俺はその様子を見ながら、少し申し訳ない気持ちで口を開いた。

「いや、でも、なんだか悪いな。遠藤が代わりに行くことになっちまって」

「別に構わねえよ。俺は独身で暇ひま人じんだからな。それに、岐阜でなんか美味うまいもん食えるかもしれないしな」

「いや、そうは言っても、お前小田切課長結構嫌きらいだろ」

「ああ、大っ嫌いだね」

　遠藤はおどけたようにかくかくと肩を揺ゆらして、にやりと笑った。

「嫌いすぎて、一周回って楽しくなってきたところだ。だから気にすんな」

「……悪い。助かる」

「吉田はいちいち大げさなんだよな。だからモテねえんだ」

「それは関係ないだろ」

　遠藤に食ってかかってみるが、案外、彼の言うことも見けん当とう違ちがいではないのかもしれないと思った。

「ま、理由がなんであれ構わねえけど、俺に代わりに出張行かせたんだからよ」

　遠藤は中華麵をずるずると派手に啜った後に、俺の目をじっと見てきた。

「しっかり、行かなかった理由を満まん喫きつするこったな。エロＤＶＤでも、女でも」

　遠藤はそれだけ言って、食事に集中し始めた。彼がずるずると麵を啜る音を聞きながら、俺は小さく息を吐く。

　遠藤の言葉は明らかに、『お前の答えに納なつ得とくはしてないけど今回は勘かん弁べんしてやるよ』という意味の込められたものだった。彼は基本的にがさつで、自分勝手な性格をしているが、妙みように他人に対して懐ふところが広い一面を持っていた。仕事でも、何度も彼には助けられた。

　おそらく、何度もごまかすことはできないだろう。次出張が俺に振られる頃ころには、沙優は北海道に帰っているだろうか……と、そんなことを、考えた。

「よ、し、だ、センパイ」

「んぐっ」

　あんかけ焼きそばを口に含ふくんだタイミングで、三島に力強く脇わき腹ばらを小突かれて、口の中身が飛び出しそうになった。慌あわてて飲み込んで、三島の肩を叩たたいた。

「お前な、食ってる最中になんてことすんだ」

「だって……」

　三島は何度か俺の目を見たり、逸そらしたりを繰くり返したのちに、口を開いた。

「ほんとに、彼女とか、いないんですよね？」

「だからいないって言ってるだろ。何回言わせんだよ」

　むなしくなるから、やめてほしい。

　三島は何か言いたげに口を開いたが、すぐに閉じて、頷いた。

「それなら、いいんですけど……」

「いや、恋人作るのにいちいちお前の許可はいらねえだろって痛ってぇ!!　なんだよさっきから肘ひじで容よう赦しやなく小突きやがって！　あばらに当たってんだよ！」

「いや、さすがにムカついてきたので」

　なぜかふくれ面つらをして、ようやく冷やし中華を啜り始める三島。それを訝しげに眺ながめていると、一部始終を見ていた遠藤が突とつ然ぜん大声で笑い始めた。

「なんだよ」

　机を叩きながら笑う遠藤を軽くにらみつけると、遠藤は肩を震ふるわせながら首を横に振ふった。

「いやな、そんな調子じゃ」

　遠藤は笑いすぎて滲にじみ出た涙なみだを目め尻じりからすくいながら、言う。

「女ができた、ってのはほんとに違ちがうんだろうなって思ってな」

「どういう意味だよ」

「まんまの意味だよ、なぁ、三島？」

　遠藤が三島に話題を振ると、三島はキッと遠藤を睨にらみつけて、大口で冷やし中華を頰張った。

　一体何の話をしているのか、さっぱりわからない。困こん惑わくして小池を見ると、小池も、苦笑いを浮かべてから、肩をすくめてみせた。
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　三島は昼食後に修正作業を素す早ばやくこなし、俺の仕事も多くはなかったので、今日は定時にきっちり帰り支じ度たくを始められた。

　荷物をビジネスバッグに詰つめ、いざ帰らんというところで、三島に声をかけられた。

「吉田センパイ」

「あ？」

　帰ろうとしていたところを呼び止められて、不ふ機き嫌げん丸出しな声が出てしまった。しかし三島は気にした様子もなく、まとめた荷物を持って俺の前にやってきた。

「この後少し時間ありますか？」

「いや……できれば帰りたいんだけどな」

「何か用事が？」

「そういうわけじゃないけど」

「じゃあ、ちょっと付き合ってください」

　有う無むを言わせない物言いに少しムカッと来たが、昼の件もあったことだし、これ以上無理に家に帰ろうとすると余計な誤解を生みかねない。

「そんなに言うなら構わねえけど、何するんだ？」

「映画、一いつ緒しよに観みましょう」

「は？　映画？」

「吉田センパイの家の最も寄より駅に、映画館ありますよね」

「いや、あるけど」

「じゃあ、行きましょう。一時間後に始まっちゃうので」

「お、おい」

　俺の返事を聞かずに、つかつかと歩いていく三島を慌てて追いかける。ふと視線を感じて顔を上げると、デスクに座っている後藤さんと目が合った。ドキリとしたが、この状じよう況きようで何かを言うことはできない。軽く会え釈しやくをして、いそいそとオフィスを後にした。
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『運命の出会いは、後になってから分かる』

　教授はそう言って、涙を流す主人公にハンカチを渡わたした。

『君の運命を変える出会いがあったとして、それは後にならねば分からない。すべてが変わった後に、すべてが終わった後に、そのことに気がつくものなんだよ』

『でもそうしたら……この気持ちはどうしたらいいんですか』

　大学で出会った同い年の青年に対する自分の気持ちを『運命の恋こい』だと言って奔ほん走そうする主人公の女子。青年が留学に行ってしまうことが分かり「ここで運命の恋は終わってしまうのか」と涙を流す少女と、彼女に講義をつけてくれている教授との会話のシーンだ。

『別に、運命の恋じゃなくたっていいじゃないか』

『え？』

　教授はコーヒーの入ったマグカップを傾かたむけて、ごくりと飲み込んでから、たっぷりと間を持たせて言った。

『運命であろうとなかろうと、君の気持ちは本物だ。それだけじゃダメなのかい』

　教授の言葉に、主人公は目を見開いた。

『今からでも彼のところに走って行って、言うべきことを言えばいいじゃないか。どのみち、それくらいしかできることはないだろう』

　教授はそう言って、にやりとおどけるような笑え顔がおを作った。

　主人公はまたぼろぼろと大おお粒つぶの涙をこぼしながら何度も頷うなずいて、勢い良く立ち上がった。

『私、行ってきます』

　そう言って研究室を飛び出していく主人公を、教授はまぶしいものを見るような目で見つめていた。

　ふと隣となりの三み島しまの様子が気になってちらりと横目で見ると、三島は今まで見たこともないような表情でスクリーンを見つめていた。

　泣きそうな顔にも見えるし、怒おこっているようにも見えた。ただ、その横顔は今まで見てきた三島のどんな顔よりも『真しん剣けん』に見える。

　仕事中にそういう顔をしてくれよ、と思いつつ、それほど真剣に映画を観ている三島に少し感心した。

　俺はどうも、他人ひと事ごとのようにこの映画を観てしまっている。ちらりと三島と反対隣の席の顔も盗ぬすみ見るが、食い入るようにスクリーンを見つめていた。

　たぶん、俺はそもそも映画というものを本気で楽しめるタチではないのだ。スクリーンに映っているのは生身の人間なのに、同じ世界で起こっている出来事のように受け取ることができない。真の意味で感情移入をすることができないのだ。

　ただ、さっきの教授の台詞せりふは少しだけ、胸の中に響ひびいた。

『運命の出会いは、後になってから分かる』

　妙にしっくりくる台詞だった。言われてみれば、その後の人生が変わるような出会いは自分の意図せぬタイミングで起こって、そのときは当然のようにそれを受け入れている。ただ、後から考えるとあれはかなり大きな出会いであったと思うことは多い。

　たとえば、俺の場合は、後ご藤とうさんがそうだ。

　あの人とは、複数企き業ぎようの集まる、就活生向け合同説明会で出会った。

　目当ての会社の説明を受け、せっかくだから他ほかの会社の説明も受けていこうと思って参加企業を眺めているときに俺に声をかけてきたのが後藤さんだった。

『君、本気の顔だね』

　そう言って微笑ほほえみかけてきたのを、今でも覚えている。

　あの場で彼女と出会うことがなければ、おそらく俺は今の会社にはいなかっただろう。そして、ここまで肌はだに合う仕事と会社に恵めぐまれて、キャリアを積んでいくこともできていなかったかもしれない。

　むしろあれ以降に何か運命的な出会いがあったかと言われると、特にピンと来ることは……。

　そこまで考えて、脳内にふと一人の人物の顔が浮うかんだ。

　にへら、という気の抜ぬけた笑顔。

　そういえば、沙さ優ゆが来てから、生活ががらりと変わったな。

　ただ、別に今後の人生が変わるような出会いというわけでもない気がする。沙優はたまたま、俺の前に現れて、そして住む家を欲ほつしていた。俺はそれを提供して、その代わりに家事だのなんだのを任せて楽させてもらっている。それだけのことだ。

『君は知らないかもしれないけど！』

　スクリーンの中の主人公が声を張り上げたのに驚おどろいて、意識が自分の思考からスクリーンの中へと引き戻もどされる。

　考え事に集中している間に、主人公が思いを寄せる青年と遠い距きよ離りで向かい合っているシーンに移り変わっていた。

『私、君と最初に会ったときに、君にものすごく助けられたの！』

　主人公は震える声を張り上げて、少し涙を浮かべながら必死に言葉をつむいでいた。

　青年は、少し困惑したような顔でそれを聞いている。

『君はなんの気もなく私に手を差し伸のべてくれただけだっていうのは分かってるけど、それでも……私はそれでものすごく、信じられないくらい、救われたの!!』

　回想シーンが挟はさまり、物語の冒ぼう頭とうを思い出す。大学に進学し、都会に出てきたばかりの主人公が、キャンパスの人ひと混ごみの中で、自分が急に周りの人間から孤こ立りつしたとんでもなくちっぽけな存在に感じて、立ち止まってしまったシーン。そんなときに、余所よそ見みをしながら歩いていた青年にぶつかられてしまい、キャンパスのど真ん中で尻しり餅もちをついてしまう。青年は慌あわてて何度も謝罪して、そして主人公に、『大だい丈じよう夫ぶ？』と困ったように手を差し伸べたのだった。それが、主人公の恋の始まりだった。

『こんな私でも、誰だれかに見つけてもらえるんだ……って、すごく安心した！』

　主人公は泣きながら告白した。

『そのときから、ずっと君のことばかり考えてた!!』

　誰かに見つけてもらえる、という台詞が妙みように耳にこびりついた。

　脳内に、フラッシュバックするシーンがあったのだ。

　後藤さんにフラれて、酔よって帰った帰り道。電柱の下に体育座りしていた沙優は、どこか空くう虚きよな雰ふん囲い気きをまとっていた。

　あの時、沙優はどんなことを思っていたのだろうか。

　誰かに見つけてほしいと……思っていたのだろうか。

　そして、俺が。

『あの時あの場所で君とぶつかったのなんて、偶ぐう然ぜんでしかないって分かってるけど、それでも』

　俺が、あいつを、見つけたということなのだろうか。

『私は……嬉うれしかった』

　そう言ってぼろぼろと涙なみだを流す主人公をスクリーン越ごしに眺ながめながら、俺は、沙優の気の抜けた笑顔を思い浮かべていた。
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「んー……！」

　映画館を出るや否いなや、三島が派手に伸びをした。

　ジャケットの間からのぞくシャツがピンと張って、身体からだのラインが少しくっきりと見えた。

　なんというか……健康的だ。別に、小さいとか言っているわけではない。

　後藤さんのような規格外な大きさを知ってしまうと、大たい抵ていの女性のそれは安心感のあるものに見える。本当に、他意はない。

「なんか」

　伸びをし終えた三島が、ぽつりとつぶやいた。

「思ったより、得るものが多かったです」

「得るもの？」

「はい。ちょっと気軽に、吉よし田だセンパイとラブストーリー観みに行くか～、ってくらいのノリで来てみたんですけど」

「なんだそりゃ」

「思ったよりずっと、良かったなぁ……」

　三島は口ずさむようにそう言って、にこりと笑った。

「吉田センパイはどうでした？」

「どうって？」

「あの映画です。どう思いました？」

「うーん、どう、って訊きかれてもな……」

　途と中ちゆうから別のことばかり考えていた、と正直に言うのもなんだか気が引けた。

　ただ、三島はものすごくあの映画を楽しんでいたようだから、適当な感想を言うのもどうかと思う。正直に感想を言えるところがあるとしたら、どこだろう。

　少し考えてすぐに、教授の台詞が頭をよぎった。

「ああ、あれだな。教授の『運命の出会いは、後になってから分かる』ってやつ。あれは……なるほど、って思ったな」

　俺がそう言うと、明らかに三島の目が輝かがやいたのが分かった。

「ですよね！　私もあの台詞妙に納なつ得とくしちゃって……そっか、吉田センパイもかぁ」

　三島は少し満足げにうんうんと頷いた後に、急に渋じゆう面めんを作った。

「どうした」

「いやね」

　三島は顎あごに手を当てて、小さな声で言った。

「納得しちゃっていいのかな、って」

「うん？　納得したんじゃないのか」

「いや、しちゃったんですけどね。でも、それでいいのかなって思ったんです」

　三島の言わんとしていることが理解できずに首を傾かしげると、三島はたどたどしく言葉を続けた。

「いや、なんというか……こう……そんなの、つまらなくないですか？」

「つまらない？」

「そうですよ。だって、自分は今、その後の人生を左右するようなものすごい出会いを果たしているわけでしょ。出会ってるのは、今なんですよ。前でも後でもなくて、その時なんです」

「そりゃ、そうだな」

　俺が頷くと、三島は視線を地面にうろうろとさせてから、小さく息を吐はいた。

「その時に、気付きたいじゃないですか。これは運命の出会いなんだ、って」

　そう言った三島の瞳ひとみは、少し潤うるんでいて、そして、頑かたくなな光を宿しているように見えた。

　いつものおちゃらけた空気感とは違ちがう何かが、彼女から漂ただよっていた。きっと、本当の気持ちなのだ。

「運命の出会いに気が付いた頃ころには、なにもかもが済んでいて、もう手の届かないところにあった。……なんて展開は、物語なら泣けますけど、私は御ご免めんです」

　三島はそう付け加えて、微笑んだ。

「私は、今がいいんです。昨日も明日あしたもどうでもいい。今以外に私は生きてないんですから」

　その三島の微笑みは、ふだんの彼女よりも数段、その雰囲気を大人びさせていた。こんな顔もするやつだとは、知らなかった。

「それで」

　俺は何かを考えるよりも先に、訊いていた。

「三島に運命の出会いは……あったのか？」

　俺の言葉に、三島はきょとんとした表情を浮かべて、そして。

「ぷっ」

　失しつ笑しようした。

「あっはっは！　そうだ、吉田さんってそういう感じですよね。ここまでくると清すが々すがしいや」

「は？　なんのことだよ」

「んっふっふ……いや、もういいです、いいですから」

　三島は目め尻じりに涙が溜たまるほどに大笑いした。指で涙をすくいながら、三島は何度も首を縦に振ふった。

「ええ、してますよ。運命の出会い」

　三島はそう言って、俺をじっと見た。

「だから、絶対にこの出会いを逃のがしたくないんです」

　その眼まな差ざしはまっすぐで、彼女の決意の固さを感じさせるものだった。

　その妙な迫はく力りよくに気け圧おされて、俺は三島から目を逸そらしながら、頷うなずく。

「そうか、頑がん張ばれよ」

「はい、頑張ります！」

　三島はわざとらしく敬礼の仕草をして、にこにこと笑った。その表情を見て、少しほっとする。

　いつもの三島だ。

　最近気が付いたことだが、俺は見知った誰かの『知らない表情』を見ると妙に居い心地ごこちの悪さを感じるようだ。

　沙優もしかり、後藤さんもしかり。

　今まで見たことのない表情を見せられると、どうしたらいいか分からなくなる。

　三島については特に、いつものようなおちゃらけた笑えみを浮うかべている方が、似合っていると思った。

　そこまで考えて、俺はふと自分の思考に違い和わ感かんを覚えた。

　彼女が部下として配属されたばかりの頃は三島のその「おちゃらけた笑顔」が癇かんに障さわってしょうがなかった。しかし、今はどうだ。彼女のそういった一面に少なからず魅み力りよくを感じている自分がいた。

　自分の思考の変化に驚おどろきながら、苦く笑しようを漏もらした。

「まあ、三島なら大丈夫だろ」

　俺が言うと、三島は目を丸くして首を傾げた。

「何がですか？」

「運命の出会いだよ。きっとモノにできるさ」

　俺がそう言うと、三島はなんとも言えない表情を浮かべながら首を傾げた。

「どういう意味です？」

　深く突つっ込まれて、俺は少し気き恥はずかしさを覚えながら言葉を続けた。

「いや……三島みたいな、いろいろ機転も利きいて、笑顔がいい感じの女ならさ。きっとその男もお前に惚ほれてくれるんじゃないかって、そう思うぞって話だ」

　そこまではっきりと言葉にしてから、俺は照れ隠かくしで首の後ろを搔かいた。誰だれかをほめるのは、あまり慣れていない。別に大したことでもないだろうに、妙に照れてしまう。

　三島のリアクションがないことに気が付いて、彼女に視線をやると、三島は視線をきょろきょろと泳がせまくっていた。

　大たい抵ていのことをへらへらと受け流す三島にしては妙に動どう揺ようしている様子だった。

「い、いやぁ……それは、さすがに」

　三島はようやく口を開いて、曖あい昧まいな表情を浮かべた。

　それから、困ったように、笑う。

「きついですって」

　その笑顔も、見たことがなかった。

　いつも仕事中に見せる『ごまかし笑い』とは違う、何か大事なものをその中に覆おおい隠しているような笑みだった。

　もしかして地じ雷らいを踏ふんだかと思いハッとするが、気付いた時には三島はコロッと表情を変えていた。

「まあ褒ほめてもらえるのは嬉うれしいんですけどね！　いやぁ、吉田センパイに褒められる機会なんて仕事じゃほぼほぼないですから」

「できれば仕事で褒めさせてほしいんだけどな……」

「あはは、適度に頑張りまーす」

　三島はけらけらと笑ってから、いつものいたずらっぽい表情を浮かべた。

「それより、吉田センパイ」

　この表情には見覚えがある。

　完全に、俺をからかう時の表情だった。

　本能的に危険を感じて後ずさりをしようとするよりも先に、三島が俺に急接近してきた。

「なっ……」

　次の瞬しゆん間かん、俺は三島にぎゅうと抱だきつかれていた。俺より頭一つ身長の小さい三島は、ちょうど俺の胸に頭をうずめるような形で抱きついてきた。

「ちょ、お前なにやって……」

　ふいにシャンプーのような甘い香かおりがふわりとしてきて、不覚にもドキリとしてしまう。

「おい、離はなれ……」

　やっとのことで三島の肩かたを摑つかみ、引きはがそうとしたところで、三島がふいに顔を上げた。そして、上うわ目め遣づかい気味に、からかうように笑った。

「……ちょっとドキッとしました？」

「……ッ！　してねぇよ、離れろ」

　俺がぐいと三島を押して離すと、三島は可笑おかしそうにケラケラと笑って俺の目をじっと見てきた。

「そういう顔することもあるんですね、吉田センパイ」

「そういう顔って……どういう顔だよ」

　訊き返すと、三島はニッと歯を見せて、勝ち誇ほこったような表情を浮かべる。

「ドキッとした顔です」

「……ちっ」

　さすがに動揺を隠し切ることはできていなかったようで、ニヤニヤとした顔でからかわれている。

　腹は立つがなにも言い返せず、俺は三島から視線を逸らした。

「あんま男をからかうもんじゃねえ」

「からかってなんかないですよ」

　三島はあっけからんと言った。

「私でもドキッとしてくれるのかなって」

「……女性に密着されて少しもドキッとしないわけねえだろ」

「あ、私のこと女性だと思ってくれてたんですね！　あはは」

　三島はなにが可笑しいのかけらけらと笑ってから、腹の中の空気をすべて吐き出すようにすぅと息を漏らした。

　こいつは一体何がしたいのだろうか。呆あきれて俺も溜ため息をつく。

　ふと、時間が気になって腕うで時ど計けいに目をやるともう22時手前だった。さすがにそろそろ帰らないと沙優が心配だ。

　視線を上げると、いつの間にか俺の方をじっと見ていた三島と目が合う。

「帰りたそうな顔してますね」

「まあ……いい時間だしな」

「ですね。そろそろ解散にしましょうか」

　三島ははきはきとそう言って、ぺこりと頭を下げた。

「じゃ、今日はありがとうございました」

「いや、こちらこそ……？」

　礼を言われるようなことを一いつ切さいしていないような気がする。彼女は妙みようなところは律りち儀ぎだ。

　にこりと笑って踵きびすを返し、三島は駅の方向へと歩いていく。

　その背中を見送っていると、急に彼女が振り返った。

「もし私の運命の相手が！」

　少し大きな声で、三島が言う。

「吉田センパイだったらどうしますかー！」

「馬ば鹿か言ってんじゃねえ！　さっさと帰れ！」

　俺が答えると、三島は再び可笑しそうに笑って、ひらひらと俺に手を振った。そして、今度こそ振り返らずに、駅の中へと入って行った。

「……帰るか」

　一人呟つぶやいて、駅の逆方向へ足を踏み出す。

　運命の相手。

　その言葉を脳内で繰くり返すたびに、ちらつくのはなぜか、沙優の顔だった。

　もう一度時計を見る。22時だ。

　沙優は俺の帰りを待っているだろうか。それとも、疲つかれて寝ねているだろうか。

　どちらにしても、少し悪いことをしたなと思う。

　一応事前に連れん絡らくはしたが、きっとあの時間だとすでに夕飯を作ってくれていた頃ころだと思う。

　作ってくれたメシは、明日の朝にでもいただくことにしよう。

　そんなことを考えながら早足で歩いていると、あっという間に家の前までたどり着いた。やはりぼんやりと歩いている時よりも、何かを考えながら歩いた時の方が家に到とう着ちやくする時間が早く感じる。

　玄げん関かんの鍵かぎを回すと、カチャリ、という音が鳴らない。

「あれ……鍵あけっぱなしじゃねえか」

　首を傾かしげて、ドアを開ける。

「悪い、遅おそくなった。沙優、お前鍵あけっぱなしだったぞ」

　言いながら玄関に入って、すぐに何か違和感を覚えた。しかし、その違和感の正体が分からない。

　いつもならすぐに返事をして顔を出す沙優だが、今日は返事もない。

「寝てるのか……？」

　靴くつを脱ぬいで居室に入っていくと、沙優の姿がない。

「うん……？」

　沙優が居室にいないことは珍めずらしい。トイレか？

　トイレのドアをノックしてみるが、反応がない。

「おい、沙優？」

　脱だつ衣い所と一体化した洗面所のドアもノックしてから開けてみるが、風ふ呂ろの電気はついていない。だんだんと冷や汗あせが出始める。

　風呂のドアも開けて中を確かく認にんするが、中に沙優の姿はなかった。

「……コンビニにでも行ったのか？」

　そうであれば別に構わないが、あいつは不必要に買い物に出たがらないので、それは考えづらい。

　スマートフォンを取り出して、メッセージアプリを起動する。

『おい、お前今どこにいる？』

　そう打ち込んで送信すると、居室の方から軽快な電子音が鳴った。

「……おいおい」

　慌あわてて居室に入っていくと、そこには俺が沙優に買い与あたえた携けい帯たいが置いたままになっていた。

　冷や汗が止まらなくなる。

　自分で家を出て行ったとして、携帯を置いていくか？

　まあ、いつでも携帯を肌はだ身み離はなさず持っているタイプかどうかは知らないし、考えすぎということもあるのかもしれないが……。

　不安は拭ぬぐいきれない。




　もし、誰だれかがこの家に入って、無理やり沙優を連れて行ったのだとしたら。




　その考えが頭に浮うかんだ瞬間に、身体からだがバネのように跳はねた。

　慌てて靴を履はき直して、玄関を飛び出した。

　いつもなんとも感じない夜の住宅街が、ものすごく暗い道のように感じた。
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「ほんとにいいのか？」

　私の肩をぐいと摑んだ彼が、そう言った。

　優やさしい雰ふん囲い気きの、彼。顔は中の上。好みではない。

　名前は、もう忘れた。

「いいよ」

　私は精せい一いつ杯ぱい、余よ裕ゆうたっぷりな表情で微笑ほほえんで見せる。

　私の言葉に彼は頷うなずいて、私の身体を触さわって。そして繫つながった。

「気持ちいい？」

　彼が、訊きいてくる。

「うん」

　私が、頷く。

　はっきり言って、痛かった。

　でも、痛いのが、良かった。

「ミサキ……ッ」

　彼が、私を呼んだ。

　それは私の名前ではないけれど、今はそれが私の名前ということになっている。

「きもちい」

　私はあたかもそれらしく、可愛かわいい声を出して見せた。

　それだけで、彼は満足するのを知っていた。

　気持ちいいのか、気持ち悪いのか、それすらも分からない。

　ただ、少し腹の奥が疼うずいて、入り口のあたりはヒリヒリと痛んだ。

　その二つの感覚で、私は安心するのだ。

　ああ、私にはちゃんと身体があるんだなぁ。

　と。




　目が覚めると、部屋が暗かった。

「あれ……」

　慌てて身体を起こして時計を見ると、21時を回っていた。

　それを見て私はぎょっとする。もう夕飯の支し度たくを済ませているくらいでないと吉よし田ださんの帰宅までにご飯が間に合わなくなってしまう。

　吉田さんに『家事』を任されてからというもの、必ず吉田さんが仕事から帰宅する時間にはご飯もお風呂も準備ができているようにしていた。それが義務だと思った。

　夕飯の準備が遅おくれていることをメッセージで送ろうとすると、吉田さんが買ってくれたスマホの画面に通知が出ていることに気がついた。

　吉田さんからだ。

『会社の同どう僚りようと最も寄より駅の映画館に映画を観みに行くことになったから、帰るの遅くなる。メシは先に食べててくれ』

　というメッセージを読んで、急に身体の力が抜ぬけた。

「……良かった」

　変な時間に寝てしまったこと自体が許されるわけではないけれど、吉田さんに迷めい惑わくはかけずに済んだ。

　気が抜けた途と端たんに、自分の身体が汗でじっとりと湿しめっていることに気がついた。

　肌はだ寒ざむさを感じるのと同時に、自分が見ていた夢の内容を思い出して一気に鳥とり肌はだが立った。

　この家に来てから生々しく思い出すことのなかった、いや、思い出さないようにしていたものを一気に思い出してしまった。

　吉田さんという不思議で優しい人に出会って私の心は少しずつ休まったと、私自身が自覚している。

　それでも、歩いて来た道は消えないのだと、現実を突つきつけられたような気がした。

「吉田さん」

　気づくと、口からぽろりとこぼれ落ちていた。

　そして、すぐに自分がひどく愚おろかな人間だと思い知った。

　初めて見知らぬ男性の家に泊とまった時、覚かく悟ごしたはずだった。私は家から逃にげ出す代わりに、こうやって生きていくのだと。

　本当につらいことから逃げ出すために、他ほかのつらいことは耐たえなければならないのだと。

　すぐに、感覚は麻ま痺ひした。いや、麻痺したつもりでいた。

　でも、本当は気づいていたのだと思う。私は、自分のしていることに違い和わ感かんを覚えたまま、嫌けん悪お感かんを覚えたまま、それを放置してここまで歩いて来たのだ。

　そして吉田さんに出会った。

　私のすべてを否定して、その上で受け入れてくれた彼に、困こん惑わくして、感動して、そして今度は不安を覚えている。

　本当に身勝手で、弱くて、愚かだと思う。

　吉田さんは優しい。本当に、今まで出会った誰だれよりも、優しい。

　他人のことを厳しく見つめながら、他人のことばかり心配している。自分のことを優先しているふりをして、他人の痛みにばかりアンテナを張っている。

　そんな人が私に優しくしてくれるのは、きっと私がかわいそうに見えるからなのだろう。

　不思議だった。

　家を出てから……私に絡からみついていた因いん縁ねんから逃げ出してからは、私は「捨てられるまでの時間」ばかりを気にしてきた。

　この人はあと何か月、何週間、いや、何日、私をここに置いてくれるだろうか。そういう計算ばかりしていた。

　でも今は違ちがう。

　私は多分、吉田さんに捨てられたくないと思っている。

　もっと言えば、好かれたいとまで、思っているのかもしれない。

　別に、愛して欲しいわけじゃない。吉田さんの恋こいは応おう援えんしたいし、幸せになってほしいと思う。

　それでも、吉田さんの中に存在する「誰か」として、私のことを好いていてほしいと、願ってしまっている。

　だからこそ……彼の優しさが、一番怖こわかった。

　彼にすら捨てられてしまったら、私はどうやって自分の価値を見み出いだしたらいいのだろうか。

　彼に嫌きらわれないための一番の条件を、私はまだ知らない。

　彼は、私に何を求めているのだろうか。私は、彼の求める条件を満たしているのだろうか。

　考えるほど不安になった。

『会社の同僚と最寄り駅の映画館に映画を観に行くことになったから』

　吉田さんからのメッセージに目を落とすと、その文章の意味も深く考えてしまう。

　同僚というのは、女性だろうか。上司、とは書いてないのできっと吉田さんの恋する後ご藤とうさんではないのだろう。

　ただ、吉田さんは仕事帰りに率そつ先せんして遊んで帰るような人ではない。しかも、遊びの内容は映画と来ている。

　誘さそわれたと考えれば、きっと女性なのだろうと、なんとなくで想像がついてしまった。

　この前二人で飲んで帰ってきたという女性だろうか。

　吉田さんは後藤さんを好きだというけれど、その女性はどうなのだろうか。吉田さんが好きなのではないだろうか。そうだとしたら、映画が終わったあとはどうするのだろうか。

　考え始めるとキリがなかった。私には関係がないはずなのに、どんどんと不安な気持ちになってくる。

　時計を見ると、21時半を回った頃ころだった。

　吉田さんからメッセージが来ていたのは19時半頃だった。

「もうそろそろ……映画終わるよね」

　いつもなら、こんなことは考えなかったと思う。

　けれど、私は馬ば鹿かなことだと分かりながらも、いても立ってもいられなかった。

　私は部屋着のまま、靴くつ下したを穿はいて、ローファーをつっかけて、吉田さんの家を飛び出した。

　映画館の前に行って、吉田さんと、吉田さんと一いつ緒しよにいる人の姿を見たら帰るだけ。それだけだ。




　普ふ通つうに考えれば、見つかりっこない。なんの映画を観みているかも知らないのだから、ぴったり吉田さんが映画館から出てくるタイミングに居合わせなければいけないし、駅前はそれなりに人通りが多い。

　その中から吉田さんを見つけるだなんて、あまりにも現実感のないことだった。

　はずだった。

　運が良いのか悪いのか、私は映画館の前にたどり着いてすぐに、吉田さんの姿を見つけてしまった。

　それも、スーツ姿の可愛らしい女性に抱だきつかれている吉田さんの、姿をだ。

　体を石にされたように、私は動けなくなった。

　吉田さんは、今まで見たことのないような表情をしていた。焦あせっているようにも、困っているようにも、照れているようにも見えた。

　瞬しゆん時じに、私は、吉田さんが後藤さんと飲み会をしてきた日のことを思い出す。私が吉田さんをどうしても励はげましたくて彼に抱きついた時、吉田さんは少し困ったように笑ってから、私の肩かたを叩たたいて「もういいから」と言った。

　嫌いやでも思い知ってしまう。

　吉田さんの中で、私はやっぱり、微み塵じんも、女ではなかったのだ。

　そして、あそこで吉田さんにひしと抱き付いているあの女性は、しっかり女性として見られている。

　吉田さんの表情から、それが分かってしまった。

「いいじゃん、別に」

　自分にしか聞こえないほど小さな声で、私は呟つぶやいた。

「私が気にすることじゃないじゃん、そんなの」

　やっとのことで身体からだを動かして、私は映画館に背を向けて歩いた。

　帰ろう。帰って、なんともない顔で、いつも通りに吉田さんを出で迎むかえればいい。

　ご飯の準備ができていないことは謝って、先にお風ふ呂ろに入ってもらおう。

　一歩、二歩と進めていた足が止まった。

　気づけば、視界がぼんやりと滲にじんでいた。

「え……？」

　頰ほおを涙なみだが伝っていた。泣いている、と気づいた時には、もう涙は止まらなくなっていた。

「なんで？」

　通りゆく人に怪け訝げんな表情を向けられて、私は慌あわててまた歩き出す。

　スウェットの袖そででごしごしと涙を拭ふいても、とめどなく溢あふれてくる。

　脳内では、知らない女性に抱きつかれている吉田さんと、その表情がフラッシュバックした。

「なんで……なんで……？」

　どうしてそんなに、あれが嫌なの？

　その問いが胸の内に浮うかんだ瞬しゆん間かんに、私は自分に芽生えている感情に気がついてしまった。

「……はは、噓うそでしょ」

　涙は止まらないのに、乾かわいた笑いが漏もれた。

　嫉しつ妬と、しているのだ。

　まったく知らないあの女性に。

　私の見たことのない表情を吉田さんから向けられている、あの女性に。

　私は生意気にも、吉田さんのことを独り占じめしたいと、そんなことを思っているのだ。

「……本当に、本当に」

　胸が張り裂さけそうなほどに痛んだ。

　どこまでも、度し難がたいほどに。

「馬鹿だ……私ッ」

　嗚お咽えつが漏れて、気づけば、私は走り出していた。

　このままあそこにいたら、きっと私はいつか吉田さんが幸せになることの邪じや魔まになってしまう。

　あそこに帰ってはいけないと、強くそう思った。

　ただ、行くあても、なかった。

　私は自分がどこに向かっているのかもわからないまま、ただ息を吸って、吐はいて、馬鹿みたいに、走った。




　　　＊




　先輩と解散してから、駅の改札を通り、ホームへの階段を下りかけたところで、私は足を止めた。

「このまま帰るのも……なんか癪しやくだな」

　私のことを見送る先輩の表情をぼんやりと思い出して、少しムカッとしたのだ。子供を保育園に送り届ける親みたいな顔しやがって。

　最後に少しドキリとさせてやることができたのは痛快だったけれど、やはりあの人は私を女性として見てはいても、恋れん愛あいの対象とは微塵も思っていないのが今日の態度でありありと分かってしまった。

　分かっていたこととはいえ、若じやつ干かんへこむ。

　だからかもしれない。なんとなく、このまま帰ってやるものか、という気持ちが湧わいて出てきた。

　別に今から先輩を追いかけてどうこうしよう、という気はない。そもそもあの様子じゃ私を見送ったらとっとと帰宅していることだろうし、今から追いかけてもどっちに向かったかも見当がつかない。

　そういうわけで、今日はこのまま先輩の最も寄より駅近辺から気の向く方向に歩きまくって風景を見てみようと思う。

　思い立ってからの行動が早いのは私の数少ない長所だ。

　改札を出て、駅前広場できょろきょろと辺りを見回してみる。

　改めて見ると、なかなかに大きな駅だ。映画館もあるし、飲食店やデパートなんかもある。ただ、先輩はどの施し設せつも大して利用していないんだろうなと想像がついて可笑おかしくなった。

　先輩は駅からは10分以上離はなれたところに住んでいると言っていたのを聞いたことがあった気がする。

「よし、あっちの方」

　人の流れが少ない、少し薄うす暗ぐらい並木道を見つけたので、そちらの方角になんとなく歩みを進めてみることにした。

　駅前のがやがやとした人ひと混ごみも嫌いではないけれど、閑かん散さんとした静かな道の独特な空気感も好きだった。

　この道を、先輩は歩いたことがあるかもしれないし、ないかもしれない。どちらにしても、不思議な気分だ。

「いや、それにしても」

　人が少ないのを良いことに、独り言が漏れる。

　それにしても、だ。

　自分がこんなに色いろ恋こいにうつつを抜ぬかすとは思ってもみなかった。

　私は人並み以上に映画が好きだし、その中でもラブストーリーは本当に好きだった。しかし、それらを観みるときの私はどこか他人ひと事ごとのように、自分には関係ない物語のようにそれを楽しんでいた。

　世の中の男性はげんなりするほど取るに足らなくて、自分のことばかりで、物語に出てくるような素す敵てきな男性と出会うことなど今後もないだろうと思っていたからかもしれない。

　今の会社に入社できたのは正直、自分の容姿が『おじさんにウケる』可愛かわいらしさだったからだと思っている。

　役員面接のときに私の本質を本気で探さぐっていたのは、あの後藤さんだけだったように思う。後藤さんの声が大きかったなら、私は落とされていたかもしれない。

　おじさんにウケて入社しただけあり、そのあともおじさん社員たちにはたいそうちやほやされた。

　すぐに、バリバリ仕事をするより、適度に力を抜いていた方がやりやすい職場なのだと気がついた。できないふりをしておいて、おじさん社員の要領を得ない説明を受けてからちょっと進歩を見せてやって「先せん輩ぱいのおかげでできました！」と笑え顔がおで言ってやるのがいつもの流れだ。外部からのストレスを最小限に抑おさえて、私からの出力も最小にする。そういう消極的なやり方で、お金が貯たまるまではここでやっていこうと思っていた。

　そんなときに、私は吉田先輩のプロジェクトへ異動することになったのだ。

　先輩は、本当の意味で面めん倒どう見みが良かった。『できない私』ができないままでいることを良しとしなかった。自分よりも仕事ができない後輩に対して優ゆう越えつ感を覚えるでもなく、下に見るでもなく、ひたすらに厳しく私を評価した。

　私は、社会に出てから初めて私自身を見つめてもらえたような気がして、不覚にも嬉うれしくなってしまったのだ。

　そして、さらに磨みがきをかけて『できない私』を演じ続けた。この人は、どこまでやれば折れるのだろうか、と、期待と不安が入り混じる気持ちで、子供のように吉田先輩の反応を見た。それでも、先輩は折れなかったのだ。

　気づくと、仕事中に彼を目で追うようになった。すぐに分かったのは、彼は後藤さんに惚ほれているのだろうということだ。分かりやすかった。

　なるほど、彼女にいいところを見せたいがために熱心に仕事をするのか、と勝手に納なつ得とくしていると、どうやらそうでもないようだった。後藤さんが系列企き業ぎようへの出向で数日間いない時でも先輩はよく働いた。むしろ、後藤さんがいる時以上に働いていたかもしれない。隣となりの席の橋はし本もと先輩に散々愚ぐ痴ちりながらも、プロジェクト内の全員に気を配りながら仕事をしている。元より責任感が強く、真ま面じ目めな性格なのだ。

　分かってはいたが、特別私に対してだけ優やさしいわけではないのだ。

　それを意識した途と端たんに、私の彼に対する感情は、恋こいに変わっていたのだと思う。

「お？」

　道が分ぶん岐きした。下り坂で、さらに暗い道に入っていく方と、逆に登り階段で、何やら広い場所に出そうな雰ふん囲い気きのある方。

　暗さは十分に満まん喫きつしたので、私は広い場所に出られそうな方を選んで歩き出した。階段を登るのは割と好きだ。一歩一歩を意識する感じが、結構楽しい。

　道の脇わきの街灯が増え、どんどんと明るくなっていく。階段を登りきると、芝しば生ふの生おい茂しげった小こ綺ぎ麗れいな公園に出た。

「おお、いい感じの公園」

　見回すと木でできたベンチがいくつも並んでいるエリアがあった。

「芝生で子供を遊ばせて、大人が駄だ弁べる系の公園か」

　周りを見ると、小高いマンションが並んでいる。住宅地用の公園といったところだろう。

　でも芝生のある公園というのはなかなかに好みだった。私の家の近所はほんとうにゴテゴテとしている街で、こういった公園は作られていない。

　吸い寄せられるようにベンチに向かって、腰こしを下ろす。

　少し離れたところのコンクリートでできた開けたスペースで、若い男子たちがスケートボードの練習をしているのが見えるけれど、それ以外の人ひと影かげはない。

　人の少ないところは落ち着くし、何かを考えるにはもってこいだと思う。

　終電さえ逃のがさなければもう今日はいくら遅おそくなっても構わないという気分だったので、少しこの公園で先輩とのプチデートの余よ韻いんに浸ひたっていくことにした。

　ただ、少しお腹なかが空すいているような気がした。

　そういえばご飯を食べずにそのまま映画館へ直行したのだ。

「なんか持ってたっけな……」

　何か小腹を満たすようなお菓か子しを持っているかどうか、横に置いたバッグを漁あさろうと体を捻ひねったところで、私は今まで視界に入っていなかったものに気がついた。

「ひゃぁ！」

　間ま抜ぬけな声を上げて思わず立ち上がった。

　隣のベンチの後ろに、人が体育座りで丸まっていたのだ。

「びっ……くりしたぁ」

　髪かみの毛は長く、おそらく女性だ。上下ともラフなスウェットに身を包んでいる。

　私の声に驚おどろいたようで、うつむいていた顔を上げた。若い。明らかに未成年の女子だった。足元に目をやると、履はいている靴くつはローファーだった。やはり、女子高生か何かだ。

　数秒間、お互たがいがお互いをぽかーんとした顔で見つめていた。そして、女の子がぽつりと口を開く。

「あ……さっきの」

「うん？」

「あ、いや……」

　女の子は慌あわてたように首を振ふって、口をつぐんだ。

「君高校生だよね？　こんな時間になにしてるの。22時過ぎてるから帰らないと補導されちゃうよ」

　私が言うと、その子はなんとも複雑そうな表情を浮うかべて、視線を地面に落とした。

「どこに帰ったらいいか……分からなくて」

　その一言で、私はなんとなくの察しをつけた。

　なるほど、家出か、と。

　大学生ともなれば話は別だが、高校生の家出は難しい。パッと見たところ若く見えてしまう子は、駅などを使おうとしても運が悪いと補導されてしまうから、そういったことまで考えられる子であれば、結局近所をうろつくくらいしかできないのだ。

「……まあ、保護者同どう伴はんなら補導もされないしね」

　気がつけばそう口にしていた。

　家から飛び出して、いつもとは違ちがう考えにふけりたい時がある気持ちはよく分かる。

　女の子はぽかんとしたようにこちらを見ていた。私は、再びベンチに座りなおして言う。

「終電終わる前までは私がここにいてあげるから、君も好きなだけそこで考え事してればいいんじゃない？」

　私の言葉を聞くと、女の子は一いつ瞬しゆんじわりと瞳ひとみをうるませてから、唇くちびるをきゅっと嚙かんだ。

　そして一回うつむいてから、首を縦に何度か振った。

「……ありがとうございます」

「いーえ」

　お礼が言える子は、大たい抵てい良い子だ。

　そんなおばさんくさいことを考えながら、私はまたバッグを漁り始める。空腹の主張が激しいのだ。

　そして、すぐにお目当てのものを見つけた。小腹が空いた時用に常備している玄げん米まいブランだ。

　取り出して小こ袋ぶくろを開けたところで。

　きゅるるるる。

　私でないお腹の音が聞こえた。

　隣のベンチを見ると、女の子が顔をすっぽり自分の膝ひざにうずめて微び動どうだにしなかった。少しだけ覗のぞいている耳が、真っ赤になっているのが見える。

「ぷっ」

　思わず吹ふき出して、私は二つあるうちの一つの袋を女の子に差し出した。

「食べる？」

　女の子は顔を上げて、困ったように視線をうろうろさせた後に、こくりと首を縦に振った。

「じゃ、あげる。名前は？」

「ありがとうございます……名前は……あか……」

　女の子は途と中ちゆうではっとしたように言葉を止めて、鼻から息を漏もらした後に、少しだけ表情を緩ゆるめた。

「サユって言います」

「サユちゃんかぁ、いい名前。私は柚ゆず葉は」

　多分、偽ぎ名めいだ。本当の名前を言いかけてやめたのだろう。

　思った以上にこの子は賢かしこい。賢い子と話すのは好きだ。

　一人の時間を楽しもうと思っていたけれど、こういう出会いを楽しんでみるのもいいだろう。

　玄米ブランをかじりながら、私は何を話したものかと、話題を考えた。
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「家出？」

　少しの沈ちん黙もくの後に、ユズハさんはぽつりと私に質問を投げてきた。不思議な声のトーンの人だ。

　詮せん索さくをしているようでもなく、でも、適当に質問をしているようでもない。気になってはいるけど、別に答えなくてもいいよ、というような温度感を覚える言葉だった。

「家出……みたいなものです」

　実際には、家を出たのは半年以上も前のことだ。今は吉よし田ださんの家から飛び出してきただけ。

　それも、今隣で能天気に玄米ブランを食べているこの女性がきっかけで、私はあの家に帰るのをやめたのだ。

　どうしてこんなところを一人でうろちょろしているのだろう。そんな疑問が浮かんできたけれど、考えてもしょうがないことだと思った。

「家出ふぁ……わたひもひたひた」

　ユズハさんは口の中に玄米ブランを入れたままもぞもぞと喋しやべった。ごくりと飲み込んで、言葉を続ける。

「飛び出したい時ってあるよねぇ……高校生くらいの時は何回も家出したよ」

「そうなんですね」

「母親とウマが合わなくてさぁ、しょっちゅう喧けん嘩かして飛び出してた」

　ユズハさんは懐なつかしそうに目を細めて微笑ほほえんだ。そして、私の方を横目で見た。

「沙さ優ゆちゃんはなんで家出したの？」

　訊きかれて、私は言葉に詰つまった。どうして私は吉田さんの家に帰らなかったんだったっけか。明確な言葉を持っていないと思った。

　なかなか言葉が出ない私から視線をはずして、ユズハさんはボールを投げるみたいに口を開く。

「親と喧嘩とか……家が幸せすぎてつまんないとか……いろいろあるよねぇ」

　そのどちらも、違う。

　ただ、「幸せすぎて」という言葉には少し感じるものがあった。

「親とは仲いいの？　優やさしい？」

　ユズハさんが私に訊たずねてきた。親ではないけれど、今答えるべきは吉田さんのことだろう。今彼女が私に訊いているのは、今私がここにいる理由なのだ。

「仲はいい……と思うし、信じられないくらい優しいです」

　私が答えると、ユズハさんは私をちらりと見て、「そうなんだ」と相あい槌づちを打った。

「なのに、家出してきたのか」

　咎とがめるようでもなく、事実確かく認にんのように、ユズハさんはつぶやいた。

　不思議だ。私はついさっきまでこの人を警けい戒かいしていたし、正直吉田さんに抱だきついていたシーンを思い出すとムカムカしてくるほどだった。

　だというのに、この人と話していると、するすると自分の心の内を引き出されるような気分になってくる。

「無条件な優しさなんて……ないと思うんですよ」

　私が言うと、ユズハさんはぴくりと肩かたを揺ゆらして、それから、私の方を見た。そして、小さく首を傾かしげて、私の言葉の続きを待っている。

「他人に優しくするのには、少なからず……理由がいると思うんです」

「私もそう思う」

　私の言葉に、ユズハさんは小さく頷うなずいた。

「家に……私に、ものすごく優しくしてくれる人がいるんです。でも、その人が私に優しくしてくれる理由が、本当にわからなくて……」

　どんどんと、言葉が胸の内から出てきた。自分でも驚くほどスムーズに、言語化されてゆく。なぜ会ったばかりの人に、しかも、私にとってきっと都合の悪い存在であろう人に、こんなことを話しているのだろうと思ったが、止まらなかった。

「いつかあの人にとって私が不要な存在になって……捨てられたらと思ったらいても立ってもいられなくて」

「飛び出してきちゃったのか」

　私が頷くと、ユズハさんは小さくため息をついた。

「……まあ、分からなくもないかも」

　ユズハさんは足をぶらぶらと前後に振りながらぽつぽつと言葉を紡つむいだ。

「無条件な優しさはないって私も思うんだけど……ときどき、本当にそういう優しさを向けてくる人って、いるんだよね」

　さきほどまでは他人ひと事ごとのようだったユズハさんの言葉に、少しだけ熱がこもったのが感じ取れた。

「なんでこの人こんなに優しいんだろうなぁとか考えても、結局分からないんだよね。分からないのに、考え出すと止まらなくってさ」

　そこまで言って、彼女は少し可笑おかしそうに鼻を鳴らした。

「気付いたら夢中になっててさ」

　ああ、この人は。ユズハさんの横顔を見て、わからないはずがなかった。

　吉田さんの話をしているんだな、と。そして、本気で彼に惚ほれてしまっているのだと。

　私たち二人は、お互いにぼやかしながら、同じ人の話をしているのだ。そして、そのことに、私だけが気付いている。

「恐きよう怖ふって、人間を突つき動かすことも、立ち止まらせることもできちゃうすごく厄やつ介かいなものなんだって」

　ユズハさんが突とつ然ぜんそう言った。自然と下がっていた視線を上げると、こちらを覗き込むようにしていたユズハさんと目が合う。

「いつかに観みた映画で、そう言ってた。それで、なるほどな、って思った」

　ユズハさんは私の目を見たまま、言葉を続ける。

「多分沙優ちゃんは恐怖に取り憑つかれてるんだな。それで動けなくなってる」

　言語化されると、本当にその通りだと思った。私は恐おそれているのだ。吉田さんに迷めい惑わくをかけ続けることで、いつか吉田さんに拒きよ絶ぜつされるようになってしまうかもしれないということを。そして、それと同時に、自分の居場所を失うかもしれないということを。

「でも、恐こわいからって動かなかったら、何も変わらないし、ずっと恐いまま」

　ユズハさんは急にベンチから立ち上がって、伸のびをした。

「だったら、動いちゃった方が得だと思わない？」

　そう言って私の方に視線をやるユズハさんの瞳はまっすぐで、どこか屈くつ折せつしている私には直視がつらいものだった。どこか深みがあるけれど、本当に、まっすぐな人だ。

　きっとこの人は行動したのだ。その結果が、あのハグだったのだろう。

「ま、動いたところで変わらないものもあるけどね……」

　ユズハさんは自じ嘲ちよう気味に微笑んで、再びベンチにすとんと座り直した。

「さっき言ってた人のことですか？」

　私は、分かっていながら質問した。ユズハさんは視線を地面に落としつつ、頷いた。

「そ。かなりアピールしてるんだけど、気付いてもらえないんだよねぇ。もう完全に、対象外なんだな」

　そんなことはないはずだ。実際に、彼女は、私の見たことのない表情を吉田さんから引き出していた。あれはきっと、『女性』に対してしか見せない表情だったと思う。

　ただ、それは言葉にはならなかった。実は覗き見していたんです、とは言えない。

「それでも、何もしないよりはマシだと思う。何もしないまま未来を待って、望むものが手に入らなかった時に何もしなかったことを後こう悔かいするくらいなら……」

　ユズハさんは、地面に向かって投げ捨てるように、少しだけ語気を強めて言った。

「全部やって、それで、それが全部無む駄だだったって分かる方が、得るものがあるよ」

　その言葉は、きっと、私に向けて言ったものではなかったのだろうと思う。彼女が、彼女の気持ちの整理のために言ったのだ。

　でも、そうだとしても、彼女の言葉は私の胸に妙みように重く響ひびいた。

　私は半年前から、いや、そのもっと前から……逃にげてばかりだ。恐いことから逃げ出して、逃げて、逃げて、どこまで行けるかも分からないまま、『何もしない』を継けい続ぞくするために、小こ賢ざかしくいろいろ行動して、結局何の答えも得ないまま生きている。

　そんな私から見て、目の前の彼女はまっすぐで、頑かたくなで、そして美しかった。

「無駄なんかじゃないと思います」

　自然と、口から言葉が溢あふれていた。ユズハさんが少し驚おどろいたように私の方を見た。

「きっと上手うまくいく……だなんて無責任なことは言えないですけど、それでも……ユズハさんのそのまっすぐな気持ちは、絶対……その人の中の何かを変えると思います」

　たどたどしく言葉を選んで言うと、ユズハさんの瞳ひとみが少し揺れた。

　そして、彼女は少し照れたように私から視線を逸そらして、鼻の頭を搔かいた。

「励はげまされちゃったよ……」

　唇くちびるを尖とがらせてそう言ってから、少しの間をおいて。

「ありがと」

　ユズハさんは小さな声で、口ずさむように言った。

「いえ……」

　二人の間に沈黙が流れる。しかしそれは居い心地ごこちが悪いものではなく、妙に落ち着く沈黙だった。

　ついさっきまで、どうしようもなく悲しい気持ちに胸の中を支配されていたのに、こんなにも穏おだやかな気持ちになってしまった。やはり私はどうしようもなくお子様で、単純だ。

「沙優ちゃんが嫌きらわれたくないのが、家族なのか、恋こい人びとなのか、それともそれ以外なのか、私にはわからないけどさ」

　ユズハさんはベンチから立ち上がって、私の座っているベンチの方へとすたすたと歩いてきた。そして、私の真ま隣どなりに腰こし掛かける。

「その人と本気で今後も関かかわって行きたくて、自分のことを必要とされたいって思ってるんだったら、まずすることがあるよ」

　そう言って、彼女は私の手を握にぎった。夜風にさらされて私の手はすっかり冷え切っていたけれど、ユズハさんの手はとても温かかった。妙にどぎまぎとしながら、私は聞き返す。

「することって……？」

　ユズハさんは私の目をじっと見て、数秒の間をもたせた。私はその真っ直すぐな視線を直視することに少しの緊きん張ちようを覚えながらも、目を逸らすこともできずに、ぱちくりとまばたきを繰くり返しながら彼女の言葉の続きを待った。

「本ほん性しようをさらけ出すことだよ」

「本性……？」

「そう、本性。自分はこんな人間です。こんな一面を持っています。それでも私と一いつ緒しよにいてくれますか？　……ってね」

　ユズハさんはそこまで言うと、私の手をパッと離はなした。手が途と端たんにひんやりとしてくる。

「隠かくし事を一つもしない人間なんていないと思うけど、自分の多くを隠したまま、『私を受け入れてください』って言っても難しいよね」

「……そうですね」

　返事をしながら、私は吉田さんのことを考えた。

　あの人は、多分意図して、私にあれこれ訊きかないようにしているように感じた。そして、私はそれに甘えたままでいた。

　でも、ユズハさんの言う通りだ。すべてを隠したままで、自分のことだけは受け入れてくれだなんて、あまりにも自分勝手で甘ったれな考えだと思う。

「それにさぁ……沙優ちゃんの言うその『すごく優しい人』って、今までずっと無条件で君に優しくしてくれてたんじゃないの？」

「……そうです、怖こわいくらい」

「だったらさ、これからもずっとそうかもしれないよね」

　ユズハさんの言葉に、私はハッとした。

「無条件に優しいってことはさ、多分その人は沙優ちゃんのこと信じてくれてるんだと思うんだよね。だから沙優ちゃんももう少しその人のこと……信じてみたらいいんじゃない？」

　確かにそうだった。

　私が吉田さんに裏切られたことが一度でもあっただろうか。まだ大して長い時間一緒に過ごしてはいないとはいえ、あの人は一度も私をないがしろにしたことはなかった。

「本当に……その通りですね」

　一人でぐるぐると考えて、一人で恐くなって、そして逃げ出した。

　本当に、馬ば鹿かみたいだ。

「……そろそろ帰る？」

　ユズハさんは柔やわらかい微笑ほほえみを浮うかべて、私の目をまっすぐに見つめてくる。

　帰れ、と言っているわけではないのが分かった。あくまで優やさしく、帰る気になったか？　と訊かれている。

　ここで油を売っていても仕方ないと思った。もしかしたら吉田さんが心配しているかもしれない。

「はい……私」

　帰ります。

　と言おうとしたところで、バタバタと騒さわがしい足音が聞こえて、私とユズハさんは音の方に目をやる。

　足音と共に現れたのは、ついさっきまで頭に思い浮かべていた人物だった。

「沙優!!」

　大声で呼ばれて、肩かたが思い切り跳はねた。

　小走りで近づいてきたスーツを着たままの吉田さんは、顔にだらだらと汗あせをかいていた。

「……なにしてんだよこんなとこで」

「いや、その……」

「携けい帯たいも置いていきやがって、心配し……」

　息を切らしながら話していた吉田さんが私の隣に座っている人物に視線を移した途端に固まった。

「……帰ったんじゃなかったのか、三み島しま」

「吉田センパイこそ……」

　ユズハさんはひたすらに困こん惑わくしたように私と吉田さんの間で視線を行ったり来たりさせた。

「え……その」

　ユズハさんは困ったように口角を上げて、言葉を絞しぼり出す。

「センパイのお子さんですか？」

「んなわけあるか！」

「ですよね、あはは」

　吉田さんも困惑したように私とユズハさんの間で視線を行ったり来たりさせたけれど、すぐに私をキッと睨にらみつけた。

「納なつ得とくのいく説明はあるんだろうな」

　納得のいく説明。

　その言葉を聞いて、不思議な気分になった。吉田さんは私がいないことに気がついて、焦あせったということなのだろうか。

　普ふ通つう、私がいなくなったら安心するものなのではないだろうか。

　そこまで考えて、ユズハさんのさっきの言葉が頭に思い浮かぶ。

『だから沙優ちゃんももう少しその人のこと……信じてみたらいいんじゃない？』

　散々良くしてくれた吉田さんを、私はまだ自分の中に巣くう恐きよう怖ふ感かんから、本気で信じることができていない。

　いい加減、きちんとぶつかって、向かい合わないといけないと思った。

　私は、ゆっくり頷うなずいた。

「納得してもらえるかは分からないけど……ちゃんと説明する」

　私の返事を聞いて、吉田さんはようやく眉み間けんに寄せていたシワをゆるめて、ため息をついた。頰ほおから顎あごにかけて伝っていった汗を見て、嬉うれしいような、申し訳ないような気持ちになる。

「あのあの、センパイ、あの」

　ユズハさんが立ち上がって吉田さんの前で大げさに手を振ふった。

「なんだよ」

「なんだよじゃないですよ。え、この子女子高生ですよね？」

「そうだよ」

「そうだよじゃないですよ。え、一緒に住んでるんですか？」

「まあ、そうだな」

「まあ、そうだなって……」

　ユズハさんは明らかに動どう揺ようしたように視線をきょろきょろさせて、髪かみの毛をぽりぽりと搔いた。

「それで最近帰るの早かったのか……」

　小さな声で呟つぶやいて、ユズハさんは大きな舌打ちをした。

「わけわかんな!!」

　そう言ってベンチに深々と腰掛けなおして、足をだらりと地面に伸のばす。

「同じ人の話してたのかぁ……私たち。はは、それはちょっと面おも白しろいな」

　ユズハさんはへらへらと笑ってから、私の方に視線を寄よ越こしてきた。

「さっきの話は内ない緒しよね」

「あ……はい、もちろん」

　私が頷くと、吉田さんは訝いぶかしげに私の方を見た。

「さっきの話って？」

「……今内緒って言ってたの聞いてなかったの？」

　私が言うと、吉田さんは慌あわてて私とユズハさんに交こう互ごに視線を投げてから、参ったというように肩をすくめた。

「センパイ！」

　ユズハさんが急に大声をあげたので、私と吉田さんの肩がびくりと跳ねる。

「なんだよ」

「……納得のいく説明はあるんだろうな」

　ユズハさんはドスの利きいた声をあえて出してみせて、さっきの吉田さんの言葉をなぞった。

　吉田さんは苦く笑しようしてから、小さく頷いた。

「分かった。今度ちゃんと話す」

　ユズハさんは吉田さんをじっと見て、ため息をつく。そして、にこりと笑って立ち上がった。

「じゃ、『家族水入らず』で話した方が良さそうな雰ふん囲い気きだし、私は帰りまーす」

「というか、なんでここにいたんだよお前」

「別に私がどこで何してようがセンパイには関係ないですよね」

　ユズハさんはペロリと舌を出して、バッグを手に持った。

「思わぬところで私と会ってドキッとしました？」

「いや別に……痛ぇ！」

　バッグで吉田さんを殴なぐってから、ユズハさんはけらけらと笑った。

「それじゃ、またね沙優ちゃん」

「あ……また」

　手を振るユズハさんに会え釈しやくを返すと、ユズハさんは吉田さんに視線を移す。

「じゃ、吉田センパイ、『納得のいく説明』、期待してますから」

「わかったよ」

　少し困ったように返事をする吉田さんを横目に、ユズハさんは踵きびすを返して階段を下っていく。

　なんというか、かっこいい人だと思った。

　きっと彼女は、彼女の中で本当に大事なものだけは、しっかりとわかっているのだ。

「おい、三島！」

　突とつ然ぜん隣となりの吉田さんが大声を上げるので、私の肩は跳ねて、ユズハさんは驚おどろいたように振り返った。

「気をつけて帰れよ！」

　吉田さんの言葉に、ユズハさんは吹ふき出してから、けらけらと体を揺ゆすって笑った。

「はぁい、パパー！」

　ユズハさんが大声で返事をしたのを聞いて、私も吹き出してしまう。

　吉田さんは、少し恥はずかしそうに首の後ろを搔かいてから、ユズハさんに向けて「シッシッ」と手の甲こうを振ってみせた。

　再び踵を返して階段を下って行くユズハさんを見送ってから吉田さんは私を横目で見た。

「じゃ、帰るか」

　どうでも良さげに投げられたその言葉に、私の胸はなぜかいっぱいになった。

　涙なみだが出そうになるのをこらえて、私は首を縦に振る。

「……うん、帰る」

　吉田さんはため息一つ、私の背中をぽんと叩たたいてから歩き始めた。

　少し前を歩く吉田さんの背中は、とても大きく見えた。
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　家に着いて、まず俺はシャワーを浴びた。

　走り回って汗あせをかいたので肌はだがベタベタして気持ち悪かったし、熱めの湯を浴びてシャンとしたいという気持ちもあった。

　そして沙さ優ゆにも、言葉を用意する時間が必要かと思ったのだ。俺がシャワーを浴びている間に、気持ちの整理をつけられれば、いくらか落ち着いて話ができるだろう。

　熱い湯を浴びながら、俺の頭の中は安心と、疑問でいっぱいだった。

　まず、沙優が見つかってよかった。それも、特に何事もなく、無事な様子で見つかったのは本当に良かった。彼女を探し回っている間は、彼女が暴漢にでも誘ゆう拐かいされたかもしれないというところまで想定していたのだから。

　しかし、無事に見つかったとなると今度は、他ほかの疑問が生まれてくる。

　どうして沙優はこんな時間に家を出たのだろうか。それも、俺に連れん絡らくも入れずにだ。

　何かしら用事があって外に出ただけなのだとしたら、きっと俺に事前に連絡を入れるだろう。沙優はそういうタイプだ。

　しかし、連絡を入れないどころか、沙優はスマートフォンを置いて家を出た。

　そう考えると、ここにいるのが嫌いやになって出て行こうとしたのかと考える。ただ、それだと、他の荷物をすべて置いていったのは不自然だ。

　三み島しまと一いつ緒しよにいたのもよく分からない。駅前で待ち合わせでもしたのだろうか？　しかしお互たがいに知り合いではなかったはずだ。

　逆にあの公園でたまたま会ったというのも、妙みような感じがするし……。

　考えれば考えるほど、答えは分からなかった。

「……訊きいた方が早いよな」

　そんなことは分かっているのだ。ただ、わかっていても、考えるのはやめられない。

　シャワーの湯を止めて、俺は立ち上がる。

　思考の渦うずに取り込まれる前に、浴場を出た。

　髪と身体からだをバスタオルで大おお雑ざつ把ぱに拭ふいてから、下着を穿はき、寝ね間ま着きをかぶって、脱だつ衣い所を出た。

「風呂上がったぞ、沙……」

　脱衣所を出て、居室の方を見ると、沙優がいた。俺はぽかんと口を開けたまま数秒停止してしまった。

「いや、お前……」

　思考は無む駄だにぐるぐると回るが、言葉が出てこない。ようやく出た言葉は。

「服、着ろよ」

　だった。

　居室で微び動どうだにせずに俺を見ながら立ちすくむ沙優は、なぜか下着姿だった。

　黒の、素そ朴ぼくで、しかしワンポイントでリボンのついた、可愛かわいらしい下着だ。

　いや、それはどうでもいい。どうしてわざわざ下着姿でいるのかだ。着き替がえている様子でもないし、俺に見られても隠かくす素そ振ぶりすら見せない。

「吉よし田ださん、あのね」

「話は聞くから、とりあえず服着ろ？」

「あのね」

「服着てからにしよう。な？」

「聞いて」

　沙優の声こわ色いろは、真しん剣けんだった。俺は、すぐに言葉を続けられなくなって、口をつぐむ。

　俺には到とう底てい分からないが、下着であることが沙優の話したいことに関係あるということなのだろうか。

「……あの、吉田さんは、そうは思ってないのかもしれないけどさ」

　沙優は、たどたどしく話し始めた。俺はどうしたらいいのか分からなくなり、とりあえず沙優から視線をはずしたまま、言葉の続きを待った。

　女子高生の下着姿を直視し続けるのは、どうかと思ったのだ。

「私さ……一応、女性……っていうか、女の子なんだよね、実は」

「いや、それは知ってるぞ」

　まるで衝しよう撃げき的な事実のように告げられた言葉に、俺は肩かたすかしを食くらった。

　しかし、俺の言葉に沙優は首を横に振ふった。

「違ちがうの、吉田さんはわかってないよ」

「なにがだよ」

　俺が訊くと、沙優は無言で一歩ずつ、俺に近づいてきた。下着姿で自分に近づいてくる女子高生の妙な迫はく力りよくに、俺は少し後ずさりしてしまう。

　ついに目の前まで沙優がやってきて、上うわ目め遣づかい気味に俺を見つめてくる。

「……な、なんだよ」
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「私さ、女子高生にしては胸、大きい方だと思うんだけど」

「そうかもな」

「そんな女子高生が目の前で下着姿だよ？」

「だから服着ろって」

「どう思う？」

　目を逸そらし続ける俺の瞳ひとみを、沙優は容よう赦しやなく覗のぞき込んでくる。

「どうもこうもねえよ、女子高生が男に肌なんか晒さらすもんじゃ……」

「えっちしたい？」

　俺の言葉を遮さえぎって沙優が吐はき出した言葉に、俺の思考はフリーズした。

　そして、すぐに急速に動き出す。少しの憤いきどおりを伴ともなって。

「お前な、安易に誘ゆう惑わくしたら追い出すって……！」

「今までの人はね!!」

　彼女を諭さとそうとした言葉を、沙優は絶ぜつ叫きように近い大声で遮った。俺はその迫力に身体を縛しばり付けられたような感覚を覚えた。

　沙優は俺の寝間着のシャツに手を当てて、くしゃりと摑つかんだ。手が、震ふるえている。

「今までの人はね……私とえっちしたがったよ」

　今までの人……というのが、恋こい人びとという意味ではないのは言われなくとも分かった。

　今までこいつを家に一時的に泊とめてきた男たちのことだろう。

　胸が、苦しくなる。

　沙優を家に入れて、話を聞いた初日から、なんとなくそうなのかもしれないとは思ってはいた。彼女がぼやかして話すので、俺もきちんとは訊かなかった。

　ただ、ここまで言って言葉を区切り、何も言わずに震えている沙優を見ていたら、なるほど、俺は訊かなくてはいけないのだなと思った。

「……したのか？」

　俺の寝間着をつかむ沙優の手に、俺の手を重ねてやってからそう訊くと、沙優は少しの間を空けてから、小さく頷うなずいた。

　ため息が漏もれる。

「……そうか」

「幻げん滅めつした……？」

「いや……分からない。すまん」

　していない、とはっきり言ってやれないことが申し訳なかった。

　ただ、胸の中には、世の中の男に対する失望感のようなものと、怒いかりと、そして、そんな男に身体を許してしまった沙優に対する『どうして？』という感情がごちゃまぜになって渦うず巻まいていた。

「吉田さんはさ、私としたくならないの……？　まったく、少しも、そういうこと考えないの？」

　沙優はそう言いながら、俺に抱だきついた。俺に、胸をぐりぐりと押し付けてくる。

　やめろ、そう言って突つき放したくなるが、沙優の表情は本当に真剣で、切実で、悲痛な何かを秘ひめていた。身体に、力が入らない。

「ねえ」

　沙優は、吐と息いきのような声を漏らして、俺の下腹部をズボン越ごしに触さわった。

「おい、やめろ」

「答えてくれないとやだ」

　沙優は俺の目をじっと見ながら、ズボンをまさぐってくる。

「私に興奮しない？」

　そう言いながら、沙優は俺のズボンのゴムにゆっくりと指をかけた。

　あれだけ触れば、沙優にもわかっているはずだった。これだけ胸を密着させられて、女性をアピールされて、みじんも反応しないほど俺も鈍どん感かんではない。

　俺の下半身は、しっかりと『そういう態勢』になっていた。

　ため息をついて、沙優の俺のズボンにかけた手を摑んで止めた。

「するよ。これだけされて、興奮しない男がいると思うのか」

　俺が答えると、沙優は、急に顔を赤くして、俺から目を逸らした。

「なんでお前からこんなことしといて照れてんだよ。ふざけんな」

「ご、ごめんなさい……」

「いいから離はなれろ。本当に怒おこるぞ」

「う、うん……」

　沙優が俺から少し距きよ離りをとって、そして、視線をうろうろさせてから、顔を赤くして手で胸を隠した。

「今いま更さら隠すのかよ。服着てこいよもう……」

「だ、だめ……このまま話す」

　そこはこだわるのか。

　未いまだに、彼女が何を言いたくてこんなことをしているのか理解できていなかった。

「あのね……その、ね」

　沙優は視線を床ゆかの上で泳がせながら、必死に言葉を選んでいる。

　本気で何かを言おうとしているのは伝わってくるので、俺も口は挟はさめない。

「私、必死だったの。その……どうにかして、家に帰らずに生きていくのにさ」

　沙優はぽつぽつと、言葉を続ける。

「女子高生拾うなんてさ、明らかにデメリットの方が大きいじゃん。警察にバレたらさ、普ふ通つうに捕つかまるし。だから……その分、メリットがないといけないよなって思ってさ」

　そこで、沙優は一いつ旦たん口をつぐんで、うつむいた。

　肝かん心じんなところは、口にしたくないのだろう。

「……それで、そのメリットっていうのは、お前の身体ってことにしたのか」

　俺が言うと、沙優は背中を少し丸めて、小さく頷いた。

「……うん。なんか、最初すごく嫌だったけど……慣れたらさ、なんか普通になっちゃってさ」

「……そうだったのか」

「むしろ、そうやって求められてる間は、自分が自分でいられるみたいな、必要とされてる、みたいな気持ちになってさ、嬉うれしいというか……満たされてるみたいな気持ちになることも……あってさ」

「……うん」

　自分が怒っているのか、悲しんでいるのか、分からない。

　聞きたくなかった。

　しかし、沙優は俺に聞いて欲しいのだ。だから、こうして必死に、話している。

　それなのに俺が耳をふさぐわけにはいかない。

　ぐるぐると循じゆん環かんして暴れだしそうになる想おもいを胸の中に必死にしまい込みながら、俺はひたすらに相あい槌づちを打っていた。

「みんな、『可愛い』とか『気持ちいい』とか言って、私のこと利用してさ。私も、家を提供してもらってさ。分かりやすくて良かったんだ。それで、その人にとって『デメリット』の方が大きくなったら、私は追い出されるの。その繰くり返し」

　そう言う沙優の表情は淡たん白ぱくで、本当に、あったことを淡たん々たんと語っているだけのような、他人の歴史を読み上げているような、空くう虚きよなものだった。

「だからね、分からないんだ」

　沙優は顔を上げて、俺の目をじっと見た。

「どうして、吉田さんは私のこと、家に置いてくれるのかな」

　その声はとても静かで、しかし、とてつもない熱量のこもったものに感じた。

「私、吉田さんになんにもあげてない。家事なんてさ、誰だれでもできるよね。私がやったらちょっと便利、ってくらいでさ、別に私じゃなくたっていいよね。私ものすごく迷めい惑わくかけてるのに、吉田さんはずっとひたすらに優やさしくてさ。なんか優しすぎてさ……私はどうしたらこの人に捨てられずにいられるんだろう、って……分からなくなっちゃった」

「……お前」

　うまく、言葉が出なかった。

　確かに、彼女の言う通りだと思う。

　何のメリットもなしにデメリットを受け入れる人間なんて、なかなかいない。ただ、そんなことは大人になってから気がつけばいいことで、女子高生がそんなことを考えながら、よりにもよって身体からだを差し出していたと考えるだけで、無念な気持ちでいっぱいになった。

「私、ほんとに馬ば鹿かで、どうしようもなくて、自分で自分のことも分からないような子供だからさ……人から求められてないと、どうしたらいいか分かんなくなっちゃった」

　沙優は、そう言いながら、再び俺に近づいてきた。

　そして、俺の前に立って、再び、俺に抱きついた。

「吉田さんが嫌いやじゃないんだったらさ」

　沙優は少し震えた声で、俺の胸の中で、言った。

「私のこと抱いてよ。吉田さんだったらいいよ。抱いてくれたら、少しはウッ！　んぐっ！　な、なに、くるし……」

　沙優の言葉を最後まで聞かずに、俺は沙優を思い切り抱だきしめた。

「吉田さん……くるし……」

「うるせぇ」

「なに、どしたの……うわぁ」

　俺は沙優の肩かたを摑んで引き剝はがし、そのまま廊ろう下かの壁かべにドンと彼女の背中を当てるように押し付けた。

「吉田さん……あの」

「嫌だね」

「え？」

「嫌だって言ったんだよ」

　俺は沙優の目をじっと見たまま言葉を続ける。きっと、眉み間けんにはシワが寄っていると思う。ただ、どうやって顔面の力を抜ぬいたらいいのか、そのやり方が今は分からなかった。

「いいか、よーく聞けよ」

　俺が言うと、沙優は困こん惑わくしたように目をぱちくりとさせてから、小さく何度か頷いた。

「お前は正直、すごく可愛かわいいと思う」

「え？」

「女子高生にしては肉付きがいいし、スタイルもいいし、顔も良くて、家事もできて、最高だ」

「ど、どしたの急に」

「でもな、好みじゃない」

　俺が言い放つと、沙優はきょとんとした。

「……え？」

「俺はお前に恋こいしてない」

　沙優の口がぽかんと開いて、その瞳ひとみは俺の目を見たままなんども瞬まばたきをし続けていた。

「好きでもない女を抱きたいとは思わない。身体はまあ……そりゃ、反応くらいはするさ。でもお前の裸はだかを見たいとも思わないし、セックスしたいなんて微み塵じんも思わない。お前はさっき『吉田さんが嫌じゃないんだったら』って言っただろ。だから答えてやる。嫌だ。断る。分かったか？」

　一息にそこまで言い切ると、沙優は圧あつ倒とうされたように唾つばを飲み込んでから、数秒の間を置いて。

「……はひ」

　首を縦に振ふった。

「分かればいい。……というかいい加減服着ろよ」

「う、うん……」

　俺が居室に脱ぬぎ捨ててあるスウェットを指差すと、沙優はそこまでいそいそと歩いて行って、ようやくスウェットをずぼりと頭からかぶった。

　目に映る肌はだ色いろが減って、ようやく緊きん張ちようが抜けてくる。俺はそのまま廊下に座り込んだ。

　馬鹿なことをやめさせないと、という思いだけが身体と口を動かしていたので、その目標が達成されて、ようやく余よ裕ゆうが出てくる。

　自分の言いたいことが、少しずつ胸の中で言語化されていくのを感じた。

「……お前は、俺になんにもできてないって言ったけど、そんなことねぇよ」

　ぼそぼそとそう言うと、服を着た沙優は、ゆっくりと俺の近くまで寄ってきて、俺と同じように床に座った。

「俺にとって家って、本当に、飯を食って風ふ呂ろに入って寝ねるためだけの空間だった」

　ぽつぽつと言葉を続ける。沙優の視線が俺の横顔に注がれているのが分かった。

「仕事は楽しかったし、仕事を頑がん張ばれば頑張るほど、金もそれなりに貯たまっていったから、職場と家を往復するだけの生活でも苦はなかった」

　思い出すと、本当に、言葉にした通りだ。

　就職してからの５年間、仕事しかした覚えがない。もちろん、ときどき同どう僚りようと飲み会をしたり、ボウリング場に遊びに行ったりした記き憶おくはある。

　ただ、恋こい人びとの一人もできず、旅行などで長く休みを取ることもなく、とにかく、仕事漬づけの毎日だった。

「それでいいと思ってた。それに、後ご藤とうさんともし付き合えたら、少しは生活が華はなやぐかもしれないなんていう妄もう想そうもしてたしな」

　少し自じ嘲ちよう気味にそう言って沙優をちらりと見ると、なんと言ったらいいか分からないというように苦く笑しようをして、彼女は鼻から息を吐はいた。

「でも、お前が来てから……変わったよ」

　沙優が来てから。

　具体的に想像しようとしなくても、ぽろぽろと言葉が溢あふれた。

「家に帰ると美味うまい飯が用意されてるし、風呂も汲くまれてる。しかも……沙優がいる」

　口ずさむように言うと、隣となりの沙優が少し深く息を吸い込む音が聞こえた。

「なんて言えばいいんだろうな……お前は、自分にある『付加価値』みたいなものをものすごく気にしてるのかもしれないけど」

　自分が相手に、どう見られているか。何を求められているのか。そういう他人からのものさしに怯おびえながら、ここまで来たのだろう。

　そんな沙優に、俺が明確な答えを出してやれるとしたら、この言葉に尽つきる。

「沙優が家にいてくれるだけで、俺の生活はかなり楽しいものになったよ」

　沙優を横目に見てそういうと、沙優の目が揺ゆれた。

「ちょうど後藤さんにフラれて、寂さびしかったっていうのもあるかもしれないな……。家に帰るとお前がいて、くだらない会話をしながら飯を食って、一人じゃない部屋で寝る。それだけで、家がものすごく居い心地ごこちのいい場所に感じた。早く帰らないとな、って思えるようになった」

　俺が言葉を続ける間に、沙優はその目からぼろぼろと大おお粒つぶの涙なみだを流していた。どうして泣いているのかは俺には分からないが、悲しくて泣いているわけじゃないであろうことは、さすがに俺にも分かる。

「だから、俺はお前にどうこうしてほしい、ってわけじゃねえんだよな」

　ぽりぽりと顎あごを搔かくと、朝に剃そったはずの髭ひげが、少しだけ生えてきていた。

「俺はみっともなくて寂しいオッサンだから……」

　そうだ。もっと早く、こう言うべきだったのだ。

　俺は彼女を拾ってやって、一方的に助けてやっている気持ちになっていた。

　何かがあって家から逃にげてきて、その上、ろくでもない男たちの家を渡わたり歩いてきた彼女を、まともな女子高生に戻もどしてやろうと正義感を振りかざして、守ってやっている気になっていた。

　どちらも俺の素す直なおな気持ちではあるが、それがすべてじゃない。

　それがすべてだと勘かん違ちがいするのは、フェアじゃなかったのだ。

「お前が帰りたいって思えるようになるまででいいからさ」

　俺が彼女を受け入れる、という構図だけではダメだった。対等ではない立場での共同生活など、間ま違ちがっている。

「ここにいてくれないか」

　俺がようやく、そう口にすると、沙優は嗚お咽えつを漏もらして、うつむいた。

　何度も洟はなをすすって、スウェットの裾すそで涙を拭ふいた。

　そして、ぐしゃぐしゃになった顔を上げて、震ふるえた声を出す。

「そんなんでいいの？」

「ああ。いてくれるだけでいいよ」

「……無欲で、かわいそうなオッサンだ」

「だろ？」

　沙優が涙を流しながら、プッと吹ふき出した。俺も可笑おかしくなって、肩を揺らす。

　沙優はくすくすと笑って、座ったままずりずりと俺の隣に移動してくる。そして、俺の肩に、額を当てた。

「……りがと」

「なに？」

「お互たがい、惨みじめだね」

　沙優は最初に小さく発した言葉と明らかに違うことを言って、顔を上げた。

「かわいそうだから、一いつ緒しよにいてあげる」

　沙優はそう言って、ようやく、にへらと気の抜けた、いつもの笑え顔がおを見せた。

「ああ、そうしてくれ」

　オッサンの俺には、女子高生は難しい。

　ただ、女子高生の沙優にも、きっとオッサンは難しい生き物なのだろう。

　お互いの弱点をさらけ出すことができた今、ようやく俺たちの真の意味での『共同生活』が始まったのかもしれない。
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「吉よし田ださん、髭」

「あ？　剃ったよ」

「剃り残してる」

「あ？」

　簡素なキッチンで卵焼きを焼いている沙さ優ゆに言われてもう一度洗面所に戻ると、確かに顎あご髭ひげを剃り残していた。舌打ちをして、電動髭剃り機でもう一度剃り直す。

「まあ、でもさぁ」

　洗面所から出ると、沙優がフライパンに目を落としたまま言った。

「ちょっと剃り残してるくらいが、吉田さんっぽくていいかもね」

「なんだそりゃ」

「そのまんまの意味」

　沙優は言いながらコンロの火を止めて、フライパンの上で完成したふわふわの卵焼きを皿の上に移した。

「はいできた」

「美味そうだな」

「ご飯、食べたいだけよそってね。あ、あとこれ持って行って」

　沙優は俺に茶ちや碗わんと卵焼きの載のった皿を渡してから、鍋なべの中の味み噌そ汁しるをお椀わんに盛り付け始める。いつ見ても、本業は主婦なのではと思うほどに手て際ぎわがいい。

　沙優に下着姿で迫せまられた夜から、数週間が経たった。

　今では沙優が家事をしている様子は本当に板についてきている。

　あの後三み島しまに事情を説明するのは骨が折れたが……結果から言えば、丸く収まった。

「ま、吉田センパイのことですし、女子高生に手を出す度胸もないでしょうしね」

　と、若じやつ干かん失礼なことを言いながら、三島は一応、納なつ得とくした様子を見せてくれた。

　最近の気にかかることは、どちらかと言えば後ご藤とうさんとの急接近だ。後藤さんは妙みように昼食に俺を誘さそうようになった。そして、一人で昼食をとる時はいつもサラダだったが、俺と飯を食べるときは妙にガッツリしたメニューばかり頼たのむ。

　もちろん、嬉うれしくないわけではないが、理由の思い当たらない急接近は無む駄だに緊張するので、心臓にはあまり良くない。

「吉田君にはありのままを見せようと思って」

　などと言いながら艶あでやかな笑みを浮うかべる彼女に、相変わらず俺は翻ほん弄ろうされ続けている。

　職場周りの俺を取り巻く環かん境きようは若干変わったが、それでも、沙優との生活は問題なく続いている。

　テーブルの上に卵焼きの皿を置いて、炊すい飯はん器を開く。茶碗に白米を盛っている時に、ふと沙優の恰かつ好こうが目に留まった。

「あれ、お前なんで今日制服着てるんだ？」

　俺が訊きくと、沙優はにやりと笑って、視線だけこちらに寄よ越こしてくる。

「似合う？」

「女子高生が制服似合わないのは問題じゃないか？」

「そういうこと言ってるんじゃないんだけどなぁ……」

　沙優は唇くちびるを尖とがらせてから、投げるように言った。

「たまには女子高生になってみようと思っただけだよ」

「たまにはって……別に制服着なくたってお前は女子高生だろ」

「そうだけどさ」

　二つのお椀を持って、沙優が居室へと歩いてくる。白米、卵焼きとウィンナー、そして味噌汁。ごくごく普ふ通つうな朝食だが、それがとても食欲をそそった。

「いただきます」

「はい、どぞ」

　俺が食い始めるのを見て、沙優は話の続きをし始める。

「制服着たら、女子高生だって嫌いやでも分かるじゃん」

「まあ、そりゃそうだな」

　ちょうどよい塩気の味噌汁をすすると、体が芯しんから温まっていくのを感じる。この感覚は好きだ。

「キッチンでご飯作ってるだけの私でも、女子高生なんだなって分かるじゃん」

「そうだな」

「便利だよねぇ」

　そう呟つぶやきながら、沙優は自分の作った卵焼きを口に放ほうり込んで、満足げに頷うなずいた。

　結局何が言いたいのかわからないまま、俺も曖あい昧まいに相あい槌づちを打つ。

「私さ、女子高生でいるのが嫌になって逃げてきたんだけどさ」

　唐とう突とつに今まで口にしなかったことを言われて、俺の箸はしが止まる。

「でも、なんだろ」

　沙優はテーブルの上で視線をうろちょろとさせた後に、にへらと笑った。

「今は、女子高生で良かったかも、ってちょっとだけ思ってる」

「……そうか」

　俺はこくこくと頷いて、味噌汁を啜すすった。

　沙優のことは、未いまだにいろいろとわからないことが多い。

　彼女が口にしないことは訊かないし、その必要もないと今は思っている。

　ただ、一つだけ言えるのは、俺はこいつの笑顔が結構好きだということだ。

「まあ、なんだ。制服は……」

　俺が口を開くと、沙優は白米をぱくつきながら、視線だけこちらに寄越してきた。

「制服はまあ……普通だけど」

　似合っている、と言えばいいものを、俺は少し照れてそう言葉にできない。

「そういう、普通の笑顔は……似合ってると思うぞ」

　投げ捨てるように言って、俺は卵焼きを口に入れる。甘さと塩気の加減がちょうどよくて、食感もふわふわだった。

　ふと、沙優の反応がないことに気がついて視線を上げると、顔を赤くしてこちらを見ている沙優と目があった。

「どうした？」

「え、あ、いや……別に。へへ」

　沙優はごまかすように笑って、ウィンナーを齧かじった。

　前よりも素直な笑い方をすることが増えた沙優は、年相応で、可愛かわいらしかった。

　今まで散々ひどい目を見てきたのかもしれないが、ここでは、少しくらい気を抜ぬいて過ごせればいいと思う。

　そして時間をかけて、本当に向き合わなければならないものと向き合うための力を蓄たくわえていけばいい。

「吉田さん」

　急に名前を呼ばれて、顔を上げると、沙優は俺の目をじっと見つめたまま、口を開いた。

「私が高校生じゃなかったらさ、私に惚ほれてた？」

「は？」

　俺が間抜けな声を上げると、沙優はけらけらと笑って、首を横に振ふった。

「冗じよう談だん、冗談。吉田さんいつでも本気だから面おも白しろいなぁ」

「お前な……」

　沙優が女子高生でなかったら。

　そう言われて思い浮かんだのは、数週間前の、沙優が俺に下着姿で迫った光景だった。

　あれよりも少し大人びて、高校生でもなくて、たとえば、俺と同い年で……。

『私のこと抱だいてよ』

　生々しく脳内で再生された沙優の声に、全身鳥とり肌はだが立つのを感じた。頭を横に振って、意識を現実に引き戻もどす。

「どうしたの？」

「いや、なんでも」

　ごまかすように白米をかき込んで、咀そ嚼しやくした。

　どうあっても、こいつは女子高生だ。俺よりもずっと年下の、ガキンチョだ。

　そう心に言い聞かせながら、白米を飲み込む。

　深く息を吸って、吐はき出すと、心の中に一つの感想がじわりと湧わき上がってきた。

　沙優が、女子高生で良かったかもしれない。

　その感動に、激しく違い和わ感かんを覚える。

　女子高生じゃなかったら、なんだと言うのだろう。

　朝から難しいことを考えるものではない。味噌汁を啜って、ゆっくりと飲み込む。じわりと体が温まる感覚を楽しんでいると、どうでもいい考えはスッと心の中から溶とけ出していった。

「吉田さん、随ずい分ぶんゆっくり食べてるけど時間は大だい丈じよう夫ぶなの？」

「ん？　あ……」

　沙優に言われて時計を見ると、もう家を出なければならない時間の５分前だった。

「やべえ」

　つぶやいて、残りの朝食を慌あわててかき込む。

　洗面所に向かい、雑に歯を磨みがいてから、ジャケットを羽織ってバッグを持つ。

「じゃあ行ってくる」

　バタバタと革かわ靴ぐつに足を突つっ込みながら言うと、沙優は玄げん関かん前まで歩いてきて、小さく手を振った。

「行ってらっしゃい」

　そう言って微笑ほほえむ沙優の姿に居室の窓から差してくる朝日が重なり、少し目を細める。

「……まぶしいな」

「え？」

「いや、なんでもない。行ってくる」

　玄関を出て、少しつんとした朝の空気を吸い込みながら、俺は自分の頰ほおを平手で叩たたいた。

　まるで、新しん婚こん生活のようだ。

　そんなことを一いつ瞬しゆんでも考えた自分に呆あきれる。

　この生活がいつまで続くかはわからない。

　ただ、偶ぐう然ぜんか必然か、俺は沙優と出会い、一いつ緒しよに生活をすることになったのだ。

　今後どんなことが起こり、どんな結末になるかはまったく想像がつかないが、それでも、途と中ちゆうで投げ出すことはしたくないと思った。

　振り返って、玄関を見る。

　前までは俺が一人で出かけて、そして帰るだけだった家。

　だが今は違ちがう。

　あれは俺の家であり、俺が出発する場所であり、そして同時に沙優の隠かくれ家がだ。沙優が守られるべき場所で、落ち着いて過ごせるべき場所だ。

　この家を守るために働こう、と思うだけで、少しだけ前向きな力が湧いてくる。

「よし、行くか」

　小さく呟いて、俺は一歩踏ふみ出した。

　オッサンと女子高生の奇き妙みような共同生活は、まだまだ続いていく。
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あとがき






　初めまして。しめさばと申します。

　細ほそ々ぼそとネットで物書きをしていたものです。おっかなびっくりでこれを書いています。

　思い返せば、『カクヨム』にてこの作品を書き始めた時は、サイトの傾けい向こうから見ても「まあウケないだろうな」と思いながらヘラヘラとしていたのを覚えています。ちょうどその頃ころは流行はやりの異世界ファンタジーものも楽しく執しつ筆ぴつしていたのですが、唐とう突とつに（確か、自宅のトイレで用を足していた時でした）『沙さ優ゆ』というキャラクターだけが脳内に思い浮うかび、いても立ってもいられず筆を執とったというわけです。

　そんな見切り発車で書き始めたこの作品が多くの方に読んでもらえるように成長し、担当さんに見み出いだしていただけたのは非常に幸運だったと思います。

　人間も、物語も、結局は巡めぐり合わせだと思うので、この物語と、この物語を好きになってくださる方が偶ぐう然ぜん巡り合うことができたのは本当に幸せなことだと実感しました。

　さて、ここからは謝辞になります。

　まずは、この広大なネットの中からこの作品を見つけ、そして読んでくださった皆みな様さま、応おう援えんしてくださった皆様に心から感謝をさせていただきます。

　そして、この作品の可能性を見出し、出版まで連れて来てくださった担当のＷさん、本当にありがとうございました。いや、すみませんでしたと言うべきなのかしら？　ともかく、本当に、とてもお世話になりました。

　最後に、登場人物に輪りん郭かくを与あたえ、みずみずしい命を吹ふき込んでくださったイラストレーターのぶーたさん、執筆者本人よりも真しん剣けんに原げん稿こうを読んでくださった校正担当者さん、そして出版にかかわってくださったすべての方に、心から感謝いたします。

　再びみなさんと私の書いた物語が巡り合うことができるようにと願いながら、あとがきを終わらせていただきます。





しめさば










電子限定書き下ろし短編『目玉焼き』









「あ」

　ぽたり、と目玉焼きの黄身がテーブルに垂れた。

「もったいね」

　つぶやいて、濡れた台布巾でテーブルを拭く。

「すまん、ちょっと垂らした」

　作ってもらったものをこぼして無駄にするのも申し訳ないと思い、テーブルの向いで朝食をとっている沙優に謝ると、彼女は目をぱちくりとしてから失笑した。

「いいよ別にわざとじゃないんだし。律儀だねぇ」

　沙優はつぶやくようにそう言って、目玉焼きの白身だけを箸で器用に切り離して口に入れた。

　沙優は目玉焼きの黄身だけをきれいに残すように、少しずつ白身を食べ進めている。

　俺はすぐに黄身を割って、それを白身に絡めて食べるという食べ方をするので、沙優のその食べ方は少し新鮮なものがあった。

「沙優の作る目玉焼きってさ」

　ふと思い立って口を開くと、沙優は箸をいったん止めて首をかしげた。

「ん？」

「いや、黄身がずいぶん柔らかいよなと思って。半熟っていうのか？」

「ああ……」

　沙優は曖昧にうなづいてから、再度首をかしげた。

「もしかして嫌い？」

「いやいや、そうじゃなくて。むしろ柔らかいのは好きだ。白身にも飯にも味が絡んで美味いしな」

「そっか、良かった」

　別に柔らかいからどうの、という話ではなく、単純な気づきというか、感想だった。

「俺の母親の作る目玉焼きはいつも完全に黄身が固まっててさ。ちょっとぼそぼそした食感だったもんでな。小さいころはあんまり目玉焼きって好きじゃなかったんだよな」

「そうなんだ？」

「一人暮らし始めて、自分で作ってみた時も、火加減とか水入れるタイミングとか難しくて、母親と同じように完全に黄身の固まったやつしか作れなかった」

　俺がそう言うのを、沙優はどこかいつも以上にぼーっとした様子で眺めながら相槌を打っていた。

「沙優ってやっぱり料理上手いよな」

　どうでもいい話をしてしまったかと思い、俺がそう話を結論づけて終わらせると、沙優はそこでようやく表情を変化させた。どこかに飛ばしていた意識が彼女の体の中に戻っていくように、彼女の眉がぴくりと動いて、そしてすぐに顔を赤くした。

「あ、そ……そう？」

　少し照れたように沙優は首をかくかくと傾げて、髪の毛の毛先をいじった。

「親に教わったのか？」

「え？」

　俺が訊くと、再び沙優の表情が固まった。

　しまった、と思ったが、放ってしまった言葉は引っ込められない。

　家庭から逃げてきたであろう相手に親の話を振ってどうする。後悔が脳内を駆け回る。

　しかし沙優は少し困ったように視線をきょろきょろと動かしたものの、すぐににへらと笑って首を横に振った。

「お母さんはあんまり料理しない人だったから」

　沙優はそこで言葉を区切って、目玉焼きの載った皿に視線を落とす。

「料理はほとんど独学かな。料理本とか、ネットとか見ながら。自分の好きな味になるように試してみたりしてた」

「……そうか」

　沙優の家庭の状況については、今まで俺から訊いたことはないし、彼女が自分から切り出したこともない。これについては、本人が語りたがるまでは俺が訊く必要もないことだと思っている。

　だというのに、明らかに余計なことを訊いてしまった。俺もつられて視線を落とすと、沙優がちらりと一瞬こちらを見たのが分かった。

「あ、でもね！」

　沙優が手をぱん、と打って、明るい声を出す。

「料理は結構楽しくてさ。一人で結構やってたんだ。趣味……みたいなものだったかも」

「ああ……」

　ため息のような声が自然と漏れた。

　また、気を遣わせてしまった。

「おかげで、毎日こんなに美味い飯が食えるんだからありがたいったらないな」

　俺がそう言うと、沙優は少し頰を赤くして、しまらない笑顔を見せた。

　もう一口、目玉焼きを口に運ぶ。卵の風味が口いっぱいに広がって、それが消えないうちに白米をかきこむ。これがたまらなく美味かった。

　しばらくお互い無言で朝食を食べ進めていると、ついに沙優の目玉焼きの白身が完全になくなった。丸い黄身だけが綺麗に沙優の皿に残っている。

　その黄身をどう食べるのかと気になって、味噌汁をすすりながらさりげなく意識を向けていると、ついに沙優がその黄身に箸をつけた。

　黄身を箸でしっかりつかんで、切り分けることもせずに、そのまま皿から持ち上げた。

　そして、それを丸ごと、いつもあまり大きく口を開けずにちまちまと食べる沙優にしては珍しく、大口を開けてそれを口に入れた。そして、幸せそうに目を細めて、鼻から「んふ」と息を漏らす。

　あまり他人の食事をまじまじと見ないようにと心がけていたつもりが、驚きのあまり視線が釘付けになってしまっていた。黄身を口に入れて自然と上がった沙優の視線を俺の視線がぶつかる。

　沙優は咀嚼していた口をぴたりと止めて、ハムスターのように頰を膨らませたまま、首をかしげた。

「ん？」

「いや、すまん」

　俺は慌てて沙優から目を逸らした。

「一口でいったのにちょっとびっくりしてな」

　俺が視線をテーブルの上でうろつかせながらそう言うと、沙優は再び咀嚼を開始して、すぐに黄身を飲み込んだ。

「え、変かな……」

「いや、変ってわけじゃないけどな？」

　沙優があまりに不安げな声と表情でそう訊いてくるので、俺も慌てて首を横に振った。

「ほら、お前普段あんまり大きな口開けてメシ食わないだろ。だからちょっと驚いただけだよ」

「そ、そう……？」

　沙優もきょろきょろと視線を動かして、それから押し黙った。

　居室になんとも言えない空気が流れる。

「よ、吉田さんって……」

　沙優が口を開く。視線を彼女のほうにやると、妙に顔を赤くしていた。

「案外、私のこと見てるよね。いろいろとさ……」

「え、いや、別にそんなことはねえよ……」

「ご飯食べる時の口の開け方とかそんなに見ないでしょ……ふつう」

「いや、たまたま目に入ってただけで」

「……えっち」

「なんでだよ!!」

　俺が声を荒げると、そこで沙優はようやくくすくすと笑顔を見せた。一瞬妙な空気になったのが元に戻ったのを感じて少し安堵する。

「黄身を一気に食べるの、美味しいよ」

　沙優はそう言ってから、味噌汁をこくりと飲んだ。

「卵の味が口の中で爆発するの」

「爆発するのか」

「そう。するの」

　沙優はそう言って、またくすりと笑った。

「今度吉田さんもやってみなよ」

「まあ……気が向いたらな」

　俺が曖昧に返事をすると、沙優はいたずらっぽい笑みを浮かべて、言う。

「そしたら今度は私が吉田さんの大口開けてるところ見ててあげるから」

「やめろよ、そんなん見なくていいだろ」

「その言葉、そっくりそのままお返しします～」

　沙優がくすくすと肩を揺らすのを見て、俺も少し口元が緩んだ。

　俺の失言からずるずると続いてしまった会話だが、少しだけ今まで知らなかった沙優を垣間見たような気がして、不思議な気持ちになる。

　なぜか、目玉焼きの黄身を口いっぱいに頰張り幸せそうに目を細めた沙優のあの表情が、脳内で何度も反芻されていた。
















カバー・口絵・本文イラスト／ぶーた

カバー・口絵・本文デザイン／伸童舎










ひげを剃そる。そして女じよ子し高こう生せいを拾ひろう。




【電でん子し特とく別べつ版ばん】
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